
平成２１年第３回玉城町議会定例会議事日程（第 2 号） 
 

平成２１年６月１２日午前 9 時開議 
日 程 
 第 1．会議録署名議員の指名 
 第 2．町政一般に関する質問 
質  問  者       質  問  内  容 
 
 
 東谷 富雄 
２㌻～ 5 ㌻まで 

 
１．玉城町と自治区との覚書について 
２．農道未舗装について。 
 

 
 
中瀬 信之 

5 ㌻～19 ㌻まで 

 
１．健康検診の重要性と受診率の向上対策について 
２．新型インフルエンザ対策について 
 

 
 
野口  繁 

19 ㌻～30 ㌻まで 

 
１．旧新田町区画整理地内の道路整備について 
２．外城田川河川管理について 
３．地域活性化経済危機対策臨時交付金について 

 
 
 山本 静一 
30 ㌻～45 ㌻まで 
 

 
１．防災対策 
２．一人暮らし老人等緊急通報装置貸与事業について 
 

 
 山口 和宏 
45 ㌻～52 ㌻まで 
 

 
１．まちづくり戦略会会議答申について 
 

奥川 直人 
52 ㌻～68 ㌻まで 

 
１．役場職員の人材育成について 
２．水稲生産調整達成率向上について 
３．世古区地内の農業振興地域内の農振除外について 
 

鈴木加奈子 
69 ㌻～84 ㌻まで 

 
１．お年寄りの安全安心について 
２．さし迫っているゼロ歳児保育について 
３．緊急雇用創出事業について 
 

高木 市郎 
85 ㌻～95 ㌻まで 

 
１．不況時の行財政状況について 
２．町民の暮らし満足度について 
３．地域担当制について 
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     平成２１年第３回玉城町議会定例会会議録（第２号） 

 

１．招集年月日 平成２１年６月１１日 

２．招集の場所 玉城町議会議場 

３．開   会 平成２１年６月１２日 

４．応召議員 

     １番 小 林 一 則 君   ２番 風 口   尚 君 

     ３番 山 本 静 一 君   ４番 高 木 市 郎 君 

     ５番 鈴 木 加奈子 君   ６番 東 谷 富 雄 君 

     ７番 小 林   豊 君   ８番 中 瀬 信 之 君 

     ９番 山 口 和 宏 君  １０番 奥 川 直 人 君 

    １１番 野 口   繁 君  １２番 川 西 元 行 君 

    １３番 前 川 隆 夫 君  １４番 中 野   勇 君 

５．不応召議員  な し 

６．出席議員   １４名 

７．欠席議員   な し 

８．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席したものの職氏名 

 町    長 辻 村 修 一 君  副 町 長              坪 井 信 義 君

 教 育 長              山 口 典 郎 君  会 計 管 理 者              森 島 千 里 君

 総 務 課 長              中 郷   徹 君  税務住民課長 松 田 幸 一 君

 生活福祉課長 林   裕 紀 君  上下水道課長 小 林  一 雄 君

 建設産業課長 前 田 浩 三 君  病院老健事務 田 間 宏 紀 君

                   局長 

 教育事務局長 辻     誠 君  農林商工課長 田 畑 良 和 君

 政策財政担当 中 村 元 紀 君  総務担当課長 田 村   優 君

 課長補佐              補佐 

 教 育 委 員 長              加 藤 禎 一 君  監 査 委 員             松 田 隆 生 君

９．職務のため出席した者の職氏名 

議会事務局長 大 南 友 敬 君  同 書 記              高 井 美 江 君

同 書 記              中 川 泰 成 君 

１０．提出議案 

日 程 

第 １．会議録署名議員の指名 

第 ２．町政一般に関する質問 
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            （午前９時 開会） 

○議長（小林一則君） ただいまの出席議員数は１４名で定足数に達しており 

ます。よって平成２１年第３回玉城町議会定例会（第２日目）の会議を開会

いたします。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

 

○議長（小林一則君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により議長において

１３番 前川隆夫君、１４番 中野勇君の２名を指名いたします。 

 

○議長（小林一則君） 次に日程第２ 町政一般に関する質問を行います。 

 それでは最初に６番 東谷富雄君の質問を許します。 

 ６番 東谷富雄君。 

○６番（東谷富雄君） ただいま議長のお許しをいただきましたので、２点ほ 

ど質問をさせていただきます。初めに玉城町と自治区との覚書について。２

番目、農道舗装についてでございます。では最初の１番目の玉城町と自治区

との覚書について質問をさせていただきます。今から約１５年ほど前になり

ますが、玉城町が保有しておりました旧プリマ跡地に平成６年に三重県住宅

生協から住宅開発の話があり、当区も承諾をいたしました。この時排水路整

備事業として平成６年３月１日付けで、当時北林信弘町長の時、玉城町と勝

田区で１通の覚書が結ばれております。当時辻村町長は確か企画課長だった

と思います。その時の経緯はご理解していただいておると思います。その後

平成１３年に区民の方から、あの契約というか覚書はどうなっているのかと

いう話があり、その時住宅生協の方、また町との話し合いもさせていただき

ましたが進展がありませんでした。 

 場所としては町道田丸宮古線、田丸大橋の信号がございますが、南へ直進

で約６００メートルほど町道がありますが、その東側の排水路でございます。

今までにも洪水時には間知ブロックなどが積まれており、大雨がくれば崩れ

補修工事もしていただいているのが現状でございまして、この件に関して今

までに検討していただいたことがあるのか。その後、今の住宅開発が進み宮

古、浜塚、公園通り、各自治区から道路拡幅の要望が出されております。ま

た区民の方にはお話はしておりませんが、拡幅となれば地権者の方の協力が

なければ進まない話でございます。今後、検討していただき工法的にいろい

ろある中、この件に関して早期に着手していただきますよう強くお願いをい

たしたいと思います。 

 今後の取り組みについて、町長にお聞かせを願いたいと思います。 
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○議長（小林一則君） ６番 東谷富雄君の質問に対し答弁を許します。 

 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） ただいま東谷議員から過去の、平成６年に交わされて 

おります当時の勝田区との中でのいわゆる排水路整備についてのご質問、ご

説明いただきました内容説明のとおりでございまして、私もこのことは当時

担当でありましたし、十分承知をさせていただいておることでございます。

地区のほうからは毎年いろんな自治区としてのご要望もいただいておりまし

て、年の初めにはご挨拶もいただきながら、このことの内容やあるいは地区

全体のご要望について、意見交換をさせていただいておるということでござ

います。 

 それぞれ区といたしましても、このことは十分承知をいただきながら更に

当面、集落に隣接をするところの必要な要望についてご要請もいただき、そ

して一つひとつできるだけ取り組みをさせていただいてきたわけでございま

して、今後も努力をしていかなければならんというふうに考えておる次第で

ございます。 

 いま説明をいただきました通り、この排水路は築造後、約４０年が経過が

しておるということで、大変現状は老朽化が著しいわけでございます。しか

しこの排水路は当然といいますか、現状、町道の田丸宮古線という道路と併

設をされておるということでございまして、いまご質問の中にもございまし

たように、以前からもあるいは今年に入りましてからも、浜塚団地そして公

園通り、そして宮古の区長さんからも連名で、この道路の拡幅の改良の要望

が提出されておるということでございます。そういうこともございますけれ

ども、やはり私は今のこの玉城町全体の車の流れ、あるいは玉城町のいわゆ

る南側の地域、レインボータウンを始めとする浜塚、あるいは宮古地域の開

発というふうなものが、これからも進んでいくであろうと。あるいはまた玉

城町の大企業への従業員の皆さん始め、更に伊勢、多気方面への交通ラッシ

ュというものが毎日起こっておりますから、これはできるだけ優先的にこの

道路整備を進めてまいりたい。こういう考え方でおります。一所懸命で努力

をしたいと思ってますし、今までの取り組み、一部には災害復旧で擁壁の補

修の部分、あるいは道路が非常に蒲鉾型になっておる現状でございますので、

部分的でありますけれども、障害のないような補修なりというふうなことを

施させていただいておりますけれども、これは今の状況では非常に狭あいと

いうんですか、道路の幅員が狭いというふうな実情もございますし、２、３

日前にも交通事故が発生をしておったわけであります。何とか計画を進めて

まいりたいと、こんなふうに思っておりますので、ひとつご理解を賜りたい

と思います。 
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○議長（小林一則君） 東谷富雄君。 

○６番（東谷富雄君） 今し町長から答弁をいただきましたが、確かに公園 

通りの計画は１６０区画ぐらいだったと思いますが、いま現状ではもう１５

０近く住宅が建っておる状況になっております。その中、交通量としてかな

り農道もあるわけですけども、やはり町道へ来る車が多く見かけられ、現在

も前方からちょっと少し大型が来ると、対向が困難な状況も見受けられます。

この拡幅も含めて町長も話をしていただきましたが、これ工法的には開始に

よってはどういうふうになっていくのか、現在の道路の西側へ拡幅をすると

したら地権者の方の協力もいただかなければなりませんので、それは今後ど

ういうふうになっていくか検討次第でございます。今し町長、これは南部の

いろんな関係でせんならんというお言葉をいただきましたので、早急に検討

していただいて、これは単年度事業ではなかなか無理かとは存じますが、年

次計画をもってしていただき少しでも早く着手をお願いをしたいと思います。

よろしくお願いをいたします。 

 そして２番目の農道未舗装についてでございます。近隣の町にでかけた時

に、玉城全体として見比べてみると、農道舗装が少し遅れているのではない

かなとは感じます。当区も毎年要望としてあげさせていただいておりますが、

また各自治区からの要望もあろうかと思います。町長は玉城町は優良農地と

よく言われますが、せめて作業のしやすい管理道路の安全をお願いをしたい

と思います。 

 先月の下旬に区内で女性の方が、田の水を朝見にいかれて転倒され、足の

骨を折る事故が発生をしました。ここも段差の大変ある未舗装の道路であり

まして、ここ数年予算も農林関係というんですかそういう整備事業に対して

は予算もないに等しく、今後もう少し予算も増額をしていただき早急に検討、

見直しをお願いいたしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 農道舗装についてのご質問をいただいたわけでありま 

す。玉城町はご承知のように全体といたしましては、農村道整備モデル事業

を、土地改良事業でかなり整備を進めまして、そしてその際、あるいはその

後においても、農道整備が順次施行されてきておるという状況でございます

けれども、まだ舗装率といたしましては７５％というところで推移している

ところですけれども、未舗装の部分も現実にあるわけでございます。 

 しかし大変昨今の財政事情というものもご承知のとおりでございますので、

なかなか町費の限られた予算で執行していくということは、非常に厳しいわ

けでありますが、いろんな県等の事業も研究しながら、いろんな状況を眺め

て、あるいはまた地元のそれぞれのご要望もございますけれども、財政の事
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情とあわせて検討させていただきたいと、こんなふうに思っている次第でど

うぞよろしく。 

○議長（小林一則君） 東谷富雄君。 

○６番（東谷富雄君） なかなか予算的にも難しいことはわかっておるわけで 

ございますが、当区も直線道路で約４キロ強のところが、目に見えての農道

未舗装がございまして、一番長いところでは福祉会館から玉城インターに向

かう排水路左側の１．３キロを主に４キロほど残っておる状態でございます。

なかなか毎年要望もさせていただいておるところが現状でございまして、あ

る程度はわかってはおりますが、検討、見直しをお願いしたいと思います。

この２点について今後また進捗状況によっては、再度質問もさせていただく

かもわかりません。その切にはよろしくお願いをいたします。これをもって

質問を終らせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（小林一則君） 以上で、６番 東谷富雄君の質問は終わりました。 

 

○議長（小林一則君） 次に、８番 中瀬信之君の質問を許します。 

 ８番 中瀬信之君。 

○８番（中瀬信之君） それでは議長の許可をいただきましたので、通告書に 

従いまして一般質問をさせていただきます。今回の質問は、２点させていた

だきます。まず１点目の質問は、いま当町で実施されています各種健康検診

の重要性と受診率の向上対策についてお伺いをいたします。２点目は本日Ｗ

ＨＯの発表によりますと世界的大流行を意味するフェーズ６に引き上げられ

ました新型インフルエンザの対策について伺います。 

 それでは１点目の質問であります身近な地域医療である健康検診の重要性

と受診率向上対策について伺います。自分の体が健康な時には定期的な健康

診断を受けることは、なかなか億劫なものでありますが、病気を患った時や

体調が悪くなった時、病院に駆け込み診察をしていただく、その結果、重症

に至らず早期に完治する病気であったり、結果が思わしくなく長期化する場

合など様々な状況があります。私たちは自分の健康は自分が守るとの考えも

ありますが、なかなか自分では自分の健康はわからないものであります。自

分の健康のことや将来のことに関心をもって日々の生活を送ると、自分の健

康状態はもとより、連れ合いの健康状態や子どもの健康状態、おじいさんお

ばあさんの健康状態すなわち家族全体の健康状態についても、非常に強い関

心がわいてまいります。今後ますます少子高齢化が進むと予測される我が国

にあって、国の医療政策を考えると。国民一人ひとりが健康意識を高め、健

康な体づくりを進めていくことは重要なことであり、未然に病気を発見し早

期治療をすることは、行政として重要なことであります。 
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 長野県佐久市の佐久総合病院で農村医療に尽くされた若月医師は、地域医

療を進める上で予防は治療に勝ると言われております。当町において実施し

ている定期検診を始め、人間ドックや各種ガン検診や妊婦検診、乳幼児の検

診など多くの検診がありますが、予防は治療に勝るとの考えのもと、３点の

質問をいたします。１番目、当町の各検診における検診率の実態を把握した

上で、町民の健康に対する意識の向上と受診率の向上を達成するための基本

的な対策を伺います。２番目、健康検診の重要性と必要性を町民に伝えその

結果、いま以上に健康に対する町民の意識が高まり、その結果検診率が高ま

った場合、現状の玉城病院で満足できる検診や医療ができるでしょうか。ま

た問題点があるとすれば、どのような問題点を想定されているのでしょうか

伺います。３番目、まだまだ数は少ないと思いますが、町内においても健康

意識の高まりなどで朝夕の散歩やウォーキングやランニングをされる方が見

受けられます。将来に向けた健康維持対策として有意義であると言われるウ

ォーキングなどの自分でできる運動がありますが、当町には運動場の整備と

か、ウォーキングを安全に行われる歩行者専用道路の整備などが行き届いて

いるようには思いません。今後の対策として健康促進対策に向けた歩道の整

備や運動場の整備を進める考えがあるのかお伺いをしたい。そのように思い

ます。 

○議長（小林一則君） ８番 中瀬信之君の質問に対し答弁を許します。 

 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） ただいま中瀬議員から健康検診の重要性と受診率、そ 

の向上対策についてのご質問をいただきました。議員の仰せのとおりでござ

いまして、町民の皆さん方の毎日の暮らしは、やはり元気でお過ごしをいた

だく、そしてそのことでまた地域でご活躍をいただくという方を増やしてい

くことが大変重要であるというふうに思っておるわけでございます。ご質問

にもございましたように、最近は特に生活習慣病からくるいろんな疾病が多

くなっておる。特にガンでお困りといいますか病気になる方が非常に多いと

いうこともございますし、いわゆる運動不足。そして食生活からきますとこ

ろの生活習慣病。そしてその中でこれの予防が非常に重要だと、こういうふ

うに思っておる次第でございまして、町としてもそのことに力を入れていか

なければならないわけであります。近く議会では全国でも有数の先進的な長

野県の佐久市のほうへもご視察をいただいて、研修をなされるという予定を

していただいているお話にもありました、大変ありがたいというふうに思っ

ておる次第でございます。 

 特に住民の皆さんの健康に対する意識の向上、そして各種検診の受診率向

上の基本的な対策はどうかと、こういうことでございまして、まずやはりそ
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の中に考えられますのが検診というものが大変重要であるという認識、そし

て国、県もこれに力を入れてきておるということでございます。昭和５８年

に老人保健法が導入以来、中でも特にガンの検診について、国が重点的施策

として実施をしてきておるわけでございまして、ガンが我が国においても昭

和５６年から死因の第１位だと、こういうことになっております。国民の命

健康にとって重大な問題になっておるという現状でございまして、そのより

一層の対策が求められておるわけでございまして、現在年間３０万人以上の

方が亡くなっておると。３人に１人がガンで亡くなる計算になるわけでござ

いますけれども、生涯のうちにガンにかかる可能性が男性２人のうちに１人、

女性では３人に１人がかかると、こういう予測もあるわけでございます。今

後も増加をしていくというふうに推測をするわけでございまして、平成１９

年４月にこのガン対策基本法が制定をされております。 

 そして、特に三重県といたしましても、県ガン戦略対策プランというのが

平成２０年７月に策定をされておるわけでございまして、これからの対策と

いたしましては、町としても県の基本計画に基づきそして国、県、またガン

患者も始め医療従事者あるいは医療保険者、あるいは医療学会、そしてガン

患者皆さんの団体を含めた関係者団体での皆さんが一緒になって、一体にな

ってこの対策に取り組んでいくことが重要でございまして、町としてもこの

ために精一杯努力をしていきたいと考えておる次第でございます。 

 まずは今も重点的に行っておりますところの早期発見、それがやっぱし一

番重要だということでございますので、このことに力を入れてまいりたいと

思っています。具体的には町の広報なりあるいはケーブルテレビなり、ある

いは健康カレンダーなり、そういうふうな形なりあるいはまた町内の各種イ

ベント等でもあらゆる機会を通して受診率向上のための周知を図ってまいり

ます。よろしくお願いいたします。 

 健診率などの詳しい数値につきましては、担当課長のほうからも説明をい

たさせますのでよろしくお願いを申し上げます。 

 次のそうした場合のいろんな対策を講じて、その上での医療体制というの

は問題がないんかどうか、こういうご心配のお尋ねでございます。当然検診

率が増加というふうなことになりますと、現場は大変忙しくなるということ

でございまして、医師あるいはスタッフの確保が大変必要になってくるので

はないかということが予想されるわけでございます。地域のいま全国的には

医師、スタッフが不足しておるというふうな現状でございますので、何とか

不足が生じないように、混乱が生じないように精一杯いまも努力をしておる

ところでございますけれども、なかなか現状ご承知いただいておりますよう

に、いろんな研修医制度を始めとするあるいはいろんな町営の衰退というふ
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うな現実から、なかなか地方に人材が確保しないという現状でございます。

しかし当町はおかげさまでご理解をいただいて、玉城病院あるいはその他の

老人保健施設等々、あるいは開業医の皆さん方のご協力があるわけでござい

ますので、十分この連携をとりながら力いっぱいこの不測の事態には対応し

ていくように努力をしてまいりたいと思っておる次第でございます。 

 それから健康維持増進のための運動設備、あるいは道路の整備の考え方に

ついてのお尋ねでございますけれども、最近特にご自身で自分の健康をやは

り維持していくんだというその高まりが非常にあって、夕方になりますとあ

るいは朝でもそうでございますけれども、健康のために歩いてみえる方が非

常に多い。定期的にグループで玉城町の的山へ登っていただいたり、毎日の

方もあるようでございますけれども、あるいは田丸のお城の遊歩道で健康づ

くりをしていただいたり、いろんな方が増えておるということは本当にあり

がたいことだというふうに思っております。個々の皆さん方の日常生活、生

活スタイルにあわせてこうしたことの取り組みをしていただきたいと思って

ますし、教育委員会の体育指導、スポーツ指導、あまいはまた健康福祉の部

分での健康づくり、いろんなこのセクションが連携をしてこのことに力を入

れていかなければいかんというふうに思っておる次第であります。歩道につ

きましてもいろんな町の中楽朝久田線等、あるいは田丸世古線等、あるいは

三郷の地域からの山神、矢野、野篠への歩道整備というふうなものも順次進

めさせていただいておりますけれども、まだまだ財源等の都合から完成に至

っておらない事情になっておりますけれども、こういうふうなところを整備

を進めることによって更にこの歩道を利用した形での健康づくり、ウォーキ

ングを進めていただくことができるんではないかなと、こんなふうに思って

おる次第でございますので、このことにも力を入れてまいりたいと思ってお

る次第でございます。どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（小林一則君） 生活福祉課長 林裕紀君。 

○生活福祉課長（林 裕紀君） それでは所管いたしますところの部分につい 

て、ご説明をさせてもらいます。まず１番の健診率でございますけれども、

２０年度の健診率、玉城町民の方に５つのガンの検診をさせてもらってます。

まず胃ガン検診でございますが、２０年度で受診率２．１％、肺ガン検診が

１８．３％、大腸ガン検診が６．６％、子宮ガンが１０．２％、乳ガンが１

７．１％、昨年度とは比べまして大腸ガン検診以外は四大検診は全部受診率

は伸びておりますが、大腸ガン検診は昨年２１．８％から６．６％下がって

おりまして、これは２０年度から特定検診を行った関係で、こちらのほうへ

シフトしておるというように考えておる次第で、６．６％下がっておるとい

う格好になっております。 
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 また受診率につきましても２０年度から全国統一の分母と申しますか、対

象者数の把握が今まで全国市町バラバラな計算方法になっていたために、正

確な全国と県との比較ができなかったということもあり、２０年度に示され

たのでこれからは県も全国も統一した分母の数値で、検診率、受診率が把握

できるんではないかと、このように考えています。また質問のございました

特定検診等、人間ドックでございますが、これは玉城町全員の方に把握はし

ておりませんが、国保だけにつきましてご答弁をさせてもらいます。 

 国保につきましては、特定検診。平成２０年度から始まって平成２４年度

に目標６５％を目指して進めてまっておりますが、２０年度は３５．３％と

いうことでございました。うち人間ドックを受けられた方が、国保で３０２

名、１１％の方が人間ドックを受けられたということになります。ガンにつ

きましては、１９年４月にガン対策基本法が制定されて、三重県もガン戦略

対策プランを２０年７月に改定をされ進めてまいるわけですけども、目標は

２３年度末に検診率５０％を目指すということが目標でございまして、かな

り高いハードルでございます。 

 ただその中で全国平均もやはり２０％ぐらいしかガンが伸びない中で、今

回、厚生労働省としては子宮ガンと乳ガンに対して検診の無料を行うという

ことで、子宮ガンについては２０才から４０才まで５才きざみで、乳ガンは

４０才から６０才まで５才きざみで、全員で８５０万人に無料クーポン券を

送るということで、これからその事務のほうへ入っていくところでございま

す。率等につきましては以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（小林一則君） 中瀬信之君。 

○８番（中瀬信之君） いま報告を受けた検診率については、非常に低い状況 

になっておるというふうに思います。目標についても非常に高い目標である

というふうには承知しておりますが、それを達成するためにやはり具体的な

行動というものが、どうしても必要になってくるというふうに思いますが、

そのことを達成することについて、期日までに町長としては達成ができると

いうふうに思っておるのか、お伺いをしたいと思います。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） なかなか目標達成というような、達成できるかどうか 

非常に厳しい部分がありますけれども、これは精一杯努力をさせていただか

なければいかんと思っています。特に玉城町の場合は先ほども答弁を申し上

げましたところもありますけれども、非常に保健福祉会館の活用というふう

なもの非常に盛んでありますので、ありがたいことに中の関係するスタッフ、

そして最近特に応援をしていただくいろんなサポーターの方が非常に増えて

おりますので、そういった皆さん方にも協力をいただきながら、精一杯努力
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をしていきたいと思っておる次第でございます。随時、達成が中間の地点で

どういうところまできておるのかというふうなこともチェックをしながら、

そして更にその時においての今後の対策というふうなものを、もう少し細か

く対策等を詰めながら進めてさせていただきたいと思いますので、何とぞよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（小林一則君） 中瀬信之君。 

○８番（中瀬信之君） 達成については達成したいということを言われており 

ますが、先ほど町長言われましたように達成するためには病院の問題、医師

の問題であったり看護師の問題であったり、そういうところがきっちりと整

理をされやんと、目標達成というのはできないというふうに判断をされてお

るというふうに思います。 

 しかし現状、受診率が３５％と低いなかで、それを６５％にもっていくと

いう時にその予算的な配分ということも考えないと、この目標は達成するこ

とができないというふうに思いますが、他の予算を例えば削ってでもこうい

う検診医療について町長として予算を投入して、この目標達成のためにして

いくんだというお考えはあるのか、お伺いをいたします。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 政策の柱として安全安心の暮らしというふうなこと 

も、まず第一番に掲げさせていただいておりますから、いろんなインフラ等

の整備もしてかなきゃなりませんけども、これも予算の中での選択と集中と

いう考え方の中で、あれもこれもというわけにいきませんけれども、極力こ

の健康増進の部分については力を入れてまいりたい。予算的には配分に配慮

したいというふうに思っておる次第でございます。 

 それからもう一つはこの今も三重県、あるいは県議会、あるいは問題にな

っております医師の確保のことも今回この医師不足のご質問もあったわけで

ございますので、少し補足をさせていただきますと、三重県が全国初で県と

市町で医学生の地域枠を何とか定数を増やして、そして将来の地域医療の心

配のないような形の地域で働いていただく。医師の確保ために努力をしてい

こうという取り組みが、先般方向づけを私たちも含めてしてきたわけでござ

いますけども、その中で特にへき地あるいは特定の医師不足の地域というふ

うなことを、まずは重点的にその地域からの年齢用件、あるいは住所用件等

を加味した形で配慮したいというふうな考え方があって、当初この玉城の地

域は入っておらなかったわけでありますけども、そういうことでは困ると。

こういうふうなことで広く定数枠の住所用件の中に、玉城町も組み入れても

らえるように努力を、あるいは要望をしてきたおるところでございます。一

部その考え方を示してきていただいておるというふうに思っておる次第でご
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ざいまして、将来にむけて非常に厳しい時代でありますけれども、人材確保、

医師の確保にむけて努力をしておるという状況でございますので、よろしく

お願いを申し上げます。 

○議長（小林一則君） 中瀬信之君。 

○８番（中瀬信之君） 予算にとっては積極的に取り入れをしたいというふう 

に言われておりますが、通常一般的な会社によりますと一次検診、一般って

いうんですか、そういうのは受けて当たり前である。ましてやそこで二次検

診に引っ掛かるというんですか、そういう場合についても追跡調査をして、

その病的なことを完全に直していくのが会社としての取り組みやというふう

に言われておりますが、いまの町の段階ですと、まずは一次検診をするとい

うことだけで、それが達成したらその段階で、まあよしやというようなこと

にならんように、例えばその結果、二次検診を受けなければならん患者につ

きましては、どういう取り組みをしていくんだ。そうなってくるとスタッフ

というものが、いま想定されておる以上に必要になってくるのではないかな

というふうに思いますが、この検診率６５％を目指すということであります

ので、その目指す年数にあわせた例えばスタッフの増員計画であるとか、そ

ういうものを計画されておるのかお伺いをしたいと思います。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 議会で長野県佐久市のほうへご視察をいただくという 

ことでございますけれども、長野県佐久市の先進事例、あるいはいま考えて

おりますのが、もうこのこともそうですけれども、なかなか行政のいまの財

政あるいは人材という、この非常に厳しい中では増やすということが難しい

わけでございますけれども、現実があるわけでございますけれども、これは

いま考えておりますのが長野県佐久市あたりは、それぞれの地域の相談員さ

んというか、健康相談員さんとか、そういうふうな地域の皆さん方の力をお

借りして、そしてこの追跡調査をしておる。そして、またその相談員さん自

身がやっぱし自分が相談員になったんやで、自分の健康も考えやないかんわ

と、こういうふうな形でいい効果が生まれておるということのようでござい

ます。 

 よくあそこから起こったいろんなことが話題になったりするわけでござい

ますけれども、私はそういう地域の皆さん方の協力によって一次検診を受け

て、あるいはその後の追跡をどんなふうになっておるのかというふうなこと

のずっときめ細かい追跡ができるような、そういう仕組みを考えてみること

が大事ではないかなと、こんなふうに思っておる次第でございますので、ま

た今度、私も一緒に視察をさせていただきたいなと思っておりますので、是

非そうした先進事例で玉城版で取り組むこと。やはり実戦をしていくそんな
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仕組みをつくりたいなと、こんなふうに思っておる次第でございます。 

○議長（小林一則君） 中瀬信之君。 

○８番（中瀬信之君） いま町長のほうから仕組みづくりをつくりたいという 

ことでありますが、それはいつか将来的なことがわからんということでは、

自分の思いだけではいかんというふうに思います。この数字は近い将来に向

けて決めた数字というものがあるわけですから、いま言われたような住民を

巻き込んだ、そういう施策についても期日をきっちりと決めていただかんと

あかんというふうに思いますので、決められるのであれば早急に決めて、数

字を基につくっていただきたいというふうに思います。 

 それから予算的な配分のことで、もう一度確認をしたいんですが、健康意

識を高めていく、将来的には医療費の削減ということもあるかわかりません

が、取り組みのなかで優先順位をもし付けるとあれば、優先順位の位置とい

うのですかそれはどの辺に位置するのか、どの位置に位置するのかお伺いを

したい。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） これはもう当然最優先というふうな位置づけをしてい 

かないかんなと、こんなふうに思っていますし、先ほどの前段のもう一つの

前のご質問でも、いつかわからんというふうなことでは、これはいけません

し、既にモデル的にもう実施をしておる部分もございます、モデル的に。そ

して先般もずっと追跡をして７名の皆さんでございましたが、かなりの効果

をあげていただいておるというふうなこともありまして、これは本当に早い

機会にそういう協力体制をつくってまいりたいと思ってます。そうした先進

の場所でもいろんなアドバイスを聞かせていただきたいなとこんなふうに思

って、実行に移していかなきゃあかんと、まさに仰せのとおりでございます。 

○議長（小林一則君） 中瀬信之君。 

○８番（中瀬信之君） この健診につきましては、町民に健康意識の向上を図 

ることであったり、医療を受け持つ人のスタッフの問題であったり、町の中

の環境の道路整備であったり、運動場の整備であったり、総合的なことが一

つになって、その時にやっと町全体の検診率が向上し、その結果、将来に向

けた大きな病気を未然に防ぐことができる体制をとれるというふうに思いま

す。そういうことですので、いま言われた早期に解決をしていかなければな

らんことを、早急に始めていただきたいというふうに思います。この検診に

つきましては以上で質問を終わらせていただきます。 

 続きまして、新型インフルエンザ対策についてお伺いをいたします。これ

は本日未明、ＷＨＯ世界保健機関が新型インフルエンザの警戒度を、現行の

フェーズ５から世界的大流行パンデミックを意味するフェーズ６に引き上げ
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ると発表をいたしました。この引き上げは世界で約１００万人が死亡した、

１９６８年の香港かぜ以来６１年ぶりのことであると報道をされております。

今回の新型インフルエンザの発生は日本中の誰もが大きな関心を持って、ま

た大きな恐怖をもって毎日見守っていたと思いますが、最近の国内情勢を見

ると感染範囲は拡大しているものの報道などで大きな取り扱いが少なくなり

つつあり、国民の新型インフルエンザに対する意識は少し薄れてきているよ

うに思います。思いますが、本日の報道によると現在の日本での発生は２２

都府県で、感染者数は５４８人にのぼっております。全世界の７４カ国で発

生し、患者数が２万８千人を超えたと言われております。 

 国民一人ひとりが危機感をもって、この事態を冷静に見守らなければなら

ないと思っております。今回のは発生状況を簡単に説明いたしますと、今年

の４月２８日にＷＨＯはメキシコで発生した豚インフルエンザの警戒レベル

をフェーズ５に引き上げたことを受けて、厚生労働省は同２８日に新型イン

フルエンザが発生したと宣言をいたしました。当町においても同２８日に健

康管理センター相談窓口が設置をされました。またＷＨＯは全世界に拡大を

続けている新型インフルエンザの警戒水準をフェーズ５からフェーズ６に引

き上げました。 

 我が国においては５月１６日に初感染が確認をされ、関西地区を中心に各

地に感染患者が増加をしています。今回の新型インフルエンザＨ１Ｎ１ウイ

ルスは鳥インフルエンザＨ５Ｎ１のような強毒性のウイルスではなく、感染

力は強いものの弱毒性であり重症度からみると世界的に中程度であると発表

されております。しかし東北大学大学院教授であります、またＷＨＯの地域

アドバイザーである押谷氏の新型インフルエンザに関する緊急報告というも

のが５月２０日に行われ、その内容がインターネットに掲載されております

が、中身を少し紹介しますと、今回のウイルスは高齢者の重症患者はほとん

ど報告をされていない。これはもしかすると過去に流行していた別のウイル

スとの交叉免疫を持っているかもしれないと言われております。現時点で重

症化しているのは主に子どもと２０歳代から５０歳代の成人です。１０代の

患者は多く感染をしていますが、重症化事例は少ないと言われております。

その中でも重症化する患者はいるわけで、重症化する患者の多くは成人で基

礎疾患をもっている人、糖尿病とか心疾患、また喘息などの基礎疾患を持つ

若い人と、それ以外に重症化する可能性があるのは妊婦、特に妊娠後期の人

であると言われております。当町にもこのような基礎疾患を持った方や妊婦

の方がたくさんみえます。 

 いまの段階では当町には発生者はまだ確認されていませんが、本日警戒度

を世界的大流行を意味するフェーズ６に引き上げたことを考えると、状況次
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第では発生を免れることはできない状況にあります。そこで３つの質問をい

たします。１番目、国の新型インフルエンザ発生の宣言に基づき、当町では

総合相談室を設置し、住民広報などを通じて周知を図ったが当町で実際に今

回のインフルエンザ患者が発生した場合、準備は万全であるかお伺いをいた

します。２番目、今回の新型インフルエンザの発生で国民は大きな不安と心

配をしたと思います。今回の新型インフルエンザは弱毒性のＨ１Ｎ１型であ

るが、今後心配が予想されておる強毒性の鳥インフルエンザＨ５Ｎ１型の発

生にむけ当町の対策は、国及び県の対策とは別に町独自の対策も検討されて

いるのでしょうか。全国各地の自治体においては独自の対策と準備を進めて

いるところが多くありますが当町の考えを伺います。３点目、これは昨年の

９月の定例会で新型インフルエンザについて質問させていただきましたが、

その答弁に対する準備がどのように推移をされておるか、お伺いをしたいと

いうふうに思います。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 新型インフルエンザ対策についてのご質問をいただい 

ておるわけであります。大変心配な事態が４月末に発生をいたしました。こ

のことにつきましては、いかに的確な情報を、しかも素早く末端まで届ける

かと、こういうふうなことが大変重要だなと私は認識をしておるわけでござ

いまして、三重県の市町でも一番早く対策本部を設置をさせていただいたわ

けでありまして、そして健康管理センターに相談窓口を開設、あるいはまた

玉城病院スタッフでのいろんな対策会議等も、あるいは学校関係での周知徹

底というふうなものも図りながら検討しながら、具体的には末端まで。過剰

反応というふうなことではなくって、それぞれが個人で対応できることはや

っぱししていただく、そしてまた万が一そういうふうなことの発熱等があれ

ば、どういうふうな連絡が必要なのかということを周知をする必要があると

いうことで、防災無線で流させていただいた次第でございました。いま議員

からもお話がございましたように、ＷＨＯがフェーズ６という形で感染拡大

の恐れがあるというふうなことで、最高度の引き上げフェーズ６に勧告をし

たと、こういうことでございました。 

 そしてこれからの冬の季節を迎えるというふうなことで、急速に広がって

いくという恐れをしておるわけでございますけれども、やはりこのそれぞれ

の地域でこのことの恐れから観光客がもう来なくなったとかというふうなこ

ととか、いろんな混乱もあるということでありますけれども、過剰な反応は

避けて、はやりいかに適切な情報を提供していくかと、こういうことが非常

に重要だというふうに認識をしておる次第でございます。弱毒性というふう

なことで、５月中旬には国の方針が緩和されたというふうなことに伴いまし
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て、県も当面の運用方針というのを発表しました。これを受けて５月２７日

には第３回の玉城町としての新型インフルエンザ対策会議を開催をいたしま

して、そして６月１日に三重県内に新型インフルエンザが発生した時の玉城

町の施設、あるいは教育機関等の運営方針というのをまとめた次第でありま

して、これによりまして安心安全な町として、各課が連携をいたしまして、

災害時と同様に発生した場合には対応していくと、こういうことになってお

る次第でございます。 

 発生に備えての町独自の対策の必要性と、こういうことのご質問でござい

ますけれども、今回の新型インフルエンザの発生では、感染者が見つかった

地域では国から、あるいは都道府県を通じて様々な要請が通達をされる。そ

して規制が引かれたわけでございます。今後は国と三重県新型インフルエン

ザ対策行動計画に準じまして、玉城町としてもその対策を講じていきたいと

考えておる次第です。この対策につきましては、国をあげて推進をしていく

ということになっておりますけれども、対策の実行性を確保し新型インフル

エンザの被害を最小限にくい止めるためには、何といいましても個人、家庭

及び地域での理解が非常に不可欠だというふうに思っておる次第でございま

す。 

 そういった中でいろんな啓発が必要でありますから、新型インフルエンザ

についての基礎的な知識なり、住民の皆さん方に情報提供をしていく、ある

いは啓発をしていくというふうなこと、あるいは特に支援が必要な高齢者世

帯なり、あるいは障害者世帯への具体的な支援体制等も進めていかなければ

いかんというふうに考えておる次第でございます。更にもう１点のご質問で

昨年９月にご質問を賜りました、その後の取り組みはどうかとこういうこと

でございます。それぞれ町のホームページにそうした即インフルエンザ情報

を開設をさせていただいておりますし、また町のイベント、げんきです「玉

城まつり」あるいはまた社会福祉大会、あるいは広報たまき等への掲載等、

そうしたイベントあるいは広報での周知というふうなことをさせていただい

ておる。あるいはまたケーブルテレビでも放送させていただいておるという

状況でございます。 

 更に直接施設、病院あるいは保育所等でそうした濃厚接触を行うことがあ

るという恐れのある職員に対しましては、対応マスクの購入をさせていただ

いた、こういう体制をとらさせていただいたところでございますので、よろ

しくお願いを申し上げます。 

○議長（小林一則君） 中瀬信之君。 

○８番（中瀬信之君） ３番目のところからいきますと、前回の質問に対する 

答弁として町長としては進めておるよということ、いま答弁であったかとい
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うふうに思いますが、少し前回の内容を説明しますと、町としての対応をど

のように進めるかということの中身には、行動マニュアルの作成をしますと、

町独自のをするということに私は認識をしておったんですが、それについて

はまだできておらん。それから町のホームページ等の中へ載せていくという

ことで、私しょっちゅう見ておりますが、中にも載っておりますが、それは

県全体の情報であったり、国全体の情報であるというのが殆どではないかな

というふうに思っております。 

 それから、マスクなどの備品関係の準備について、どういうふうに考えて

おるんですかという質問に対しては、町長おっしゃるとおり備えあれば憂い

なし、備蓄できるものは備蓄するというふうに言われておりますが、今回の

発生になった時点でその辺の準備はできておったのか、お伺いをいたします。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） ９月の時点での答弁をさせていただきましたことにつ 

いて、特にいまの時点では新型インフルエンザ対策の行動計画は策定はでき

ておりませんけれども、今後、伊勢、鳥羽、志摩を始めとするいま南勢地域

全体でどうしていくのかという協議に入っております。７月中には素案をつ

くりたいと考えておる次第でございます。９月上旬に策定をする予定でござ

います。そしていろんなそのマスク等の準備につきましては、当然それぞれ

のところでは確保しておる部分もございましたけれども、徹底をしておらな

かったところもございまして、今回早急に１千枚のマスクの購入をした次第

でございました。そういう状況でございます。 

○議長（小林一則君） 中瀬信之君。 

○８番（中瀬信之君） 備品についても準備を進めておるというふうにお伺い 

をしました。例えば今回、いまの段階で発生した場合、役場の職員がその発

生場合の対応処理として、実際この役場の中が運営をされていくのか、その

辺の判断をどういうふうにされておるのか、お伺いをしたいと思います。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 発生した場合に業務に支障がないかどうかというふう 

なことでございます。これはそれぞれ既に全国各地で発生しておるところは、

それぞれでの役所としての体制、あるいは医療機関等の施設としての対応と

いうふうなものがございますから、これは休みというわけにはまいりません。

当然対応する濃厚接触をする職員についても、十分な対策を講じながら万全

な体制で業務に支障がないように、それは注意をはらっていきたいとこんな

ふうに思ってます。 

○議長（小林一則君） 中瀬信之君。 

○８番（中瀬信之君） 体制はもちろん万全を尽くすのが当たり前だというふ 
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うに思います。南勢地区についてはこの９月までに行動計画をまとめると言

われておりますが、本来であれば町独自のきめ細かな行動計画というのをま

とめていくことも重要なことではないかと思っております。例えば保育園で、

これは全国各地で問題になっておりましたが、閉園になる。その保護者はど

ういうふうな対応したらいいんや。仕事にもいかなきゃならんというような

時、実際問題としてそういうことが多く発生すると思い早急に町独自の対策

ということも進めていかなければならんのではないかなというふうに思って

おります。 

 ５月１９日の大紀町においては、保育園、小中学校の職員を含むにですね、

マスクを配布したと１８００枚というふうになっておりますが、玉城につい

てはそれ以上の人数がおるというふうに思いますが、そういうふうな備蓄に

ついてもこれ進めていかないと間に合わない状況になるのではないかと。先

般もインフルエンザが発生したということと同時に、各スーパーであるとか

薬局においてはマスクが全てなくなったというような状況にあります。本来

そういう状況の中で、例えば役場内に患者が発生し実際に日々の業務を行お

うとした時にも、その職員すらそういう配布備品ができないというような状

況に陥っているというふうに思います。そういう状況を早く改善していこう

という気持ちが、町長は強くお持ちなのか、その辺をお伺いしたいというふ

うに思います。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 必要な当然スタッフとして接触をする部分についての 

ものは、最低限確保するということと、もう一つはやはり当然そういう職場

で働くということのなかでは、職員自身がやっぱし自覚をして必要なものは

ある程度は自分で確保していくというぐらいの気持ちが私は大事かなと、こ

んなふうに思っておる次第でございます。必要な部分はやはりできるだけ確

保はしますけれども、そういうふうな意識もやっぱり持って欲しいなという

ふうに思ってます。 

○議長（小林一則君） 中瀬信之君。 

○８番（中瀬信之君） いま町長言われましたが、個人としての気持ちとして 

そういうことを持つのは、勿論かもわかりませんが、行政としては個人の気

持ち云々よりも、行政の立場としてどういうふうな対処をしていくだという

ことが非常に重要であると思いますが、実際いまこれマスクにこだわります

が、担当しておる部署あると思いますが、町の情報としてどういう状況で、

今なっておるのかお伺いをしたいと思います。 

○議長（小林一則君） 生活福祉課長 林裕紀君。 

○生活福祉課長（林 裕紀君） 当面発生するまでの間は生活福祉課、健康管 
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理センターのほうで相談窓口等を設置しておる関係上、もちろん対策会議を

開いておりますけれども、うちのほうの担当課のほうの予算枠でマスクを千

枚購入させてもらったということで、これにつきましては当然いま議員さん

おっしゃられたように、初期段階の場合はやはり自宅待機、それから保育所

の閉園、こういうことにつきまして学校、保育所、放課後児童クラブ、児童

館、そういうところの臨時休業、それから町主催のイベント、もちろん民間

主催のイベントも含みますけども、そこら辺の休止とか休業とか、一部停止

とかそんなことをいろいろマニュアルとして検討するような要綱は作って、

そういうような検討する材料としては持っております。 

 これにつきまして一旦、玉城町内はもとより近隣の地域で発生した場合に、

どのような処置をとるかについては、今のインフルエンザにつきましては、

弱毒性ということで一番強いのが、やっぱり小さい子どもらとか、また小学

校、中学校の子どもらの感染力の強さということが元点になっていますので、

そこら辺を中心的に行動をとっていきたいということで、いま６月１日にそ

ういうふうなことで決定をしておるところでございます。後、マスクは買い

ましたけれども、一応食料品の備蓄についてもいまご質問あったんですけど

も、当面蔓延した場合の話になりますけれども、蔓延した場合は当然住民自

らが食料品とか、そういうようなものを日用品を買い求めることが不可能な

ことが想定されますので、その時のためにはやはり玉城町地域防災計画にも

ありますような風水害と震災の編しかございませんが、そちらのほうによる

食糧の供給計画とか、また食糧生活必需品の保管計画に基づき安定を図って

いきたいと。 

 ただ職員が１個１個、震災のように体育館とか、そういうところに集団的

にお集まり願って退避をしてもらうことになりませんから、当然一人ひとり

の家にお配りするというわけにいきませんが、また二次感染、三次感染が起

こる可能性がございます。その場合にはやはりそういうところに皆さんが集

まっていただくところに、拠点にそういう食糧品を集めてそこに取りに来て

いただける方に取りに来ていただくという格好で進めていく方法しかないの

かなというふうに、今は考えております。 

 後、前段で申し上げた支援をしてかないかん方々についての把握は、地域

包括支援センターを通じてもう一度、今までやっておりますけれども、見守

りということでやっておりますが、更にもう一度調査を進めて社協ともタイ

アップして調査を進めて、取りに来てもらえないという方については、やは

り職員等が自ら配らないかんという事態も起こるかと思いますので、それに

対してまた個人の防護関係の備蓄も引き続き検討していってもらおうという

ことで、防災対策会議のほうでは考えております。 
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 それからやはり町の施設ですけれども、個人についてもこれからは家庭で

やはり備蓄できる食糧品とか、日用品、医薬品をどのようなものが必要かと

いうことについては、広報等で今後具体的にどういうようなものを備蓄して

いただいたらいいのかというのを示していきたいと、このように考えており

ます。以上です。 

○議長（小林一則君） 中瀬信之君。 

○８番（中瀬信之君） 今の答弁にありますように重症化する患者さん、糖尿 

病とか、心疾患、喘息、特に妊婦の方、どういう方がみえるかということを

ある程度把握しておるというふうに思いますので、今回のインフルエンザに

ついては、そういう方については特に注意をせないかんというふうなことを

言われておりますので、そういう方に向けた発信をお願いしたいということ

と、これ全て危機管理の基だというふうに思っております。町全体が危機管

理をどのように進めていくか、これは国、県の指針に基づいたらいいという

ふうに考える行政の長もいるかもわかりませんが、本来的にはこの地域が例

え独自であっても、危機管理を万全に進めるということが、非常に重要であ

るというふうに思います。 

 それから予算についても、先ほどのいろんな施設の道路の問題とか、そう

いうのじゃなくて、予算的にもこれ最優先のことに値するのではないかなと

いうふうに思っておりますので、必要なことがあれば早急にでも手立てをし

ていくという姿勢が、非常に大事であるというふうに思っております。いざ

となった時にみんなが心配して、どうしようどうしようというふうにならな

いように、万全の対策はどんなけとってもいいというふうに思っております

ので、今後言われましたような対策を中心に万全で臨んでいただきたいとい

うふうに思っております。以上です。 

○議長（小林一則君） 以上で、８番 中瀬信之君の質問が終わりました。 

 

○議長（小林一則君） 10分間の休憩をいたします。 

                       （午前 10時 13分） 

 

○議長（小林一則君） 再開いたします。 

                       （午前 10時 23分） 

 

○議長（小林一則君） 休憩前に引き続き一般質問を続けます。 

 次に、１１番 野口繁君の質問を許します。 

 １１番 野口繁君。 

○１１番（野口 繁君） それではただ今から町政一般質問を行います。質問 



 

20 

 

事項といたしまして、第１番に旧新田町の区画整理地内の道路整備について

と。２番目に外城田川河川の管理について。３番目に地域活性化経済危機対

策臨時交付金についての３項目につきまして質問をさせていただきます。ま

ず第１点目のこの新田町の区画整理でございますけれども、旧竹岸畜産会社

の工場建設予定地に関する関係地主の対応はその後どのようになっておるか

というようなことで、実はこれ町長せんだっての３月議会で、風口議員のほ

うから議会の推進ということで、ちょっとこれこういう報告書をつくれとい

うことでしたんですけども、これまったく町長が答弁されたことをここに書

かさせてもろております。その中でこの畜産に関する地主の対応につきまし

ては、町長は直接関係の地権者と話し合いをもっているが、単価設定の段階

で難しい部分があり地権者の理解を得にくい状態で、道路整備計画にあわせ

て更に交渉を進めていきたいと考えておりますし、回答があったわけでござ

いますけれども、その後、その畜産の建設予定地の地主さんにどのように対

応されておるのかを、続きでございますけれどもご質問いたします。 

○議長（小林一則君） １１番 野口繁君の質問に対し答弁を許します。 

 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 野口議員から旧新田町区画整理地内の道路整備につい 

てというふうなことの中で、まずは旧竹岸畜産の工場建設予定地に関する関

係地主の対応、いわゆる従来からご質問いただいておりますところの繰り返

しの質問でございます。なんか近くそうした内容が議会でいま野口議員から

説明のお手持ちの資料ではなされるのではないかということを、今お聞きを

したわけでございますけれども、この件につきましてはもう改めて申し上げ

るまでもございませんけれども、ずっとやがて５０年近くになるわけであり

ます。昭和３６年からのずっと計画があって、その当時としては玉城町の第

１番の農村地域に企業を導入しようというふうな動きがあって、畜産、養豚

を中心にいたしまして地域の活性化をしていこうという取り組みが、押野池

周辺で計画をなされて、そしてそれのいわゆるいろんな過去、あるいは従業

員の皆さん方の住宅等々の計画が持ち上がってしておったんですけども、先

方のいろんな事情によって、それが計画を中止されたということはもうご承

知のとおりでございます。 

 そんな中で旧地主の方とのいろんな土地の取り扱いについて、どうしてい

くのかというふうなことで、昭和４９年にも覚書が取り交わされてというふ

うな事の経緯があるわけで、この事は十分ご承知のとおりでございます。そ

して、今もそのままになっておるわけでありますけれども、前回から申し上

げておりますように、この事はやはり何らかの機会に解決をしていかなけれ

ばいかんというふうに私も思っておって、そのようにお答えをさせていただ
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いておるわけでございますけれども、非常に協議は重ねておりますけれども、

なかなか話が進まないという内容になってございます。単価等の設定で価格

設定で非常に旧地権者の方の理解が得にくいというふうな現状になってござ

いますけれども、次のご質問でもいただいただいておりますように、農道整

備が今回、去る５月の末でございましたけれども、区長始め関係の皆さんが

お越しをいただきまして、区としてあるいは地権者の方々の大方のご了承な

り理解が得られたので、是非あの区画整理が中止になった地域のなかに、区

として農道整備あるいは町道整備の要望をお願いをしたいという申し入れを

いただいたわけでございまして、この整備の中で今回、今までのこの地権者

の皆さん方の問題につきまして解決をしていかなければならんなというふう

に思っておる次第でございまして、現時点では非常に長年になっております

けれども、皆さん方にもこの時点でご協力を是非ともいただきたいというふ

うにいま考えておる次第でございます。そういう事情でございますので、よ

ろしくお願いを申し上げます。 

○議長（小林一則君） １１番 野口繁君。 

○１１番（野口 繁君） この竹岸の問題につきましては、もう長年でござい 

まして、これ単価は当然、当時ではあそこは１反８万とか１４万円の金額で

したんですけども、町もある程度折れて解決せんと難しい問題ですので、

後々に響くことでございますので、早急に対応してもらいたい、それしか言

いようがございません。そこで町長が２番目の項につきましての新田町の関

係者から何か要望書が出されたというようなことでございますが、一回要望

書の内容につきましてちょっとどういう要望があったのかをお聞かせ願いた

いと思います。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 要望書という書類ではなかったんですけれども、いわ 

ゆる区長始め役員の皆さん方がお越しいただいて、具体的なあのエリアの中

にどういう形での道路計画をして欲しいという、その図面の提示をいただい

たということでございまして、５月２６日でございましたけれども、私のほ

うへお越しをいただいたんです。図面の説明を受けたということでございま

す。 

 しかしその事業を進めていく上では、当然たくさんの地権者の方がおあり

でございますから、やはりいろんな事前の調査が重要だと、こういうふうな

ことも申し上げてきておりまして、そしてその調査にはやはり費用もかかる

わけでございますから、そしてやはり更に地元のそれぞれの道路計画の部分

だけではなくて、その隣地の方々のいわゆる地籍測量から土地の確定という

ふうなことについてのご理解をいただかないと、事業が進まないというふう
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なことで改めて皆さん方に協力をお願いしたと、そういうのが先般の打ち合

わせの内容でございまして、これから是非いままで長年の妙法寺、佐田土地

区画整理事業の懸案でありました町の問題が白紙になって、そしてそれなら

ば次の段階としてやはりあの地域の土地の有効活用のために、何とかして欲

しいという強い希望、これは大変町にとっても結構なことだなと、こんなふ

うに認識をしておりますので、折角こうして地域の皆さん方がこの事業につ

いて、まとまった形で協力要請があったわけでございますので、町といたし

ましても今後このことに力を入れてまいりたいと、こんなふうに考えておる

次第でごございます。今の状況はそういうことでございます。 

○議長（小林一則君） １１番 野口繁君。 

○１１番（野口 繁君）すると、これ新田町の区画の全地域の道路図面ですん 

かな、ただ１線だけでの道路図面なのか、それだけ決めたって城東団地のあ

たりの道路とか、いろいろ幹線道路があると思うんですけども、どういう姿

で提示されたのかちょっとお願いします。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 区画で示されておった部分の全部ということではござ 

いませんで、言葉で申し上げますと、いわゆる参宮線に沿って銚子口へ行く

部分、あるいはまた銚子口から玉城建設さんの方へ来る畑の真ん中の部分と

か、あるいはそれから中川運輸業さんのあたりの所からいわゆる妙法寺の向

山へいく部分とか、あるいはすみれ団地の旧城東中学校の地域から旧西忠さ

んのところへ抜ける道路とか、そういう主要なところの計画の図面を提示を

いただいたと、こういうことでございます。 

○議長（小林一則君） １１番 野口繁君。 

○１１番（野口 繁君） それに対して町はどれぐらいの経費が必要なのか、 

道路ですね、ただ筋だけ付けて６メートルなら６メートルにするのか、ある

程度の今後の見通しとして、道路の高さ等も決めて排水等も決めてやってい

くのか、事業費としてどれぐらいかかるのかちょっとお聞かせ願いたいと思

います。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 事業費としてどれぐらいかかるというのは全く算定し 

ておりませんけれども、その前のいわゆる地籍測量、国土調査、これを進め

たいということで、先般も県の政策部の職員に来ていただいて、具体的な事

務作業の打ち合わせをしたところでございました。国調だけでも３億ぐらい

かかるんと違うかと、こういうふうなことであります。その調査だけでも。

しかしこれは国、県、あるいは交付税措置というふうなものがあるわけでご

ざいますので、そのなかで町としての負担はありますけれども、こういうふ
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うないわゆる事前作業を進めないことには事業に着手できないということは、

ご承知のとおりであります。まずはそれから入っていきたいと、こんなふう

に思ってます。 

 国土調査の内容につきましては、議員もご承知だと思いますけれども、や

はり土地の有効活用をしていく上で、やはり地権者の皆さん方の権利関係を

きちっと整理をしていかなけりゃなかなか何事も進まないし、後々トラブル

が発生をしていくということになりますから、県下のなかでも少し玉城町は

その整備が他の町もありますけれども、ちょっと遅なっておる部分がござい

まして、まずは今回こうした要望が出されましたので、この新田町の地域か

らこの調査を始めさせていただいたらどうかなと、こんなふうに思っておる

次第でございます。 

○議長（小林一則君） １１番 野口繁君。 

○１１番（野口 繁君） 町長のほうから国調と言われたんですけども、国調 

だけで３億ぐらい。 

 そうするとだいたい３年ぐらい申請してかかるんと違う、どうですやろか。

申し込みしてからどんな時期になりますのやこれ。 

○議長（小林一則君） 建設産業課長 前田浩三君。 

○建設産業課長（前田浩三君） この件に関しましては、先日県政策部が来庁 

いただき打ち合わせをさせていただきました。ただ私どもの要望といたしま

しては来年度、新規でお願いをしたいという要望をいたしております。ただ

し現在、もう概算要望の時期に入っておりますので、来年度ということに確

定をしておるものではございませんし、できるだけの協力を得たいというこ

とでお願いでございます。 

 それとこれにつきましては国土地理院の関係もございます。国土地理院、

私どもの予定の来年度新規というなかで、三角点の骨格の新設もあわせてお

願いをさせていただいております。これにつきましてもまだ確定をいたして

おりません。できるだけ早い時期に着手ができるようにということで、それ

ぞれに要望なり協議を進めさせていただいておるという状況でございます。

以上です。 

○議長（小林一則君） １１番 野口繁君。 

○１１番（野口 繁君） 国調の場合どうですか、地元負担、町負担が１０％ 

ぐらいですむんですかどうです。 

○議長（小林一則君） 建設産業課長 前田浩三君。 

○建設産業課長（前田浩三君） この国土法に基づきます地籍調査につきまし 

ては補助金、補助率でございますけれども、国が５０％、県が２５％、地元

負担ということで町が２５％でございますけれども、この２５％のうち８
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０％が特別交付税で交付されるといったことでございます。実質の負担は

５％ということでお聞きをいたしております。以上です。 

○議長（小林一則君） １１番 野口繁君。 

○１１番（野口 繁君） これなかなか日にちもかかることやし、財政上の問 

題もあることでございますので、慎重にお願いしたいと思いますので、この

点もこの辺で終わらせてもらいます。 

 次に２番目の外城田川の河川の管理について、私、町長これ驚いたんです

よ。ちょっとこれ写真を見てください、町長。これうちの孫が学校へ行って

おって大学で「故郷の河川の状況を調べて来い」というレポートの中で、こ

こで一番下に汁谷川が１級河川になっておる、これ。ここの小俣の宮古橋、

のとこからこれずっと三重県の１級河川、それでここで今回この外城田川の

河川敷についての管理の質問をさせてもらうわけでございますけれども、そ

の質問の要旨の中で、河川敷の未登記の部分がある。ずっと何回も前からど

うなっておるやと聞こうと、促進せないかんということで質問させてもろと

るわけですけれども、現在未登記の部分は何箇所あるのか、町で把握できて

おるのか、お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 外城田川はいわゆる昭和４０年代に外城田川排水土地 

改良事業でずっと整備がなされてきたということでございます。未登記の部

分がどれだけなのかという、未登記はいま完了というか、登記されておらな

いという現状でございますけれども、ご承知のように大野橋からずっと上流

は準用河川とこういうことでございまして、それをそのいわゆる２級河川に

県管理に昇格をしてくれと、こういうふうな動きがずっと過去からあるわけ

でございます。そんなんでそれぞれ関係いたしますのが、現在、伊勢市ある

いは玉城町そして多気町、こういう３つが協議会をつくって、そして関係市

町で登記処理を進めておると、こういうのがいまの現状でございます。 

 なかなか過去の整理というふうなことでございますので、非常に時間がか

かっておるということでございますけれども、伊勢の県の農林部分で過去の

経過なりあるいは一部負担の内容についても連絡を入れておると、こんな状

況でございます。 

○議長（小林一則君） １１番 野口繁君。 

○１１番（野口 繁君） 市町で登記をするのですか。玉城町の部分も大根切

り方式でしたと思うんですけども、玉城町の部分は玉城町で登記をされるのか、

その点どうですか。 

○議長（小林一則君） 建設産業課長 前田浩三君。 

○建設産業課長（前田浩三君） この未登記物件に関しましては県の伊勢農林 
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水産事務所で、そちらのほうで未登記予算はもっていただいております。ま

たその処理につきましては、現在私ども先ほど町長が申し上げましたように、

伊勢市、多気町、玉城町という３町で２級河川の昇格事務連絡協議会という

のを構成いたしております。そちらのほうが直接の窓口として対応にあたっ

ておるといったものでございます。 

 それと未登記の数ですけども、ちょっと記憶の部分でございますので、筆

数が間違っておるかもわかりませんけれども、玉城町内においては１１筆、

伊勢市内においては３筆といったことで、現在のところ把握をさせていただ

いております。以上です。 

○議長（小林一則君） １１番 野口繁君。 

○１１番（野口 繁君） ちょっともう一回お願いしたいんですけども、玉城 

町は１１箇所ですか。 

 ただの１筆ですか。 

 １１筆、そうですか。これでですね、この改良区がすでに解散されておる

と思うんで、その関係書類はどこで保存されておるのか。 

○議長（小林一則君） 建設産業課長 前田浩三君。 

○建設産業課長（前田浩三君） 伊勢農林水産事務所のほうで未登記物件とい 

うことで整理をされております。 

○議長（小林一則君） １１番 野口繁君。 

○１１番（野口 繁君） これは県営ですね、だいたい補助金が４５％ですか 

、もろてやったつもりと思うんですけれども、これ玉城町が理事長になって

町長が、それで推進してきたもんでございますので、その書類は玉城に保存

があるはずですよ。それがなかったら、これどこでどういうふうになってお

るかさっぱりわからんと思うんですよ、金も経理の問題、ねえ。それで私こ

れ調べたわけでございますけれども、この外城田川は中楽６６９の１番、こ

れが３，４３８平米、それが売買で県から金を渡しておるというような事態

があるわけでございますけれども、こういうこと玉城町に町長が理事長にな

って改良区をおこして精算金、賦課金等も全部皆さん方は、職員さんは新し

い方でわからんと思うんですけども、そういう運営のなかで推進してまいり

ました。特に汁谷川の場合、谷口町長が４５年８月１２日、汁谷川も県営で

やっております。そこで賦課金の今後の推移について説明をさして欲しいと

いうようなことで、８月１６日の３時から説明会と思っておったところが大

きな風呂敷を持ってきて、未収金が約２９万、あの当時２９万というたら相

当な金額ですけれども、それをおまえとこで解決してくれというようなこと

で、ポンと放られていったわけですよ。 

 そやでこういう重要なものを町で理事長が町長になっておるわけですけれ
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ども、おそらくその書類というものは町が保存すべきものを、そんなことで

放り出されてその時に汁谷川のほうにも、そんな馬鹿なことはないやろと、

未収金を整理してこいというようなことで、谷口町長にそれじゃあ今後汁谷

川に関しましては補修事業も全額町でこれからするのか、というようなこと

で念を押さしてもらいまして、覚書を汁谷川のほうで町は今後その修繕はい

たしますという経過があるわけですよ。これとですね、実は昨日農林の方へ

向いて、農林のことで総合庁舎の方へ向いて勉強さしてもらいにいきました。

それでどうやったら２級河川、準用河川になるんかいなということで勉強さ

せてもらいにいきましたところが、それが３時からお願いしてあったんです

よ。 

 ところがもう測量屋さんが来ておると、私もちょっと合点いかんのですけ

れども、お願いするつもりでどういうふうになっておるかという今日の一般

質問のために、担当の用地のほうの担当課長のほうへ向いて、お願いしにい

って勉強させてもらいに行くつもりでおったんですけれども、ところがもう

既に地元の測量屋さんがおってくれて、もう何ちゅうか、私はもう頼むとい

うより、もう既に６６９の１、所在地がわからんというようなことで、法務

局でもう既に何ちゅうんか、登記をしたるやないかというようなこと。これ

私はそんなこと頼むつもりでなかったんですけれども、県としてはこれは県

営でやったことやで当然のことやということで、実はせんだっての妙法寺の

解決があったわけでございますけれども、区の問題等も絡んだなか、１件で

も解決しようと、ところが６年ぐらい前になんか素人同士の方がなんか県が

委託してやったところが、全然もう証拠もなにもようつかまんだというよう

なことがあったらしいんですよ。 

 ありがたいことには、この６６９とかそんなことも未登記の部分も精査し

てやったろというようなことで、そういう回答を貰ってきたんですけれども、

私も勇み足というんか、私はそんなつもりで行ったわけではないんですけど、

町でどういうふうにしたら１級河川になれるのか、それを勉強にさせてもら

い行ったところが、そんな状態でございますので、県のほうへ向いてご協力

願って町長の方からもひとつお願いして欲しいというようなことでして、さ

っそくもう登記事務所へ行って、なんか調査に入ってもろとるような状態に

なったんですよ。その点ちょっと私が妙法寺の場合は私の名前でやってもろ

たわけでございますけれども、そんなつもりでなかったんで、これも管轄外

でございますので、町長の方からもお願いしてもらいたいというようなこと

でございます、ひとつよろしく。これのことはもう質問いたしませんので、

よろしくお願いいたしたいと思います。 

 それで次の３番の地域活性化の経済対策臨時交付金についてでございます
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けれども、これは私の本町の交付金の活用についてどのように事業計画を進

めているのかというようなことで、実はこの５月１２日やったと思うんです

けれども農林関係で補正予算が組んでおるので、一回勉強会に来いというよ

うなことでお邪魔した中で、その時の県の交付金の担当者の方がだいたいで

１億２，３００万ぐらいあるというような中で、何に使ってもええんやとか、

それでまた残してもええんやと、後の基金のために置いておいてもええんや

ということをお聞かせ願ったわけでございますけれども、今回、町が今回の

補正予算で１億２，４２８万１千円ですか、総務費の中へ向いて入れておる

わけでございますけれども、全額今回活用しとると思うんですよ、総トータ

ルの中で。その中でちょっと一回不思議なことは、どうにもこれ税制改正で

すか、この下水道の促進事業、これここの予算書で３ページに４千万になっ

ておるのですよ。 

 これで総務から出してもらいました資料によりますと下水道促進事業につ

いては４１０万円ですよ、これ。数字がどうにもあわんのです。下水道へ向

いて４千万放り込んだ場合は、１億２，４００万円しかないのですが、ほと

んど食ったるような形になるので、これはどういうことかを聞きたいという

ことで、どうにも勘定があわんというようなことでございますので、その点

についてお答えを願いたいと思います。 

○議長（小林一則君） 上下水道課長 小林一雄君。 

○上下水道課長（小林一雄君） 下水道事業会計のほうの経済危機対策交付金 

４千万というふうなことで今回補正をあげておりますけれども、これは補助

金事業のほうのお金として４千万円をいただくということ、国から補助を受

けるということですので、今回のその町全体へきています１億２千なにがし

の交付金の中のうちの４千万円とは別のものでございます。 

○議長（小林一則君） それでよろしいですか。１１番 野口繁君。 

○１１番（野口 繁君） どういう意味になるのか、前倒しになるのか、そう 

すると来年もその経済危機の交付金は入るんですか。 

○議長（小林一則君） １１番 野口繁君。 

○１１番（野口 繁君） ちょっと説明の欄がもうちょっとわかる説明をして 

もらいたいと思います。それで町長、我々５月１２日の日に農政関係で補正

予算が国会で決められておるので、未抵抗でというようなことで説明があっ

たわけですよ。その席上、たくさんの名義があるわけですよ。例えば農道整

備、機械整備もいうとった農道整備も国の５０％の補助金あると。これ写真

あった農道整備もあるわけですけども、こういう場合、私は１億２，４２８

万１千円を丸々使とる、おかしいなと思ったわけですよ。それでできたら保

育所のあたりで３千万、４千万でも寄付とかいうようなことで、ところが私
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の聞いていたのには、もう少し残してでもええという説明を受けたわけです

けれども、今回は町当局としては１億２，４００万もらう、出さん、使わん

ことには貰えんけど、合間があったわけですよ。 

 それでこれから全額使ったってしまった、そこで３番の中へ入るわけでご

ざいますけれども、これ今回、仮の申し込みやったわけですよ、農業関係で

この地域活性化経済危機対策事業の中で、町へ向いて一回暫定的に２５日に

締め切られたわけでございますけれども、何件でどれぐらいの金額があった

んか、お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（小林一則君） 農林商工課長 田畑良和君。 

○農林商工課長（田畑良和君） 野口議員のお尋ねの改良区関係につきまして 

は、左岸第２の関係で２件でございます。合わせまして事業費が２８１万と

いうことで、申請要望書、これだけ要望したよということで、２５日付で出

されたものをいただいております。以上です。 

○議長（小林一則君） １１番 野口繁君。 

○１１番（野口 繁君） これ本申請は８月になるわけで、農林の担当の方が 

町の補助金は、この経済危機対策から出しますよという返事をもろたわけで

ございますけれども、ここで１億２，４００万を全部つこたったら、これか

らその補助金は一般財源で支払われるのか、それでまた８月に本申請の場合

はようけ出てきた場合に国が５０％補助金、あとの補助金は補助規定による

もので出すのか。どういうふうにして割合を出すのか、活性化の基金ないで

すよ、これ。どういうふうにして出されるのか、お聞かせ願いたいと思いま

す。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） ちょっとご理解をいただきたいんです。今回の経済対 

策として出されておる部分が、ちょっとややこしいんですけども、地域活性

化経済対策基金の臨時交付金というのと、もう１つは公共投資臨時交付金と

いうのが２つあるんです。自治体に対しては。そして、額で言いますと経済

危機が１兆円あるんですね。それから公共投資の臨時交付金というのは約１

兆４千億です。あわせて２兆４千億、これを各１８００ぐらいの市町村へ交

付するということなんですけども、まず冒頭、初めの１兆円についてはこれ

はそれぞれの自治体の財政力に応じて、国が一方的に配分をした金額なんで

す。玉城町はですから１億２，４００万円、一方的に。それはいわゆる特定

財源ではないんですね。使い道が特定されるということやなしに、一般財源

として利用ができるわけなんです。 

 従って多いところでは４億も５億も交付されておると、これがそうなんで

す。それの使い道がいま申し上げておる１億２，４００万円のうちで地球温
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暖化とかあるいは保育所の関係とか、食糧保存庫とか、そういうふうなこと

に使いたい。もう一つ野口議員さんが未抵抗の段階でお聞きをいただいてお

るのが、いわゆる公共投資の臨時交付金というやつなんです。それが１兆４

千億ですね。これはこれから具体的に国の各省庁がございますから、その補

助金を統括しておるその省庁のほうで具体的なメニューが出されて、そして

それに基づいてそれぞれの所管なり、あるいは事業主体、改良区さんもそう

でございますけれども、そこで要望してもらうと、それが該当していくんで

はないかと、こういうものが１兆４千億です。二手あるんです。そういうこ

とのご理解をまずしておいて欲しいなと思ってます。 

○議長（小林一則君） １１番 野口繁君。 

○１１番（野口 繁君） それも承知いたしておるわけで、三重県のほうで枠 

取りせんで、東海農政局へむいて事業量をできるだけ多いことを申請をして

くれというようなことでしたんですよ。それでですね、これこの経済活性化

対策事業の中で例えば補助金をもらう要件の中で、減反のパーセント、本申

請の時に。そこでもうひとつは担い手の育成ですね、要件の中では２０％以

下のところは２０％に上げなさいと、２０％のところはちょっとでも上げな

さいという要件があるわけでございますけれども、ここで最後にお尋ねいた

したいのは、この担い手の育成ですけどね、玉城町にとっては重大な問題で

ございますけれども、この担い手の育成について町はどのようにして考えて

いるのか。もう本当に時間的に難しい時でございますので、町長のお考えを

お願いいたしたいと思います。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 担い手育成のことはやはりこれだけの優良農地が整備 

されておりますから、やはりこれを担い手の方に、あるいはまた規模を拡大

して営農していただくというふうな方を育てていくといった、これは町の農

政の最重要課題だと、こんなふうに認識をしております。 

 従っていろんなＪＡなり県なり町としてそれぞれの役割があるわけであり

ますけれども、どういう形で担い手の方が育っていくのか、あるいはやはり

規模拡大をしていただくようなことが、どんな形で具体的に進めていくこと

ができるんかとか、いま担い手の方が育たないというふうなところはどうい

うところに問題があるのかということを、改めて検証をして、そして当然い

ろんな農政の複雑な難しい問題もあるわけであります。あるいはまたいろん

な農業に対する生活、所得の安定というふうなこともあるわけでありますけ

れども、そういういろんな方面からやっぱし十分に検討をしながら、少しで

も担い手の方が育っていただいて、そして玉城町の農地を有効活用していた

だくということの手だては当然必要でありますから、このことを一度積極的
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に進めていきたいと思っております。 

 既に今もそれぞれの改良区で行っております補助事業のなかでは、それが

要件になっておりますから、そのことに力を入れていただいておる部分もあ

ります。しかし玉城町全体ではまだまだこのことが必要だというふうに認識

しておりますので、力を入れていきたいと、こんなふうに思っておる次第で

ございます。 

○議長（小林一則君） １１番 野口繁君。 

○１１番（野口 繁君） 今回の補正ですが、町長こういうメニューもあった 

んですよ、これ。担い手の協議会をつくった場合に、トラクターの購入とか、

そういうのは２分の１の補助金事業もあるわけでございまして、おしかった

なという感じをいたすわけでございますけれども、この担い手の問題につき

ましては、町をあげて町長これ真剣に、人ごとやなしに取り組んで欲しい。

今回、我々総務委員会もそういうところへ向いて視察するわけでございます

けれども、重点的に今後の玉城町の、町長はいつも農業の町や町やと言われ

ておるんですけどね、本当に真剣に取り組んでいただくことをお願いいたし

まして、これで一般質問を終わらせてもらいます。ありがとうございました。 

○議長（小林一則君） 以上で１１番 野口繁君の質問は終わりました。 

 

○議長（小林一則君） 次に、３番 山本静一君の質問を許します。 

 ３番 山本静一君。 

○３番（山本静一君） 議長の許可を得、通告書に基づき一般質問をいたした 

いと思います。まず２項目ございまして、１つは防災対策。２番目が一人暮

らし老人等緊急通報装置の貸与ということでお聞きしたいと思います。 

 防災対策のなかに災害基本法で、防災対策会議を設置するというのが出て

おりますけれども、現在玉城町の条例もございますけれども、昭和３８年に

制定されて、これは現在どのような活動をしているのか、その点をお聞きし

たいと思います。 

○議長（小林一則君） ３番 山本静一君の質問に対し答弁を許します。 

 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 山本議員から防災対策についてのご質問をいただきま 

した。前段の中瀬議員からもご質問がございましたけれども、大変この最近

のこうしたインフルエンザを初めとする直接住民の皆さん方の命に係わる風

水害あるいは火災、あるいは事故というふうなこと、これをどう対応してい

くか、対策を講じていくかというのは大変重要で、まさに危機管理というよ

うな町としての重要課題だと、こんなふうに考えておる次第でございまして、

具体的な内容についてのご質問でございます。また私のほうで答弁が漏れて
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おる部分につましては、担当課長のほうから答弁をいたさせたいと思います。 

 具体的な質問をいただいておりますので一つひとつお答えを申し上げます。

まずは町の地域防災計画による町の防災会議の現在の運営状況というお尋ね

でございます。これは常時この会議はいつでも開けるような体制になってご

ざいます。従っていざ有事の際は招集をして、そしてこの対策会議を設ける

とこういうことになっておりまして、災害対策基本法のなかで１６条の中の

規定に基づいて常設をしておるということでございます。 

 内容といたしましては、町の防災計画をつくる、あるいは災害発生時の情

報収集を図る。あるいは災害が発生した場合には、災害の応急対策及び関係

機関との相互の連絡調整をしていく、あるいは非常災害に際しての緊急措置

の計画をつくって、その実施をすると。あるいはその他それぞれ法律あるい

は政令に基づく権限に属する仕事でございまして、最近では平成１８年７月

に会議を行った。そしてこの大きなものはその９月９日に実施して防災訓練

をやったり、あるいはまた昨年もサンアリーナのほうで県、伊勢、玉城、度

会等での大規模な防災訓練をやったり、あるいは平成２０年度末にＪ－アラ

ートということでありますけれども、地震の前触れを放送で各戸へ流すシス

テム、これが今年の４月から運用を始めておるということでございます。そ

んなことの内容で防災会議、大変重要組織でございまして設けておるという

ことでございます。 

 それから飲料水の貯水量なり緊急時の給水手段と、こういうことでござい

ますけれども、これにつきましては玉城町の上水の配水池が岩出と山神とい

うところで配水池を設置をしております。ご承知のとおりでございまして、

ここに貯水量としてトータルで５，０６０立米、これが確保されておるとい

うことでございます。そんな内容でございます。そんなことでちょっと答え

が進んでおるようでございますけれども、そんな内容でまた随時ご質問をい

ただきましたら、詳しくお答えをさせていただきたい、こんなふうに思って

ます。よろしくお願いいたします。 

○議長（小林一則君） ３番 山本静一君。 

○３番（山本静一君） 先ほど町長のおっしゃったように、防災会議は本当に 

重要な会議でございます。何故私ども思いますのは、玉城町は本当にめぐま

れたと言うんですか、そういう高潮、津波とか土砂崩れとか、山崩れがない、

一番心配されるのは私は地震だと思うんですよ。地震が発生しますと、町全

体ですからお互いに近隣の市町村も助け合いできない、また自衛隊に要請い

たしましても、その要請が殺到する。そうなりますとやはり地域でそういう

ふうな対応せざるのではないのかと思います。そういうなかでこの防災会議

は、ここにもございますように「玉城町地域防災計画を策定する」という要
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綱になっておると思います。そうしたその中で災害対策基本第４条第１項で

市町村の地域防災計画という欄がございますけれども、この中で見てまいり

ますと、毎年市町村地域防災計画に検討を加え、必要がある時はこれを修正

しなければならないとなっておりますけれども、現在みてみますと国のほう

が昭和３６年に示されて、玉城町は昭和３０年に公布しとると、もう４０年

以上たっているけれども中身はだいぶとこういう内容がそのままでございま

すので、修正をするような箇所は多々あるんやないかと思いますね。 

 例えば構成員に対しましても、農協組合長とか、それから区長代表という

ような表現もありますし、それからまたこれは任期でございますけれども、

折角そういうふうな防災に関する専門知識を吸収しても、２年で交代では折

角そういうシステムを活用ができないと、やはり半分半分が交代するのはわ

かりますけれども、そういうのも必要であるし、また文言等もなかなか昭和

３６年頃の文章でございますので、所掌とか総理とか、なかなか一般の方が

みてもわからないこれは条例だと思います。私も所掌というのはわかりませ

んでした。辞書を引いてもなかなか載っておりませんし、そういうのも改め

ていくべきではないかと思います。 

 それから先ほど町長ちょっと私聞き漏らしたかわかりませんけれども、実

質活動は毎年やってないということでございますね。防災会議は開催されて

ないと。そうしますと予算をみてみますと、２０年度で１４万１千円の決算

書で計上はされておりますし、２１年度も同じくそういうふうな防災会議の

報酬が１４万１千円計上されていますけども、この点についてはどのように

なっているんですか。 

○議長（小林一則君） 総務課長 中郷徹君。 

○総務課長（中郷 徹君） 予算の段階では防災会議を招集しといったことを 

考えまして、予算の段階では計上をいたしておるところでございますが、会

議を開催しない場合には、これを支出しないというふうなことでございまし

て、２０年度におきましては会議を開催いたしておりません。ただ先ほど町

長申し上げましたように、全国瞬時警報システムを整備したことにつきまし

て、この内容について文書でお知らせを申し上げておる、こういったことで

ございますので、こういったことに関しては報酬はお支払いはいたしておら

ん、こういうことでございます。 

○議長（小林一則君） ３番 山本静一君。 

○３番（山本静一君） 後のほうも関連いたしますので、次に、２、３の飲料 

水とか、そういう食糧の関係ちょっと町長説明していただきましたけども、

その点についてちょっと、やはり町民に災害かありますと、玉城町はどのぐ

らいの飲料水を貯水しているのか、食糧はどうなるのかと、一番関心事だと
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思うんです。まして食糧がなかっても水が３日あれば、何とか持ちこたえる

とかいうようなことも聞いておりますし、そういうような生命の源の水はど

のような調達とか、そういう貯水とか、またそういうふうに被害があった場

合にはどのように各住民に配布されるのかということで、お答え願いたいと

思います。 

○議長（小林一則君） 総務課長 中郷徹君。 

○総務課長（中郷 徹君） 続いてご質問をいただいております飲料水の貯水 

量、調達手段、それから食糧の保存、調達手段、種類、こういったことにつ

いてもあわせてご質問をいただいておるところでございまして、まず飲料水

についてでございます。町内、岩出の配水池、ここに４千立方メートルの貯

水をする能力がございます。山神の配水池に１，４６０立方メートルあわせ

まして５，０６０立方メートルが常時貯水ができるというふうなことで運用

をいたしておるところでございます。 

 各配水池それぞれの配水池には、大地震が発生しました時、もしくは予想

外の大流量で配水量が平常の水量以上に大きく膨れた場合、これを機械的に

察知をいたしまして、自動的にこの配水量を制限する装置が、それぞれに設

置をしてございます。そういったことも考慮をいたしまして、大地震が発生

をいたしますと当然火災といったことにつきましても、心配されるところで

ございまして、その消火水量を考慮いたしました貯留時間という呼び方をい

たしておりますが、これは連続して配水の対応が可能な時間ということでお

願いを賜りたいと思いますが、これがそれぞれの配水池におきまして、１２

時間ということで設定をいたしております。１２時間の間に、それぞれ損傷

を受けた部分につきまして復旧をしてまいる、こういったことでございます。 

 飲料水につきましては、１人１日に必要な量が３リットルといったことが

言われております。各配水地それから水源地、それとそこから給水をすると

ころでございまして、各地の消火栓、それから上下水道課のほうに車載の車

に載せることができますタンクを保有いたしておりまして、それをもちまし

て各被災地に給水を行うといったことでございます。各被災地の各戸への給

水につきましては、容量６リットルのポリエチレン製のバッグがございます

が、これを１万７，７００枚ほど、これは上下水道課それから防災の備蓄品、

あわせたものでございますが、これを保有をいたしておりまして、これをも

ちまして各区、被災地域への給水を行う。こういったことで飲料水の確保に

ついては考えておるところでございます。 

 続きまして、備蓄食糧の種類、それから量、その調達手段はどうかという

ことについてでございますが、現在備蓄いたしております食糧の種類、それ

から量についてでございますが、現在ビスケットを１，９００食、それから
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クラッカーを１，７００食、アルファー化米これは乾飯といいますか、いっ

たんご飯にしたものにつきまして、これを乾燥をし湯を入れることによって

ご飯に戻るアルファー化米もしくはアルファー米と言われておるものでござ

います。これが７００食の合計４，３００食を保有をいたしておるところで

ございます。他に町内商業者の方々との協定によりまして６００食を提供を

いただく、こういったことで協定をいたしておるところでございますし、そ

れから県、隣町の度会町、それから日本赤十字社との協定に基づく緊急引き

渡し、こういったことについても考慮いたしており、この応援によって確保

をするとしております。 

 なおまた備蓄食糧につきましては、それぞれ消費期限が定められておるも

のでございまして、これが到達するものにつきましては、順次その年度で買

い換えをいたしておるといったことで考えておりますし、なお場合によって

はアレルギー対応といったことにつきましても、当然考慮に入れていく必要

がございますので、現在もう既に小麦、ソバ、卵、牛乳、落花生、こういっ

たアレルギーに対応できる備蓄食糧、こういったものの開発が進められてお

りますので、今年度補充をいたします備蓄食糧のなかには、こういったもの

につきましても考慮に入れていきたいと、こういったことで考えておるとこ

ろでございます。以上です。 

○議長（小林一則君） ３番 山本静一君。 

○３番（山本静一君） 先ほど中郷課長の説明いただきまして、飲料水ですけ 

れども、中郷課長がおっしゃるには貯水タンクからそういうふうな取水する

というんですか、そういうことですけども、しかしもしその地震になった場

合に、それが使用できない場合はどうするのかという私は懸念があるわけで

す。 

 それから玉城町の防災計画をみてまいりますと、飲料水が汚染したと認め

られる、その場合は濾過消毒し水質検査をして供給するとなっておるんです

けれども、町は濾過器とかそういう水質検査とか、そういうシステムとかそ

んなんあるんですか。 

○議長（小林一則君） 総務課長 中郷徹君。 

○総務課長（中郷 徹君） まず被災をした時に、どこで給水をするかという 

ふうなことについてでございますが、まずは基本的には消火栓で水を抜き取

ってというふうなことを考えておるところでございますし、それができない

場合は配水地からは直接といったことも可能になっております。なおまた水

源地におきましても、地下に水槽をもっておりますし、井戸が２本ございま

す。これにつきましては停電時でも揚水ができる構えをもっておりますし、

消毒につきましても停電時でも発電機の電力によりましてこれが稼働できる、
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こういった状況になってございますので、それぞれの箇所で対応ができるも

のというふうに考えております。 

 なおまた濾過器につきましては、以前に簡易的な濾過器につきまして、防

災備品として購入をいただきまして、これにつきまして試運転的に活用して

きたところでございますが、現在は濾過器としては防災備品として保有をい

たしておらん、こういったところでございます。 

 上水道水源地につきましては、地下水をくみ上げておりますので、現在の

ところは濾過の必要のない水というふうなことで扱いを受けておる、こうい

ったところでございます。 

○議長（小林一則君） ３番 山本静一君。 

○３番（山本静一君） 水源水が井戸とおっしゃいましたけれども、それは正 

常な今の状態でありまして、地震になりますとどういうふうなことが起こる

かわかりませんので、やはりそういうふうな検討も絶対水道が使えないとか、

そういう時の検討もお願いしたいと思います。 

 それから食糧につきましては、先ほど中郷課長がアレルギー食品の備蓄も

考えたいということでございますけれども、それに加えまして、乳幼児のミ

ルクとかそういうものも必要やと思うんですけれども、その点についてはど

のようにお考えですか。 

○議長（小林一則君） 総務課長 中郷徹君。 

○総務課長（中郷 徹君） 先ほど申し上げましたアレルギー対応の備蓄食品 

の購入、こういったこの際にミルク等につきましても、一度検討をさせてい

ただきたいと思います。 

○議長（小林一則君） ３番 山本静一君。 

○３番（山本静一君） もうひとつ食糧についてお聞きしますけれども、アレ 

ルギーの対象者というんですか、これは学校のほうではだいたい給食関係が

ございますので、それぞれ把握しておると思うんですけども、役場のほうと

してもそういう把握はしてみえますか。 

○議長（小林一則君）総務課長 中郷徹君。 

○総務課長（中郷 徹君） この備蓄食品につきまして、先ほどアレルギー対 

応というふうなところで申し上げたところでございますが、このアレルギー

対応食品これをどういった方に分配するか、お渡しするか、こういったこと

につきましては、基本的には保護者の方のお申し出、これに従いまして供給

をさせていただくいったことにさせていただきたいと思います。 

○議長（小林一則君） ３番 山本静一君。 

○３番（山本静一君） 平静時でしたら保護者もこうですと言われますけれど 

も、災害ちょっと私が特に申し上げておるのは地震です。みんな右往左往し
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てなかなかそういうのはそう回らんと、その場合に町が食糧をばっと配った

と、そういうふうなアレルギーが発生するという可能性もありますので、私

はやはりプライバシーの問題もあるかしりませんけれども、やはりそういう

ふうな卵とかミルクとか、そういう誰がおるとか、ある程度その配分できる

ような状況が私は必要かと思います。そういうことでその点も１回検討願い

たいと思います。やはり命に係わる問題ですから。それからそれに続きまし

て、町民の皆さんもまた関心を持っています災害倉庫、どこにどのようなも

のがあるのかということを関心あると思いますので、その点ひとつ説明願い

たいと思います。 

○議長（小林一則君）総務課長 中郷徹君。 

○総務課長（中郷 徹君） 防災倉庫についてでございますが、現在６箇所の 

防災倉庫がございます。まず下田辺地内これは夢工房たまきという施設、こ

れは中央公民館の近くにございます。次に南新町の外城田川沿いでございま

すが、外城田川右岸でございますが、佐田墓地近くでございます。旧の警察

の官舎がございましたですが、そこにございます。それから勝田町でござい

ます。勝田町につきましては外城田川左岸でございまして、保健福祉会館の

対岸でございます。ここに２基設置をいたしております。次に有田地区にな

りますが、長更、有田小学校の校庭に設置をいたしております。それから外

城田の蚊野地内でございますが、これは県道伊勢多気線沿いでございまして、

外城田小学校の向かい側に設置をしてございます。それともう１箇所、下外

城田地区でございますが、小社、下外城田小学校の校庭内に１基を設置をい

たしておる、こういったところでございます。 

 それから、それぞれの防災倉庫に備蓄をいたしておる物品についてでござ

いますが、先ほど申し上げました備蓄の食糧、これを分散して保管をいたし

ておること、それから全体で９５０枚でございますが、毛布、被災時用の毛

布につきましても、それぞれの防災倉庫に分散をして保有をいたしておりま

す。他に土嚢用のビニール袋、それから給水用のウォーターバック、そうい

ったものにつきまして、それと救急箱につきましてもそれぞれの備蓄倉庫に

保管をいたしておる状況でございます。 

○議長（小林一則君） ３番 山本静一君。 

○３番（山本静一君） 被災倉庫の備蓄一覧表も私の手元にあるんですけれど 

も、再々に申し上げますように、やはり地震が一番大事、一番心配と私は申

し上げております。そういうなかで地震に対応する、そういうふうなジャッ

キとかロープとか、それからロープですかジャッキでつり上げる、そういう

のも私は必要ではないかと思います。やはり地震が起こればその地域で全員

がすぐ、役場は対応できませんし、消防車はなかなか駆けつけることはでき



 

37 

 

ない。家が崩壊した場合には近所の人がやる、そういう体制が私は必要では

ないかと思うんです。 

 いまそういうのを中郷課長から各災害倉庫の説明を受けましたけれども、

私ずっと近隣の市町村を見てまいりますと、やはり公民館のすそにも置いて

いるということで、すぐ対応できる、近くですから、そうしますとじゃあ災

害あった場合に、あの災害倉庫を誰が開けんやと、キーがないと、どこにあ

るかわからんと、じゃあその役場の職員もなかなかそういうふうな右往左往

してなかなかそう駆けつけることはできないと、そういう場合にどういう対

応するかという場合であれば、災害倉庫は地区の区長さんなりに保管してい

ただくか、それとも災害倉庫を他の町のように公民館へそういう資材も食糧

も置くとかいうのも、ひとつの方法かと思います。 

 それからもう１つですけれども、玉城町は下水道がだいぶと進んでまいり

ました。そこでもし水道がストップした場合は、下水、水洗便所は使えませ

ん。じゃその場合どういうふうに対応するのかというのも、１つの検討して

いただく要素だと思います。近隣市町村を見てまいりますと、やはり孤立す

る地区もございますので、簡易トイレですか、そういうのも常備しとるとこ

ろもございます。玉城町でいいますと町営住宅とか、アパートとか田丸の商

店街、ああいうところは空き地も少ないですし、それから庭も少ない、農村

自体には庭があって、周りから遮断されて庭に穴を掘ってということもでき

ますけれども、やはり簡易トイレですか、これもひとつ何とか検討を願わな

いと、これだけ下水道が進みましたらなかなかそういうふうな排便というん

ですか、難しいと思いますので、その点も今後先ほど言われたアレルギー食

品とともに設備のほうで考えていただきたいと思います。 

 その次に自主防衛組織の現実は訓練計画、これらについてちょっとお伺い

したい思います。 

○議長（小林一則君） 総務課長 中郷徹君。 

○総務課長（中郷 徹君） ただいま自主防災組織につきましては、各区、各 

地区が直接にまたは各地区のなかで組織をしていただいております自衛消防

組織の活動を通じまして、自主防災活動にあたっていただいておる、こうい

ったことでございます。 

 なお各地区ともに個別に活動をいただいておる、こういったことでござい

まして、情報の提供につきましては、例えばハザードマップこれは平成１９

年度に作成をいたしたものでございますが、この中に洪水ハザードマップの

中に防災に関する知識を織りまぜましたものにつきまして、各戸に配布をさ

せていただいておるところでございます。 

 特に本年伊勢湾台風から５０周年にあたるというふうな年でございまして、
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それぞれ自主的に活動をいただいておる自主防衛組織の方々のリーダーの研

修会等を、それから防災訓練、こういったことについても近く考えさせてい

ただく必要があるんではないかというふうに考えておるところでございます。

なお参考に申し上げますと、いま県におきまして県営サンアリーナの近くに

ここに隣接をいたしまして伊勢志摩広域防災拠点施設、こういったものが整

備をされるということで計画が進められております。 

 あわせまして伊勢湾台風５０年というふうなことでございまして、県にお

いての防災訓練が実施をされるいうことでございますので、これにつきまし

ても私どもできるだけ参画をしてまいりたいと、こういったところで考えて

おるところでございます。また前段のご質問のなかで、防災用の式材のこう

いうもののあり方というか、品目につきましてもご提案をいただいたところ

でございまして、それらの品目もしくは耐震型の防火水槽の設置、こういっ

たことにつきましても、今後の計画の中に折り込んでいきたいというふうに

考えております。 

○議長（小林一則君） ３番 山本静一君。 

○３番（山本静一君） 再三申し上げますが、私は地震を想定しておりますも 

んで、そうすると地震が発生した、家が崩壊した、いまは大きな地震も我々

も経験しておりません。もしそういったら右往左往してなかなかそういうふ

うな自分らの救助活動が手につかないということが、大いにあろうかと思い

ます。やはりそれには日頃の訓練が大事でありまして、それから、災害対策

基本法で５条２項に町村は、ちょっと読みますと「防災に関する組織及び住

民の隣保協同の精神に基づき自主的な防災組織、自主防災組織の充実を図

る」となっておりますのでやはりそういうふうな今、地域で自主的にやって

ますけれども、やはり町がもっとまとめて、そういうふうな自主組織をつく

るような、防災会議がつくるような働きをしていただきたい。 

 それからやはりいま町にあります玉城町地域防災計画は、町の仕事と住民

のするような仕事、活動、行動がごっちゃになって１冊になっておりますけ

れども、やはり身近な住民が実質に実際活動できる、そういうようなマニュ

アルというんですか、そういうものが必要ではないかと思います。例えば先

ほど申されたように、じゃあったら住民の安否は誰が確認するのか、確認し

たらそれをどこへ報告するのかとか、死なんす人が出たらどうすんのかと、

本当に細かいことが私はこの自主防衛の訓練には、知識が必要だと思うんで

す。 

  そういうことで本当にそういう訓練ないし知識の普及ということもござい

ますので、そういうふうな研修、先ほども中郷課長さん研修会と言われまし

たけども、こんな研修会は毎年開いても多すぎることないと思います。そう
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いう知識、研修会を開いて自主防災組織を設立して、そういう毎年訓練され

て、初めてそういうのが生きると思うんです。だから町長が自主防災組織と

いうのは、今後どのようにお考えか、お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 地震対策を特に心配されておられる、そのとおりだと 

思います。昨年のサンアリーナでの防災訓練もそうでございましたけれども、

私もその状況を広報のコラムの欄で書き上げて、町民の皆さん方にご覧をい

ただきたいという周知をさせていただいたわけでありますけれども、阪神淡

路なりですね、その中国、岩手、宮城の地震でも、８４％が家屋の倒壊なり、

そして家具の転倒による圧死という形で亡くなっておる。８４％がそういう

ことなりですね、特になかなかご理解をいただけない事情があるんです。盛

んに啓発、そういうコラムでも毎年できるだけこういう発生の災害のことは

掲げさせていただきたいなと思ってあげさせていただいておるんですけれど

も、あるいは町の予算でも計上をお願いをして呼びかけておるんですけれど

も、申し込みが少ないのがいわゆる住宅の耐震診断ですね、あるいは補強工

事ですね、それも予算措置をさせていただいておるんですけれども、なかな

か申し込みが少ない、そういう実態がございます。これはひとつこれからも

できるだけ理解をいただけるように、呼びかけをしたいということが一つで

す。 

 それから自主防災組織でございますけれども、町はおかげさまでこうして

非常に地理的に恵まれた場所でありますし、以前は三重県で２番目に安全な

町だと、こういうふうな評価もいただいたこともありましたけれども、なか

なかその地震ということになりますと、安心しておれないわけでございます

ので、こういうふうなことのやっぱしこれは今も申し上げておりますように、

随時にそれぞれの自治区の選出のほとんど消防団員がおる、あるいはまた消

防団員が月に２回程度、それぞれ訓練をしておると、こういうことと。 

 それからもう一つは、団員が直接地域のほうへ出向いて、そして訓練の指

導をさせていただいておると、こういうことで案外きめ細かい対応をしても

ろとるというところがございますけれども、また地域によりましては、地区

の中でも消防団、自主防災のご承知のような組織もあるところもあれば、あ

るいはないところもあると。したがってそういう組織のないところはピック

アップして、そして非常備の町の消防団員がそれぞれできるだけそういうと

ころを中心に、今後もそうした日常の備えの面でのアドバイスをしていくと、

こういうふうなことをやっぱし強化していきたいと思っています。 

 それで区長の皆さん方も毎回、区長会等を開催をさせていただいたりして

おりますし、また具体的な内容、毎月１回地域担当制で職員が自治区の区長
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さんと面談をさせていただいておるということございますから、そんななか

でこうした防災、災害に対する、特に地震に対するいろんな訓練等の呼びか

けもあるいは要請をしてほしいと、そういういわゆる訓練指導の機会を働き

かけていきたい、こんなふうに思ってます。 

○議長（小林一則君）  ３番 山本静一君。 

○３番（山本静一君）  やはり一つの災害は町や行政は頼りようなっていく 

んですよ、まずは地域の住民自ら守らんことには、とても町はある程度にな

ってから、そういう対応はできますけれども、やはり住民が本当に活動でき

る、そういうふうにマニュアルをつくっていただきまして、やはりその研修

を訓練を重ねないことには実を結びませんので、その点を重ねてお願いした

いと思います。 

 次に続きまして、２番目の一人暮らし老人の緊急装置通報でございますけ

ども、これは設置されて何年たつかわかりませんけども、これを設置された

目的とどういうようなシステムなのか、概要です。通報装置になっているの

か、その点の説明を願いたいと思います。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 設置の目的なり概要でございますが、それは平成６年 

に国のこうした事業が、制度がなされたということでございまして、目的は

一人暮らしの老人に対して、急病や災害の時に緊急時に迅速かつ適切な対応

ができると、こういうふうなことのために通報装置を付けていただく、その

事業でございます。 

 システムの内容は、緊急通報装置をご家庭の電話に取り付けると、取り付

ける本体と本人が身に付けるペンダント型の発信装置から構成されておると、

こういうものでございまして、急病の時やあるいは不信者が入った時、ある

いは火災が発生した時、そうした時などにボタンを押していただくと自動的

に警備保障会社が信号をキャッチをして、そして警備保障会社の係員が駆け

つけると、こういうシステムでございます。そういう内容のシステムでござ

います。 

○議長（小林一則君） ３番 山本静一君。 

○３番（山本静一君） 目的とシステムはそういうふうなんかわかりませんけ

ども、そうしますと警備会社が駆けつけた、じゃそういうふうな本人が家の

中におって通報を押したと、鍵がかっていると、そういう場合はどうするの

か、そしてまた駆けつけた警備会社は状況によって救急車も呼ぶのか、その

点はどうですか。 

○議長（小林一則君） 生活福祉課長 林裕紀君。 

○生活福祉課長（林 裕紀君） 当然そういう不測の事態が起きた時について 
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は、無断で入れませんので警察の方のご協力をいただいて、それから後、あ

らかじめ登録してある方がみえますので、警備会社はその時にあらかじめ登

録された方に緊急連絡先というような登録がありますので、そちらのほうへ

も連絡をしてもらっていますので、その方と連絡をとって鍵を開けさせても

らうなりして対応して入るということになるかと思います。 

○議長（小林一則君） ３番 山本静一君。 

○３番（山本静一君） 近隣の町ではやはり対象者が、近所の３人ばかり指名 

して、そのなかで通報しとるというんがあるんですけども、そうすると課長

おっしゃったように、警備会社が来た鍵あけるというのは、その登録された

方、その警備会社はわかるわけですか。私なら私らやったら、警備会社がき

たと私のその鍵の保管は、予備というのは林課長が持っておるとか、そうい

うふうな駆けつけた警備会社は、すぐ対応できるんですか。わからんだらわ

からんでよろしいよ。 

○議長（小林一則君） 生活福祉課長 林裕紀君。 

○生活福祉課長（林 裕紀君） その緊急の時ですけれども、当然鍵をちょっ 

とまだ警備保障会社と鍵のやり取りの契約のことで、ちょっと認識を持って

おりませんでしたので、そこを確認さしてもらいます。もう１点は緊急の場

合は窓を割って入っていいということで、契約をさせてもらっておるという

ことになっておるみたいですので、それもあわせて２点について、再度確認

してご報告させてもらいたいと思います。 

○議長（小林一則君） ３番 山本静一君。 

○３番（山本静一君） その次に利用状況はどのようなのかと、いま６５才以 

上の独居老人が何人ぐらいみえて、いま何人ぐらいそれを利用してみえるの

か、その利用状況をお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（小林一則君） 生活福祉課長 林裕紀君。 

○生活福祉課長（林 裕紀君） まず利用状況ですが、この４月、平成２１年 

現在では３０名の方が利用の登録をしていただいております。利用実績です

が、過去３カ年間ですと、平成１８年の時には利用が０件でした。１９年も

利用が０件、２０年は利用が２件ございました。対象数ですが、把握はなか

なかしにくいんでございますけれども、住民基本台帳からいくと２３０名ぐ

らいの方が、一応住民票を持ってみえるというんですか、お一人になります

が地域包括とか、民生委員さんとか、社協さんのほうの調査でいくと気がか

りな方が４８名は把握しておるというふうな聞いてますので、それがイコー

ル最大じゃないんでしょうけれども、一応４８名の中と３０名ということは

多少はリンクしとるかと思うんですけれども、そういうような状態でござい

ます。 
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○議長（小林一則君） ３番 山本静一君。 

○３番（山本静一君） これの利用料金の査定、算出方法、どのようにされて 

いるのか、それをお聞きしたいと思います。 

○議長（小林一則君） 生活福祉課長 林裕紀君。 

○生活福祉課長（林 裕紀君） ２０年度までは無料でやっておりました。 

 ２１年度から利用料をいただくことになりました。その基準としましては、

町民税の課税世帯につきましては、全額を負担していただくということで月

２，９００円、消費税は別になりますが、月２，９００円負担していただく

ことになります。町民税非課税の方につきましては、それの３割分、３割負

担をお願いすることで月８７０円、これも消費税別ですが、８７０円を毎月

お願いすると。生活保護の世帯の方については、従前どおり負担はなしとい

うことに設定をいたしました。 

○議長（小林一則君） ３番 山本静一君。 

○３番（山本静一君） 先ほどおっしゃったように利用者３０名、それで今回 

これ４月、２０年度は無料であったけれども、今年から有料になったと。そ

うすると最悪の方は３千円から払わなければならないと、大きな負担増にな

ると思うんですよ。このまますえ置きでよかったのではないかという感じも

いたします。これにつきましては、利用者に通告文書がいっておると思うん

です。４月１日付けで。その文面を見ますと、何故そういうふうな今回改正

したのか、そして自分はどこに該当する、これはどういうことで金額をゼロ

か、９１０円か３，０１０円か、全然明記なしにいったら一方的に通知だし

ておると。そしてこの中で一番懸念されますのは、文面を見ますと利用料金

の支払いがない場合は解約されたものとしご利用が停止、撤去いたしますと

こう書いてありますね。 

 この緊急通報装置は利用者の命の綱ですね、それを一方的に解約し撤去を

するって、これが町長の言われるような住みよい町、ナンバー１の町ですか、

そういうので３０何名が利用しとるわけですよ、これぐらいは何とか福祉、

そういう面で町として考えるべきではないかと思います。その点について町

長いかがですか。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） これは国のほうでも制度があってしましたけれども、 

いわゆる利用の状況、最近の携帯電話の普及等もあって廃止を、見直しをし

たと、こういうなかで町として続けさせていただいてきておるわけでござい

ますけれども、新年度の中でもこの改正をさせていただいて、お認めをいた

だいて進んでおるわけでございますけれども、やはり本当に困ってみえる一

人暮らしの皆さん方というのは、これは町をあげて何とかせないかんわけで
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ありますけれども、いまも説明申し上げておりますように、やはり一定の収

入のある皆さん方については、それは個人でやはり貴重な税金で運営をさせ

ていただいておる自治体の経営でありますから、個人で負担できる能力のあ

る方は個人で負担をしていただきたいという認識を持っていただくのか、こ

れが私は重要ではないかなとこんなふうに思っておる次第でございます。 

 ただ山本議員おっしゃるように、この改正時点での具体的な対象の皆さん

方に対する詳しい説明というものが、不足しておりましたことについては、

これはお詫びを申し上げ、もう少し親切な形でのお知らせをさせていただく

べきであったというふうに思っておる次第でございます。 

○議長（小林一則君） ３番 山本静一君。 

○３番（山本静一君） それではちょっとお聞きしますけれども、今回改正に 

なりました町民税課税世帯、これはそうするとだいたいその非課税所得とい

うのは、どのぐらいあるんですか、どこまで想定されますか。 

○議長（小林一則君） 生活福祉課長 林裕紀君。 

○生活福祉課長（林 裕紀君） 住民税の非課税は所得が２８万以下の場合は 

課税をしないということになっておりますので、所得が２８万ということに

なります。所得が２８万円と申しますと、６５才以上の方を想定しますと、

おそらく年金収入の方と、年金収入のみの方というふうな想定しますと、お

１人年金収入６５才の方、１２０万円の控除がありますから、１２０万円と

２８万を足して１４８万未満の方は住民税が非課税世帯ということになって

おります。非課税世帯１４８万未満の場合、非課税世帯かと思います。 

○議長（小林一則君） ３番 山本静一君。 

○３番（山本静一君） １４８万円ってこれ加算分所得やな。収入なん。 

○生活福祉課長（林 裕紀君） 所得は２８万円です。所得が２８万円以下の 

場合、非課税。所得ですから収入から控除を引いた残りですから、年金の場

合は１２０万円まではゼロになりますので、他に何か所得があったと仮定し

ても、１４８万円までは非課税扱いになります。 

○３番（山本静一君） １４８万円以上やと課税。 

○生活福祉課長（林 裕紀君） 以上やと課税が入ります。 

○議長（小林一則君） ３番 山本静一君。 

○３番（山本静一君） 先ほど金額をお聞きしますと、月々１０万ちょっとだ 

と、そのなかでそういうふうな水道料金とか、テレビの受信料とか、諸々を

引かれますと少し苦しい生活があるんじゃないかと、そして又、尚且つそれ

に３千円かかりますと、本当に老後のためにどうしようかと思う時に、なか

なか苦しい生活であると思います。町長もっとうで暮らし満足度ナンバー１、

第１項目に安心して暮らせる町となっておりますけれども、これやりますと
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町長、本当に辻村町長、本当に福祉やらそういう安心して暮らせる町を考え

ているのかと思われると私は思います。 

 これそういうなのを３０名でございますけれども、この緊急通報装置は命

の綱です。これを町長は撤回されるということの考えはございませんか。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 利用実績等を考えてあるいはまた本当に困ってみえる 

方というのは、これは町であるいはいろんな制度の中でカバーをさせていた

だかないかんわけでありますけれども、やはりある程度の所得のある人は、

力のある方は応分の負担をいただいて、事業を進めさせていただくというふ

うなことの基本的な考えというのは、町のいろんなその他の公共施設等の利

用についても、そういう考え方をとらしていただかないかんなというふうに

思っておるわけでございます。 

 年間の利用実績が去年が２件、あるいはそれまではなかったというふうな

ことも過去あったわけでありまして、約２００万の町負担をさせていただい

てきておるという実績があるわけでございます。いま直ちにもう一回見直し

という考え方は持ってませんけれども、やはりこの先ほどの災害のところで

もご質問いただいておりましたけれども、共助の部分というか、それぞれの

地域のなかでの助け合い支え合いというふうなことが、非常に大事ではない

かなと思っておる次第でございまして、そうしたことのなかでやはり町とし

ても一人暮らしの方に対する、そうしたきめ細かい対応、民生委員の皆さん

方の見回り、あるいはご家族、あるいはお友だち等の見回り、こういうふう

なものを更に強めていくことが大事ではないかなと、こんなふうに思ってお

る次第でございます。 

 そんなことでそういう一人暮らしの方々のやっぱし不安については、そう

いうふうな不安のないような形の対策も、これからも考えてまいりたいと思

っておる次第でございますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（小林一則君） ３番 山本静一君。 

○３番（山本静一君） また料金に戻りますけれども、最高で３，０４５円、 

室内電話の基本料金は１，５５０円ですか、そういう電話たびたび使います

けれども、緊急装置は２件ぐらいやと、こんなんもう少し交渉してそういう

のはコスト削減というのはできないんですか。いま直ぐはあれでございます

ので、また考えていただきたいと思います。 

 それから町長が初めに受益者負担ということで、そういう施設の利用とし

てされましたけれども、また私としてはそれは福祉は別問題やないかと思い

ます。町長がこれからまた質問があると思いますけれども、まちづくり政略

会議、あの中では福祉バスの運行について、そういうふうな再検討というよ
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うな答申も出ております。新たな整合性を考えますと、私とどうもこの緊急

通報装置はゼロにすべきでないかな、いまの福祉バス運行、無料でございま

すね。そういうのに比べますと、やはり命がそういうな健康な人が使う、そ

れとまた娯楽に使う、そういうのは体育施設そんなとか、それは一線を引い

てすべきだと思います。 

 町長はそういうふうな暮らし満足度ナンバー１、これをあげておりますの

で、再度そういうふうなちょっと私の方針と違ったと思うんでしたら、いつ

でもそういうふうな考えなり再構築、それらをお願いしたいと思いまして私

の質問を終わります。 

○議長（小林一則君） 以上で３番 山本静一君の質問は終わりました。 

 

○議長（小林一則君） 正午をまわりましたので、昼食のため午後１時まで休 

憩といたします。 

                       （午後 ０時 ５分） 

 

○議長（小林一則君） 再開いたします。 

                       （午後 １時 00分） 

 

○議長（小林一則君） 休憩前に続きまして、一般質問を続けます。 

 次に、９番 山口和宏君の質問を許します。 

 ９番 山口和宏君。 

○９番（山口和宏君） ただいま議長のお許しをいただきまして、一般質問の 

通告書どおり質問させていただきます。質問事項といたしまして、まちづく

り戦略会議答申について、大きな項目で出させていただいてます。質問の要

旨に入ります。戦略会議はその後、どのように活動されているんですか。町

長にお伺いしたいと思います。 

○議長（小林一則君） ９番 山口和宏君の質問に対し答弁を許します。 

 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 山口議員からまちづくり戦略会議のその後の活動とい 

うことで、ご質問をまずいただいておるわけでございます。この政略会議に

つきましては平成１８年８月３０日に立ち上げをいただきまして、２年間活

動をしていただいたわけでございます。一応２年間の任期でそれぞれ町の発

展のために戦略的にどういうふうな形で施策を講じていくのがいいのかとい

うふうなことの、いわゆる玉城町が平成の合併の議論を重ねていただきまし

た後、いろんな紆余曲折がありまして単独を選んで、そしてその後、町とし

て自主自立のまちづくりを進めていこうと、そんな中で町の将来展望のなか
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に、いろんな議会でお認めをいただいております町の長期計画、あるいは基

本計画等があるわけでありますけれども、具体的にそれなればそれぞれの一

つひとつの今の課題、町が抱える課題を戦略的にどう取り組んでいくのかと

いうことに、是非いろんなご意見を賜りたいとこういうふうなことで立ち上

げをいただいたわけでございました。 

 ６つの項目にわたっていろんな提言をいただいておりまして、ただいま順

次施策に反映をさせていただいておるというところでございます。今後もこ

の提言いただきました内容につきまして、精一杯努力をしてまいりたいと、

こういう考え方をしておるわけでございますので、よろしくお願いを申し上

げます。 

○議長（小林一則君） ９番 山口和宏君。 

○９番（山口和宏君） ただいま町長の答弁いただきましたが、それでは大体 

の内容はわかりましたけれども、２年で任期が終わりということで、その後、

メンバーの方々は提言書を作成して町長に答申されました。それで終わりで

はなく今後行政などに提言書を活用されるか、メンバーの方々も気になると

ころだと思います。それで今後、メンバーの方々と会合の場をもって報告な

り、検討なりいただく場も持っていただけるんですか。この人らもやっぱり

答申された以上は責任があると思いますんで、それの今後、どういうふうに

進んでいるかというのは、知りたいなと思う方もみえると思いますので、そ

の点は町長どうですか。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） このメンバーの方はそれぞれ今も地域やあるいは企業 

や、あるいは行政組織のなかで活躍をしていただいておる方でございます。

したがいまして、この皆さん方には私も度々年間のうちにお会いする方ばか

りでございまして、できるだけその度にこのご提言をいただきました内容が、

どういうところで進んでおるのかということの話をさせていただく機会を設

けさせていただいたり、そしてこのメンバーの方はその他にも具体的なこの

提言をいただいております６つの項目がございますけれども、この項目の中

で率先してリーダーとして、自分たちが提言したのであるから、それを責任

を持って進んでいこうと、こういう意識で引っ張ってきていただいておる方

も現実にあるわけでございまして、一応任期は終わりましたけれども、いろ

んな機会にこういう方々に更に提言の後の取り組みがどういう状況なのかと

いうことのチェックもいただき、そして私どももその取り組みの内容等、た

えず情報交換をさせていただかなければいかんと、こんなふうに考えておる

次第でございますので、そういう考え方を持っております、どうぞよろしく

お願いいたします。 
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○議長（小林一則君） ９番 山口和宏君。 

○９番（山口和宏君） ただいまの答弁を聞かせていただいてますと、この先 

のメンバーの方々と、そういう場を持って提言書に基づく内容を逐次相談を

かけていく、また報告もしていくというお考えでよろしいんかという答弁で

よろしいんですか。 

 はいわかりました。それやったらメンバーの方々もこれからもご足労願う

わけでございますので、メンバーの方々にもまたこれからもひとつよろしく

この戦略会議の提言書の件につきましては、ご足労願うということでよろし

くお願いしたいと思います。 

 続きまして２の項に入りますが、戦略会議からの提言書、答申をどのよう

に活用されているのか。平成１８年８月からは平成２０年９月の提言書作成

に至るまで、戦略会議のメンバー７名で延べ２４回の会合を持っていただい

て提言書をまとめて答申されました。その中で年間４０万、２年間で約８０

万弱をかけて住民満足度、また向上にむけてまた行政課題を解決するための

施策実現にむけて、この戦略会議が設置されたということでございます。特

に地方分権のなかで住民参加の重要な取り組みとして期待をするところであ

りますが、提言書の内容を具体的にどのように進められているのか、その状

況をお聞かせください。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） ６つ提言をいただきました、それぞれの提言の取り組 

みの具体的なものを現在の状況をご報告申し上げたいと思います。まずは玉

城町の一番の象徴であります田丸城についてのお城公園の利活用という提言

をいただき、先般も議員の皆さん方にも清掃活動にご参加をいただきました

けれども、平成１８年からこの提言に基づいても実施をさせていただいてお

るわけでございますけれども、先般も約７００名近い方のご参加をいただき

ました。更にまた田丸城址が南北朝の時代に北畠親房によって砦として築か

れてきたということの記念の事業も実施をいたしまして、町内外から約１万

人の方に参加をいただいた、いろんなイベントも実施をさせていただいたり、

あるいは中学校の子どもたちが環境の浄化ということで、ＥＭ菌を培養いた

しましての公園浄化から、あるいはまた大人の皆さん方にもそういう清掃、

あるいは環境整備の取り組みもしていただいたりということでございまして、

それぞれいろんな団体の方にご利用いただくお城になってきたというふうに

思ってます。 

 最近では毎日、日曜日に約４０名の方がお城の遊歩道を利用しての健康づ

くりの取り組みもしていただいておると、こういうふうなことでもございま

す。また一昨日も相可高校の生徒の皆さん方が、お堀に空芯菜を栽培をして、
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そしてお城の水質浄化をしたいと。こういうことも今年で３年目になります

けれども、そういう取り組みもしていただいておると。またこうした環境の

取り組みが、お城だけではなくって、町内の外城田川の浄化から、あるいは

自分たちの住む周辺の環境をどうしていくのかというふうなことのキッズＩ

ＳＯという取り組みが、各町内小学校で開催をされたり、そして先ほど申し

上げましたように、その指導、アドバイスを京セラミタの工場長を始め従業

員の皆さん方が熱心に指導なさっていただいたと、こういうことにもつなが

っておるわけでございます。 

 今年も久野城主が田丸城に入城してきましてからの３９０年、要はこうし

た素晴らしい歴史遺産が残っておるわけでありますから、町民の皆さん方に

町の素晴らしい財産を理解をいただくということが、私も非常に大事だと思

っておりまして、このことにもこれからも引き続き力を入れていきたいと思

ってますし、大変以前から比べますといい環境で、そして町民の皆さん方あ

るいは近隣の方からもお城を訪ねていただいておるというふうなことを喜ん

でおる次第でございます。 

 それから２番目の玉城応援団というふうなことの設置、運営ということで、

この町をできるだけいろんな面で、勿論資金面もあるいは精神的な部分も応

援をしていただくような、そうした応援団の設置をしたらどうかと、こうい

うことの提言もありまして、いま三重県でいまの段階でもおそらくは第１番

だと思っていますけれども、ふるさと納税制度の導入の件では、玉城町のい

ろんなクレジットの先進的な取り組みに対して共鳴をいただく方がおみえで

ございまして、大変な件数でご協力をいただいておったり、あるいはこれは

財政面だけではなくって、いろんな地域の先ほどもご質問にございましたけ

れども、独居老人のお困りの方や、あるいは高齢者の皆さん方のサロンを開

催をして、いきがい対策の取り組みやら、大変な町の取り組みあるいは福祉

の取り組みに応援をいただいておるというふうなことが広がっておるという

ことの実績をあげていただいておるということであります。 

 さらに玉城版のコミュニティの育成というふうなことでの取り組みにつき

ましては、これも昨年から三重県初で町の職員がそれぞれ自治区の区長さん

のほうでお出かけをさせていただいて、そして情報交換をさせていただくと、

こういう取り組みも進めてさせていただいておるわけであります。やはり顔

と顔をあわせて、そしていろんなお話をさせていただきながら、地域か抱え

る課題、あるいは町のいろんな今の情勢等々、説明を申し上げて一緒になっ

てまちづくりを進めていこうと、こういうことでなければならないわけでご

ざいますので、その取り組みを始めさせていただいておりまして、大変ご理

解をいただいております。またコミュニティの面では集落におきましては、
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農地あるいは農業排水路の維持管理は従来は農家の皆さんだけでやってこら

れたわけでありますけれども、そうではなくってやはり農地の持ついろんな

環境面での役割というのがあるわけでありますから、これにつきましては非

農家の皆さん方にも協力をしていただき、あるいはまたそうした環境面での

果たす役割は非常に大きいということで、子どもたちにも一緒になって地域

の環境をよくしていこうという、いわゆる農地、水、環境保全の向上の対策

の事業も進めていただいておると、こういうことでございます。 

 それから福祉バスの活用についてもご提言をいただいております。今回も

予算で提案をさせていただいておりますけれども、やはりもう少し便利な形

でという形のご要望は以前からいただいております。このデマンドバスの実

証実験の検討を、東京大学に委託をいたしまして検討をしてまいりたいと、

こういう考えを持たせていただいておるわけであります。 

 それから人づくりについてでございますけれども、これはまさに町を発展

をさせていくためには、人の力あるいは住民の皆さん方同士のご理解、助け

合い、支え合いというのは、これが重要でありますから、そして行政やある

いはいろんな組織だけでは町の発展はできないわけでありまして、まさにや

る気のある人がたくさん集まっていただいて、そしてこの地域をよくしてい

こうと、こういうことにならなけりゃいかんわけであります。三重県の今年

からスタートいたします美し国おこし三重、それにつきましては第１番に県

下で座談会を開催をいたし、そしてその積極的な取り組みを進めたいという

ことで動きつつあるわけであります。 

 更に最後の収納率の向上対策につきましては、これも全国初の総務省で玉

城方式というふうな形でもご理解をいただいておりますクレジットでの納税

システムを立ち上げさせていただいて、力を入れさせていただいておるとい

うことであります。しかしそれぞれのご報告を申し上げておりますことは、

これで終わりということではございませんで、更にいろんな見直しあるいは

また新しい取り組みというふうなことを続けていかなければならんと考えて

おるわけでございまして、今後も貴重なご提言をいただいておりますから、

これも尊重させていただいて、一つひとつ町の発展のためにつなげてまいり

たい、こういう考え方を持っておる次第でございますので、よろしくお願い

をいたします。 

○議長（小林一則君） ９番 山口和宏君。 

○９番（山口和宏君） ただいまずっと６項目にわたり今までの経過報告をい 

ただいたわけでございますが、ずっと聞かせていただいてますが、今までの

流れでやっているという雰囲気のものばかりではないかと思います。人づく

りについてでございますが、美し国三重の関連もこの中に入っていくだと思
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います。それについて私、１回目の座談会の方へもお邪魔いたしまして、こ

んだけの地域の皆さん、個人的にいろいろやってござる人が集まったんやな

という印象も受けました。それで２回目、私もちょっとようお邪魔しません

でしたが、２回目はどういうふうな雰囲気で進められるんですか。３回目も

あるんですか、進める計画は。 

○議長（小林一則君） 政策財政担当課長補佐 中村元紀君。 

○政策財政担当課長補佐（中村元紀君） 第２回目は先月に開催させていただ 

きました。後、３回目以降につきましても開催の予定をさせております。そ

れで来月の広報には次回の開催予定を載せさせていただきたいというふうに

考えております。第１回目の時に寄っていただきました方につきまして、も

う少し内容を深く掘り下げたいということで、前回の時につきましては広く

公募をせずに、１回目に来ていただいた方に次回の日程を、その場で決めさ

せていただきまして、その時に来ていただいた、それで内容を詰めさせてい

ただきまして、いま幾つかのグループが既にグループ登録をしまして、詳細

の勉強会であるとか、打ち合わせであるとか、そういうふうな格好でいま進

んでおるような状況でございます。 

○議長（小林一則君） ９番 山口和宏君。 

○９番（山口和宏君） わかりました。３回目はどういう加減か、私も行ける 

ような時間がありましたら、またお邪魔したいと思います。 

 この６項目の提言の収納率につきましてですけども、これ町長も先ほど言

われましたようにクレジット、それで１８年からカードが進んで、ある程度

の収納率は上がりました。それではやっぱり１００％、この提言書をなかに

は１００％を目指すという収納率というように掲げてあります。先だっての

質問の中にもありましたと思いますけども、わかっておって納めない方もみ

えると思いますんで、そういうような滞納者はやっぱりきつく出ていくのも

あれなんですけれども、ある程度のやっぱし計画をもって進めていただける

のは、これらのこの対策については早急にやっていただく方向を考えていた

だくのが筋だと思いますけど、その点はどうです。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 最近の経済情勢でいろんな生活が苦しいというふうな 

お話もあるわけであります。本当に困ってみえるという方につきましては、

いろんな手だてをさせていただくことになっておるわけでございますけれど

も、やはり悪質で税金を払っていただけない、これは国民の義務でございま

すから、これはどうしても払っていただかなければいかんわけです。そうい

った場合には法的手段を講じさせていただいておる、財産の差し押さえ等を

させていただいておる、こういうことでございまして、このことはやはり悪
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質な場合については強力に今後も進めてまいります。 

○議長（小林一則君） ９番 山口和宏君。 

○９番（山口和宏君） そうしたら町長、今までも差し押さえ、捕捉というよ 

うな事案ありましたんですか。そんなんやったら、そういうとこきっちりと

進めていただくように、よろしくお願いしたいと思います。 

 福祉バスの利活用についてですんやけども、この中で６項目ありますけれ

ども、どれを優先してこれから重視して進めていく、即課題に取り組めると

いう課題もあると思いますんで、そこら辺は具体的にどういうようにこれ６

項目の中でどれを優先して、これから先、活用していきます。このとこちょ

っとすいませんが。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 全て優先をさせていただかないかんというふうに率直 

に思っておりますけれども、やはりこれからの町の将来を考えた時に、何が

必要かということであります。いろんな取り巻く状況が変わって、経済的に

厳しいわけでありますから、これはやはり子どもさんが少ない、あるいは高

齢化が進んでおるというふうなことに対する対応、これをどうしていくのか

ということにありますし、もうひとつはやはり地域の経済ですね、いまは製

造業、大企業さん、３社大企業さんありますけれども、企業さんに依存をし

ておると、これからも共存共栄という考え方で進めなくてはなりませんけれ

ども、やはり地場の力、玉城の農業を中心にいたしましたところの経済力を

どう高めていくのか。あるいはその玉城で生まれて育った若い方々ができる

だけこの地域に残っていただくような、そういう施策をどうしていくのかと

いうまさに人づくりですね、あるいは産業おこしと、こういうふうなことを、

これを力を入れていく必要があるんじゃないかなと、こんなふうに思ってま

す。 

○議長（小林一則君） ９番 山口和宏君。 

○９番（山口和宏君） ただいまの町長の答弁のなかで、人づくりは必ずやっ 

ていかないかんということで答弁いただきましたが、この人づくり、コミュ

ニティの中にもこれ提言書にも載っていますが、組織は人なりと言われると

いうことで書かれてます。組織というのは町行政も組織の中、そやで人づく

り、こうやって提言書を地域の方々いろいろなリーダーという人づくりのこ

とをこれうたってますが、こういう言い方を質問するとは失礼かもわかりま

せんが、やっぱし町行政の人づくりもこれからは町長の手腕を出していただ

いて、やっぱり人づくりというのを力を入れていただいて、区ということも

町行政の質向上になると思いますので、そこら辺のもんをひとつよろしくま

たお願いしたいと思います。 
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 いろいろと町長答弁も聞かさせていただいて、まだこの６項目の提言書に

対しての具体的に進んでないのが現状かなという思いを持ってます。この提

言書を答申されてこの９月で１年になります。なりますので今後、私も戦略

会議のメンバーの皆さん方々とともに、チェックをしていきたいと思います

ので計画書ができ次第でもよろしいですで報告を願いたいと、私のほうもま

えチェックさせていただく、この度、先々見ていきたいと思ってますので、

よろしくお願いします。我々議会としても支援するところは支援させていた

だきますし、その点はこちらへもまた要請いただければ私らも支援をさせて

いただきたいと思っております。 

 なおこの提言書を行政として今後十二分に活用していただいて、住民満足

度の向上及び行政課題の解決などを、行政に期待をしまして質問を終わりた

いと思います。ありがとうございます。 

○議長（小林一則君） 以上で、９番 山口和宏君の質問は終わりました。 

 

○議長（小林一則君） 次に、１０番 奥川直人君の質問を許します。 

 １０番 奥川直人君。 

○１０番（奥川直人君） それでは議長のお許しを得ましたので、一般質問を 

通告書に基づきまして質問させていただきたいと思います。３点の質問をさ

せていただきます。職員の人材育成について、稲作生産調整達成率の向上に

ついて、そして世古地区内の農業振興地域内の農振除外について、以上３点

を質問させていただきます。 

 先ほど山口議員さんのほうからありましたけれども、組織は人なりという

ことで今回、職員の人材育成について質問をさせていただくわけであります。

玉城町の教育委員会につきましては、前回、教育長がしっかり答弁をいただ

きまして、行政間の縦割りをなくすとか、プラン・ドゥ・チェック・アクシ

ョンで改革をしていくという答弁をいただいておりまして、ここにつきまし

ては着実な人材育成と総合力の発揮により教育改革の推進を、私としては期

待をしたいとこのように思っております。 

 役場におきましてはこれは今回２回目になろうかと思いますけれども、以

前にも申し上げておるんですが、行政運営の資源である人、物、お金、そし

て情報の有効活用と効率的な運用が必要でありまして、その資源を使いこな

すのはやっぱり人であって、職員であるというお話も以前させていただきま

した。この４月に新入社員を迎えまして、人事異動が行われました。異動の

目的には組織の強化及び組織の活性化などいろんな目的があるわけですが、

今回の人事異動の目的、狙いについて町長にお聞きをしたいと思います。よ

ろしくお願いします。 
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○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君の質問に対して答弁を許します。 

 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 奥川議員から今回４月の職員の人事異動、その狙いと 

いうふうなことでのまずお尋ねでございます。これにつきましては職員に退

職がでました。従来からも欠員が生じてきておる。こういうことでございま

して、やはり特に保育所の部分での欠員があったわけでございます。やはり

町としても将来、あるいはその子育て支援ということを重点的に取り組んで

いきたいということでありまして、今回、欠員が出ておりましたところ正規

の保育士を５名採用をさせていただいたと、こういうことでございます。更

にもう一つは一般の役場の行政事務でこれも欠員が生じておりますので、事

務職員を３名採用したと、こういうことでございまして、そのことによると

ころの人事異動というものでございます。 

  若干の広報等で今回の４月の人事異動につきまして町民の皆さん方にお知

らせをさせていただいておりまして、他にも役場の執務の部分で窓口等の職

員の異動をさせていただいたと。これはやはりそれぞれのところに長年、年

数で従事ということで、ある面では熟知をしていくということでありますけ

れども、やはり全体のレベルアップという面では、いろんな支障が出てくる

わけでありますから、住民の皆さん方に支障が来さないような形で、常に住

民の皆さん方に対する窓口業務のサービスが行えるような体制での意識を持

ちながら異動をさせていただいたというのが、４月のこの度の異動の内容で

ございます。以上です。 

○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君。 

○１０番（奥川直人君） 新入職員の方が入ってこられまして、人が変わられ 

たということで、人が変わるということは先ほど町長申されましたが、全体

のレベルアップとかいうふうなことを、総合的に考えておるということでご

ざいます。職員の異動には人事とよくいいますけれども、ここでは役場では

公室ともいうんですか中心にですね、これからの行政の発展をめざした人材

育成及び適材適所というのが、非常に重要だとも考えますし、そういったこ

とを課長会などで調整をしながら協議のもとに進めておられるのかなという

ふうに考えておるんですが、その辺についてどういう進め方をされておるの

ですか、人事担当の田村課長補佐、お聞きしたいんですが。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 奥川議員から田村補佐のご指名がありましたけれども 

、それは人事の裁量権というのは当然私にあるわけでございます。当然担当

してはいろんな具体的な人事管理面の担当は仕事の中でさせております。た

だいまお尋ねのそういう人事異動についてのいわゆる適材適所あるいは役場
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の全体の行政能力のアップ、そういうふうなことについては日頃からどんな

観点で考えて、異動を発令しておるのかというふうなお尋ねだと思うんです

けれども、これはたえず私、副町長あるいは担当の総務課長、そして所管の

それぞれ課長等のいわゆる今回もそうでありますけれども、６月の補正予算、

年に４回ある定例議会あたりでの準備の際に、それぞれの各所管からの現在

の仕事の状況、あるいは新規施策の予算要望、あるいは補正の要望等をそう

いうふうな中での人の問題、新しい権限委譲の仕事に対して対応ができてい

くのかどうか、これはもう基本でありますから、そういうふうななかでのい

わゆる日頃の聞き取り、そんななかでチェックをし、そして必要な場所、あ

るいは必要な人材というものを見極めて、そしてより力を発揮できるような

体制づくり、これが一番私は大事だなというふうに思っております。日頃か

らそういう流れの中で参考にしながら、私が最終的に発令をさせていただい

ておると、こういう状況になってございます。そんなことですね。 

○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君。 

○１０番（奥川直人君） あまり予算というのは人には関係ないんで、人の人 

数もそう大きく入れ代わることでもないんで、予算という名前が出てくるこ

と自体が不思議で、本来であれば業務の効率化とか、人の育成とか、そうい

ったことを重点的に、ついででじゃなくって本来は一番大事なことだという

ふうに思いますので、そういった時間を設けて予算案を検討するついでに、

人のこともやるということに対しては、少しどうかなというふうに思ってい

るわけでありますが、それはそれとしまして、異動された職員の皆さんがど

こでも早期戦力化という言葉がありますから、異動された方がその職場に早

く馴染んで、早く仕事をしていただくというふうなシステム、仕組み、これ

についてお伺いしたいと思うんです。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 予算案と申し上げましたのは、役場の一般会計では約 

４０億の予算、それを執行していくのは人です。予算を執行していくのは人、

予算の中にはご承知のように人件費が、各科目でどれだけかそしてどれだけ

のスタッフがそれにあたっていくのかということでありますから、その都度

にやっぱりチェックあるいはまた具体的にそれぞれの施設で、どれだけのい

ま例えば保育所であれば、子どもたちのお預かりが増えて、どれだけの人員

不足になっておるのか、こういうふうなこともありますので、執行は人であ

りますけれども、そんななかでもやっぱし人事というふうなものは必要にな

ってきます。 

 それからもう一ついまのお尋ねの関係では、やはりたえず研修する機会と

いうのは１回したら終わりということではなくって、繰り返し繰り返し研修
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が必要だと、その中身が大事なんで、それは特にいまは権限委譲で新しい制

度が自治体におりてきます。もう昔の役場とはまったく違うわけであります

コンピューターもどんどん、あるいはまたもうペーバーレスあたりの動きも

早くから進んでおるわけでありますけど、そういうふうなこの新しい流れに

常に応えていくという能力ですね、これはこの個々の担当しておる部分での

具体的な仕事についての研修、あるいは職員として今の地方の動き、あるい

は国の動き、あるいはこれからの住民サービスをどうしていくのか、こうい

うふうな全体的な自治体で勤めさせていただいておる職員としてのあり方い

かにあるべきかというふうなことのテーマで、たえず研修をしていかないか

んということであります。 

 先般も超一流の国を代表するような方がわざわざいろいろつながりや、玉

城町の中央での評価をご覧をいただいた結果だというふうに、私は聞いてお

りますけれども、ここへお越しをいただいて２日間にわたって、職員向けに

お話をいただいたりしておりまして、年に全体の研修、職員を集めての研修

は年に１回はしたいなと、こんなふうに思っておる次第です。そんなことで

す。 

○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君。 

○１０番（奥川直人君） 漠然とした答えで、私は職場を変わった人が、その 

生活福祉課なりどこかへ変わった時に、役場としてそういうマニュアルがあ

るのかというのは、町長のお答えされたのは役場職員としてどうだというこ

とで質問の答弁に、私はなってない。各職場単位でどういった人材を早期戦

力化するんですかという質問をさせていただいたので、ちょっと少し意味が

わからなかったんですが、次へいきます。 

 また引き続いてやりたいと思います。本来そういった戦略化をする場合に

は一般ではここの職場にはこういう役割があると。そしてこの中にはこんな

仕事がありますと、そしてその中であなたが仕事をするのはここですと、こ

のストーリー立てて仕事の説明をすることによって、その課の仕事なり自分

の責任なり役割なりが明確になっていくというふうなことのマニュアルとい

うものを、各職場ごとに本来はあって、だから結構勉強してかないかんとい

うふうなことをお聞きしかったんでありますが、まあよろしいですわ。職場

機能の活性化として、もう１点は私は議員さしてもらって２年間、約２年間

になるわけです。課長はもう少し変わってもらったほうがいいんじゃないか

なというふうに思います。私は過去はどうだったかということはわからない

んですが、長い間、担当されている課長もみえますし、いろんな行政の変化

が激しい中で町長おっしゃられるように、いろんな課長さんがいろんな組織

長がいろんな情報を持ってやらないと、なかなかいろんな総合力を発揮した
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僕は行政ができてこないんじゃないか、偏ってしまったらいかんという意味

て先ほど言いましたように、課長さん方の異動とか、異動することによって

違う部署も経験してもらって、新しい風をふかしていただく、またその部下

の人が変わられたことによって、いろんなサポートをせないかんということ

で、次の方が育っていく、そういうふうな流れのあるような組織運営はでき

ているのかなというふうなことでお聞きをしたいと思います。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） そのマニュアルの話のところもちょっとありましたの 

で、それをちょっとあまり長いこと言わへんけども、まあまあちょっと言う

ときますわ。マニュアルというかそれぞれ分担、事務分掌というか、それが

なければ処理ができないということでございまして、これは見ていただいて

おると思いますけれども、総合計画とか基本計画とか実施計画というのがあ

りまして、それにそれぞれの課でどういう課題があるのか、問題、課題があ

るのかと。それをどういう方向で解決していこうとしているのかというよう

なこと、それぞれ明示しておる。あるいはそれはむしろ公開しておるわけで

すから、それに基づいて職員が処理をしていく、これは当然ですし、そして

それぞれのいわゆるいろんな窓口の仕事であれば、国県、自治体としての役

割、これがなければ仕事が進まない、こういうことであります。 

 それからもうひとつはそれぞれやっぱし全体的なレベルをアップしようと

いうことで、いろんな行政課題に対応していかなければいかん時代でありま

すから、極力定期的な異動は進めていかなければいかんというふうに思って

ます。そういうことです。 

○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君。 

○１０番（奥川直人君） マニュアルの話に戻りますけども、計画推進という 

のはこれはもう当然であって、私が言うとるのはその職場でその実務が早く

できるためのマニュアルというとるわけであって、その計画を進めておる、

それはチームとしてやっていかなければいけない問題であって、それは当然

なんですよ。私はその職場へ人が変わった時にその職場に早くなじんで、早

くその仕事ができて、早く住民の皆さんのお役にたつ、このスピードのある

なんていいますか、そういう職場での教育のことを言っておるんで、ありが

とうございました。 

 先ほどその前に町長の方がおっしゃってましたけども、職場の意見を聞く

ということでありますけども、役場の職員の方の意見を聞かないかんという

お話をいただきましたが、職場の適材適所への配置やいまの職場での課題、

職員の仕事への意欲向上など、役場のトータル的な行政課題収集を行うため

に町長は前回、職場の声を聞くことが以前から重要だと申されております。
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今日も申されました。一人３０分、嘱託職員を含めて３００名の対話を設け

ておりますということで申されていましたが、その実績と結果はいかがです

か。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） まだ全部の方にそういうふうな全てを聞く機会という 

のはございません。一部には進めさせていただいたりしております。そして

できるだけ時間を設けていろんな施設へ、こちらの方から出向かせていただ

いて、そしてお話を聞かせていただく。こういう機会にも出ておるという状

況でございまして、まだまだ全て聞き取るというところまでは至っておらな

いのが現状でございます。 

○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君。 

○１０番（奥川直人君） 一部というのはどれぐらいか、だいたい何％ぐらい 

かお聞きをしたいのと、その対話から得られたもの、得るために聞かれたん

ですから得られたものはどういうものかということも、ついでにお答えいた

だきたいと思います。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） まだ２０％前後ではないかなというふうに思っていま

すけれども、対話から得られたものというか、本当に私が言うのも変ですけ

れども、職員がそれぞれのところで精一杯真剣に頑張ってくれとるなという

ふうに率直に思っています。なかにはオーバーワークになって、ちょっと心

配せんならんというぐらいの馬力かけてやっておる職員もおってくれるわけ

でありまして、本当にそれぞれの持ち場持ち場で、一生懸命になって取り組

んでくれておるというふうな印象を率直に持っておる次第でございます。 

○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君。 

○１０番（奥川直人君） ありがとうございます。そういったことで職員の方 

方の声を聞いていただいて、ある時は励まして、ある時は指導しながら人材

育成、温かい意味で育てていっていただきたいと、このように思いますが、

２０％というのは非常に残念でした。私はこれは前回の一般質問で、もう１

年半ぐらいになりますけれども、前の質問なんで、是非、有言実行で進めて

いただきたい、我々はそのために一般質問をしてますんで、ご理解いただき

たいと思います。 

 続きまして、それでは２番目の生産調整の質問に移ります。また生産調整

かというふうに思われておられる方もおみえになると思いますが、しかし先

ほどの町長の答弁じゃありませんが、単なる一度だけの一般質問で結論がで

ることはまずないと思います。現実には何も変わらないし、何も起こらない

ことが多い、こういうふうに私は思っております。議会での一般質問はパフ
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ォーマンスやイベントではなくって、住民の皆様方の声や意見やそして課題

を感じておられるものを、この議会の場でいろいろ討論させていただくわけ

であります。私たち議員はその中でその意見の良し悪し、これもしっかり判

断をして今後玉城町の将来を考え、この一般質問の場で行政の現状をまず聞

くということで、これが第１回目だと私は思うんですが、その行政の課題及

び諸課題に対し政策や改善案を持つということで、そしてそれがまず本来の

姿だというふうに思っております。考えや改善案を何度でも粘り強く、執念

を持って進めていくことが、これが議会の仕事かなというふうなことも考え

たりしております。 

 そしていまケーブルテレビで住民の皆様に、見ておられる方もみえると思

うので、議会の活動や町政に対する課題をご認識いただくということ、議員

として住民の皆様方とともに、玉城町をよくしていくことが議員であり、議

会の大きな役割であるので、何回かになりますけれども、今回も生産調整の

問題について質問させていただいているわけであります。 

 平成２０年度の県下２９市町及び玉城町の現状の課題は何かお聞きをした

いと思います。これは生産調整の県の内容と町の状況について、お聞きをし

たいと思います。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 平成２１年度の玉城町の課題というふうなことのお尋 

ねでございます。 

○１０番（奥川直人君） ２０年度、２０年度の県内の。 

○町長（辻村修一君） 状況、２０年の県内の状況というのは、２９市町で未 

達成が７市町ございました。そういう状況でございます。具体的なところが

ございましたら、担当の方からもご報告を申し上げますけれども、そういう

ふうなことで承っております。以上です。 

○１０番（奥川直人君） 玉城町はどうですか。 

○町長（辻村修一君） 玉城町もその中に含まれておるということです。 

○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君。 

○１０番（奥川直人君） 玉城町は何番ですすか。 

○議長（小林一則君） 農林商工課長 田畑良和君。 

○農林商工課長（田畑良和君） 何番と言われますと、ちょっとはっきり何番 

というとこまでいきませんが、各市町によりましてこの面積的な状況が違い

ますということで、何番とちょっとはっきりよう申し上げません。ただしか

し７市町のうちには入っておるということですが、下から数えたほうが早い

というふうに認識をしております。 

○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君。 
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○１０番（奥川直人君） それではそれはそれとしまして、町内に目を移しま 

して、それでは町内にいきます。本年２１年度の生産調整の推進策として達

成集落に対して補助金が出るようになりました。約８０万円ぐらいの予定だ

と思うんですが、その効果であろうかと思っているわけですが、本年の達成

集落予測は昨年１５集落しかできていなかったものが、今回の２１年度の生

産調整の予測で１８になったということで、３集落増えてきたわけでありま

す。 

 それは田丸地区の上町、元町そして下外城田の小社が１００％を達成いた

だいておるということで、ご協力をいただいております農家の皆さん、そし

て集落で達成されました皆様方には感謝を申し上げたいというふうに思って

ます。このように私は少し成果が出だしたと喜んでおるわけですが、行政と

してこの状況をどのようにお考えか、またこれからの施策について、どうお

考えか町長よろしくお願いします。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） いま議員から具体的な集落のお名前も言っていただき 

ましたけれども、これは一重に関係する自治区の農事部長さん、農家の皆さ

ん方のご理解のおかげであると、こんなふうに思っておる次第でございます。

やはり今後もこの生産調整につきましては、ご承知のように国の担当大臣の

いろんな考え方が示されたり、あるいはまたいま国のほうでおそらくは中間

の部分で、８月の中頃にはその考え方が示されてくるんだろうと思いますけ

れども、そうした新しい農業施策の考え方等が示されてくるわけでございま

すが、私も毎年毎年、年の初めから関係する組織、あるいは農事部長さんの

会議等でお願いを申し上げて、やはり生産調整につきましてはひとつご協力

を願いたいと、こういうふうなことの働きかけを進めさせていただいておる

わけでございまして、本当にご理解をいただいておることに感謝を申し上げ

ておる次第でございます。以上です。 

○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君。 

○１０番（奥川直人君） この２１年度の稲作のこの数字は、町長ご存じだと 

思いますし、各集落単位での達成状況というのが出ております、いま予測で

すが。もう少し頑張ったら達成できる集落ってあるんですね。いま先ほど申

しましたように、いま１８集落となっておりますけれども、後０．５反とか

ね、０．３反、０．４反、５反、７反、各集落でこういうところでもう少し

クリアーしたら１００％いくんです。ですから進め方としましては、私は玉

城町全体の達成率を上げるという方法もありますが、集落単位、いまいろん

な補助金も関係も集落単位で頑張ってくれという地域コミュニティ活性化助

成事業というのもやられようとしているわけですから、集落単位でこういう
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形でチェックをしながら推進策を練っていくいうことは、私は一番大事だと

いうふうに思いますが、田畑課長どうですか。 

○議長（小林一則君） 農林商工課長 田畑良和君。 

○農林商工課長（田畑良和君） おっしゃるとおりというふうに思いますが、 

今年度が少し状況が良くなったということでありますけれども、これは新し

い施策も取り入れたということも含めまして、これまでプラス、状況がうま

くあったというふうなこともあろうかと思います。おっしゃられたように各

集落単位でもう少しやれば、それなりに成果も出るんと違うんかと、それは

もうおっしゃる通りですので、今年度、可能な限りまた話といいますか、そ

ういう機会はまた設けたいと思います。加工用米とかまだ書類の関係とかも

あろうかとちょっとはっきりわかりませんが、ありますのでそういうことで

一度検討を加えたい。 

○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君。 

○１０番（奥川直人君） ということで、まだ後４集落はもう少し頑張ったら 

クリアーできるという段階にもありますので、ひとつは集落単位の達成率を

あげていくというふうな考え方といいますか、いうふうなことも是非取り入

れていただいて、達成できる集落数を増やしていくということを是非お願い

をしたいと思います。 

 でですね、ちょっと先ほどの町長や田畑課長の県の内容について、少し話

を戻したいと思いますけれども、三重県は平成１９年、先ほど２０年度実績

を聞いたわけですが、１９年は１７市町だったんです。ですが、１９年から

２０年の１年間で５集落増えているんです、達成集落が。去年は２２集落の

７集落が未達成だと、県は進んでおるんです町長。１年で５集落増えておる

わけですわ、そういったことをしっかり見て玉城町の位置はどうなんかとか

ね、立場はどうだということもしっかり見てもらいたいというふうに思いま

すし、たぶんこれは面積は差引のこのプラスマイナスの数字が出てますから、

これで計算すれば一番悪いのが伊勢、その次に明和町で１２２．９％オーバ

ー、玉城町が１１９。３位でもう肩を並べておると。玉城町はいまのところ

３位だということも、こういう数字があるわけですから、こういう中から私

は施策をしっかりと考えていただけるような力を身につけていただきたいと、

このように思っております。 

 ですから流れも大事だと、そしていまの置かれている立場も大事だという

ことでお願いをしたいなというふうに思ってますので、よろしくお願いしま

す。 

 この生産調整ですけれども、いろんなそれぞれ農家の皆さん方は、いろい

ろお考えがあろうかと思います。しかし町長もおっしゃられましたように行



 

61 

 

政としてはやっていくということで、一貫した取り組みが必要だというふう

に申されています。玉城町は農業主体の地域性から住民の皆様方にご理解を

いただいて、農業政策や農業振興に貴重な税金を使わさせていただいておる

わけであります。そのなかで学校教育における農業体験、また地元のお米で

給食を食べて新鮮で安全な食育が行われていることも事実であります。 

 そうしたなかで税金からＪＡ農協に生産調整推進対策事業補助金というの

が１１３万円支払われております。先日ＪＡの玉城町の柿部会、これは果樹

生産団体ですけれども、平成２０年度の総会が開かれまして、ＪＡの職員の

方から柿部会に対する町の補助がなくなりましたというふうなお話がありま

した。私はこれおかしいなというふうに思いましたので、今日、柿部会の方

も放送を見ておられると思いますので、この状況の説明を行った後、行政の

考え方を聞きたいとこのように思います。この補助金は本年度も従来どおり

１１３万円、ＪＡに行政から支払われます。そしてこの目的はＪＡに対する

生産調整対策推進事業補助金であり、ＪＡが目的外に柿部会というのはあま

り生産調整とは関係ないんで目的以外に使われていたのではないか。 

 そして行政としてＪＡに対する使途、使い方確認で不十分であったのでは

ないかということであります。その結果、今回、柿部会の補助金、梨、ブド

ウの補助金も含まれますが、適用されなくなったということで貴重な税金が

目的外に使われていたのではないかということであります。担当課長にはち

ょっと申し訳ないですが、ＪＡの会議で役場の補助金がなくなったというこ

とで、私もこういう行政におりますと、いやいや役場の補助金は減ってない

と、使い方が悪いんと違うんかというふうな話をしておいたんですが、まず

１点目にこの問題が生じた原因。２点目、生産調整対策事業補助金のＪＡと

タイアップした、有効活用方法はどのようにされるのか。そして３番目、部

会費はＪＡの農業支援活動費ではないかと思うんで、その辺のご意見を伺い

たいと思います。以上３点です。 

○議長（小林一則君） 農林商工課長 田畑良和君。 

○農林商工課長（田畑良和君） ＪＡの生産調整推進対策事業補助金というこ 

とでございます。このことにつきましては、早い段階から奥川議員ともいろ

んな話をしてきておる内容でございますけれども、以前の私が知りえる範囲

で申し上げますと、営農対策推進交付金というのが以前に支払われておった

というふうに聞いております。あの時点でこの生産調整対策推進交付金とい

うことに変わったということですが、生産調整というもののとらえ方をどこ

までどうするのかということに原因といいますか、あろうかと思います。 

 平成２０年度あたりで農協さんともいろいろ話をしてきております。でそ

の時点で各部会へ振っておったということで、予算書なりが出来ております
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ので、なかなか変更に至らんだというところもありますが、永年作物という

んですか、柿、ブドウ、梨ですか、そのあたりについては生産調整と言いな

がらも対象外になるんではないかということで、いろいろ昨年からお話申し

上げてきておるなかです。今年度は既に部会によりましては総会もすぎてお

るというふうなことも聞いておる団体もあるわけですが、町としましては改

めるべきは改めるということで、平成２２年度の予算からは新しく整理をし

た上で交付をしたいいうふうに考えておるところです。 

 その中身ですけれども、水田農業ビジョンというのがございますが、その

なかに振興作物というのもございますので、そのあたりも対象にした内容に

したほうがいいのではないかということも考えております。また水田の有効

利用、転作を含むんですが、有効利用とかねた事業費に対しての支出に限定

をするという考え方もございます。ただいまＪＡさんのほうといろいろ協議

をしておる最中、細かいところまでお互いに協議をしておる最中でございま

す。現在のところは以上でございます。 

○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君。 

○１０番（奥川直人君） お金の使い道、配分を決めるという使い方もあるん 

ですけれども、これ対象だ、対象外と、私はこの生産調整を進めていくため、

また農家の皆さんの意見を聞いたり、いろんな経費がかかるわけですよ。こ

れからどういうことをしていこうとか、こういう協力をしてもらえやんかと、

そういった本来は僕は事業に使っていただく、こんなん振り分けするだけだ

というんでは、本当に生産調整が進むのかなと、そういう意味では農協なり

いろんな土地改良区、いっぱいそういう団体があるわけですから、そういっ

た中で力の強い農協さんと、しっかり協力してこれ一遍今年やってみようと

いう何かそういう目的を持った事業を進めてみるとかね。いった形に進めて

もらえればもっといいんかなと、夢が生まれてくると、今までどおりですも

ん、それやったら、こう振り分けただけですからね。 

○議長（小林一則君） 農林商工課長 田畑良和君。 

○農林商工課長（田畑良和君） 先ほど申し上げました最後に申し上げました 

ところですが、いろんな考え方の中で水田の有効利用についておかれた事業

に対しての支出に限定をするというふうなことも、提案の中には入れており

ますので、それも含めて検討に入ります。 

○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君。 

○１０番（奥川直人君） わかりました。是非ＪＡさんと一緒に力をあわせて 

やっていただきたいと思います。先日、少し話が変わりますが、国、県、行

政、ＪＡ無論のことですね、先日傍聴させていただきました水田農業推進協

議会また農業委員会なども、委員の皆さん生産調整達成には努力は必要だと、
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このように申されておりまして、そうした生産調整に対する気運が少し高ま

ってきたんかなという気を感じるわけであります。 

 そしてまた有田地区の土地改良区もパイプラインの事業を行っておりまし

て、国、県の補助もいただいて生産調整はその条件だと、その条件を満たさ

ないと補助もおりないというふうなこともありますので、という条件であり

ます。そんななかでこれも前回町長に聞いておるんですが、職員さんについ

ては昨年６月に質問させていただいておりまして、当然職員はいろんな面で

行政の取り組みについては、率先した形での姿勢を示していかなければなら

ないと言っておられ、再度ご質問しますが、職員の家族のご家庭は１００％

実施しておられるのですか、お伺いします。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） １００％実施しておるかどうか、全てチェックをして 

おるわけではございませんので、どういう状況か確かなところお答えするわ

けにはまいりません。 

○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君。 

○１０番（奥川直人君） それでは一遍調べていただければいいかと思います 

。町長の部下ですから、わしが１００％やらないかんというとるのに、職員

がやってへんというふうなことになりますと、地域のまとまりも生まれてこ

ないんで、それは責任を持って調べていただきたいと思います。 

 そんななかでいろんな条件がこれまたあるんです。例えば自らつくってい

る場合はそうなんですけれども、例えば土地を誰かにつくってもろとるとい

った場合、私は作ってもろとるから私は知らないと。こんなんでも駄目なん

です。公務に携わっている方は、そこまで地主として責任を持っていただく

ということが絶対大事なんで、それはみんな見てないようで地域の人は見て

いますから、しっかりその辺もしていただきたいと思いますし、当然議員も

そうです。また議員としてもこういう公務に携わるものですから、それは率

先垂範という意味では、この議員の皆さんも当然生産調整をしていくという

ことが基本的な条件だと、このように思ってますんでよろしくその辺は徹底

して力をあわせて、議員も職員も力をあわせて進めていきたいと、このよう

に思っています。 

 そこで今後の農業政策、私も生産調整なりいろんな形で一般質問させても

らっておるなかに、１つ提案をしてみたいなというふうに思っています。農

業政策、農業振興はやはり行政指導で私はあるべきだというふうに思います

し、それは国や県からいろんな補助金もありますし、国や県に従っていかな

ければならないということもありますから、これ当然そういう機関でありま

す。そして玉城町も町長も議員の皆さんも分権社会だというふうにおっしゃ
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ってますので、まず行政が歩む道を示すと考えています。よく町長のおっし

ゃられる事務処理をするだけではやっぱり駄目なんで、玉城町としての政治

や政策がやっぱり私たち皆の力でつくりあげていくということが求められて

いると思います。 

 そこで農業振興に関して現状の多くの機関、関連組織があります。先ほど

ものＪＡは元より水田農業推進協議会、土地改良区そして行政管轄の農業委

員会、農振協議会、担い手育成支援協議会などがあります。しかし残念なが

らこれは参加させてもらっていますが、やっぱり部分的なその部分の仕事し

かできてないというふうに感じまして、大きな農業政策としての活動になっ

ていないのが現状であります。そこで本来玉城町の農政とはどうあるべきか

といいますと、やはり大きな方針をひとつ決めて全体をコントロールしてい

く、そういった組織が私はいま必要かなというふうに思います。行政に全て

お任せするということは、これ絶対不可能ですし、各委員会でやれというの

も難しいんで、そういった大きな組織をつくるべきかなと、仮称でいえば農

政を総合管理する農業政策委員会、こういうものをひとつ幹にあって、そこ

に農業委員会、農振協議会、担い手育成とか土地改良区、いろんなものがそ

れに参加して本来の食育とかいろんな米粉とか、いろんなこれから米の需要

も含めて、そして先ほど言われた生産調整も含めて、総合的なやっぱり管理

ができるような仕組みづくりができるようなものを、是非私はつくっていた

だきたいというふうに思います。 

 議会と行政はあい対し、あい交わると申しますが、いろんなことを私申さ

せてもらっておるんですが、結局いろんな結果としていろんな意味でいい成

果を出して交わっていきたいと、このように思いますので、そういう提案さ

せていただきましたが、町長のご意見を伺いたいと思います。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 私は以前からやはり掲げさせていただいておりますよ 

うに安心の暮らしとひとつは活力、町の経済力、先ほどからの議員の方の答

弁にも触れさせていただいておりましたけれども、やはり町の産業振興、農

業を含めたところをこれからどうしていくのかという、いま奥川議員もそれ

ぞれのいろんな法に基づくところの委員会、協議会等がございますけれども、

そうしたこととは違って町の玉城町の農業政策、産業振興をどうしていくの

かというふうな検討会というか、研究会を立ち上げていきたいと、こんなふ

うに考えておる次第でございます。 

○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君。 

○１０番（奥川直人君） 総合的に農業振興、農業のいろんなものを使って商 

品をつくるとか、そういったことを総合的に考えていただける組織づくりに
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ついては、また私も賛成しますんで、また協力して進めていければというふ

うに思っております。これで生産調整については終わるわけですが、町とし

ての取り組みについて、生産調整についてお伺いしました。いろいろご意見

いただいてます。それとＪＡの生産調整の協力金の関係についてもそうです

し、職員の生産調整の実態については、もう一度再度町長に調査いただくと、

それで町の農業政策の明確な方針、いまそういう方向でというお話もありま

したんで、この４点についてまた何かまとまればご報告をいただきたいとこ

のように思います。 

 続きまして、前回に引き続きまして世古地区の農業振興地域内の農振除外

が行政として事務処理をされたわけであります。ということで貴重な前回の

お話をしました地域の農振が除外されてしまったということで、これは３月

の一般質問でさせていただきましたが、それ以降の状況の変化についてお伺

いを町長にしたいと思うんです。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 農振除外の手続きが完了になりまして、その後、申請 

者の方から４条申請、転用がなされたと、こういうふうに伺っております。

昨日に委員会が開催されたと、こういうふうなことを伺っておりまして、そ

の段階では保留となっておるということも伺っております。以上です。 

○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君。 

○１０番（奥川直人君） 昨日は農業委員会に傍聴させていただきました。あ 

れは５条ですよ、５条申請でしたね。たぶん５条申請だったと思うんですが、

それと４月４日に世古の字へ行かれたということをお聞きしたんですが、内

容をお伺いしたいと思います。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 内容につきましては、やはり除外に至った経過につき 

まして区の皆さん方にご説明をすると、こういう形での趣旨でお邪魔にあが

った次第でございます。 

○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君。 

○１０番（奥川直人君） 意見書が出されております、町のほうへ。反対とい 

うことで意見書が出てますし、土地改良区のほうからも反対という意見書が、

いま出ている状況であります。それでその土地は住宅メーカー、住宅の業者

の方から農地転用の申請が出ておるという状況で、いま最悪の状況なんであ

ります。これをどう乗り切るかということで、農業委員会のほうで検討いた

だいておるという状況です。 

 この内容につきまして、そういう地元も土地改良区もほとんど賛成の方は

おられないんと違うかなというふうな現状であります。先日、３月の答弁で
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町長が答弁されたわけですが、法律の専門家と言われております、町長のお

っしゃられました法律の専門家ですか、弁護士にこの間、私会わさしていた

だきました。おっしゃられておったんは、問題点を踏まえた相談ではなかっ

たと、こういう条件でこうなんですわ、ああそうですか。ちょっと私が間違

っているかわかりませんが、そういうご答弁でありました。条件に当てはま

っておるものは認めるのは当然ですねということで、そういう背景とか、こ

のどういう状況でこの土地がどうなったという背景は、その専門家には説明

がなかったというのが１点。 

 それで町長が法があってないと、前回、法があってないんで法律の専門家

に聞きましたということであったんですが、町長が法があってないというの

はおかしい。町長は法に基づいてしっかり答弁をしていただきたいというご

意見。 

 それと分権社会であり事務処理ではないと。これは町長が適切に判断した

結果であるということで、その辺の分権社会において町長の権限というもの

が重要ですよというふうなことが言われておりましたが、この当初、申請に

ありました農家分家住宅というのはどういう意味か町長教えてください。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 法があってないというふうなお答えを申し上げた記憶 

は、私はしておらんと思うんです。法治国家でありますから法に基づいて行

政処理をしなければいけません。不法な行為というのは、不法な手続きとい

うのはできないわけでありますから、あくまでもいろんな農業に関する法律

たくさんあります。それが入り組んでおります。それぞれその省令から通達

からたくさんあります。それに基づいて執行して、そして県との再三協議の

なかで処理を進めてきたということでありますから、違法な行為をしてきた

ということは、これは大問題ですよ。そういう考え方で進めさせていただい

ておると。 

 そして分家住宅につきましては、やはり３千平米の地域に計画では確か８

区画だというふうに伺っておりますけれども、やはり農村地域でありますか

ら、将来この地域の農業に携わっていただく方々のお住まいの住宅、こうい

うふうに理解をしておるところであります。以上です。 

○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君。 

○１０番（奥川直人君） 辞書を引きますと次男、三男とかね、身内の方が住 

まれることを農家分家住宅というというふうに書かれておりまして、私はそ

ういうふうに理解をしておりますが、農業に携わっていただく方がそういっ

た形で住んでいただくというんであれば、これは結構だというふうに思いま

す。 
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 しかしですね、昨日、難しいなこれ。農家分家住宅、括弧と書いてありま

したね、前回。建築住宅、建売住宅８戸、これは農家の方がお住まいになる

というご理解でよろしいんですね、町長。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 農家の方がちょっとそこらまわしの解釈というのは、 

農家の方がお住まいになるというふうなことになるのか、あるいはいろんな

農業も範囲が広いですから、農業に何らかの形で係わっていただく方が入っ

ていただくのか、そこらまわりの解釈はちょっといま正確なところはわかり

ませんけれども、いわゆる農業に何らかの形で関係のある方だと、こういう

ふうに私は認識しており理解をしております。 

○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君。 

○１０番（奥川直人君） これが本当に大事なことというふうに思ってます。 

そして昨日、農業委員会で傍聴させてもらった中には、これが建売住宅に変

わっておるのです。農家分家住宅という項目じゃなくって、今度は建売住宅

７戸という申請で出ておりまして、農家分家住宅ではないというふうに出て

ますので、またその辺をよく調査の上、行政としては確認をいただいて、法

的に問題があるのかないのかということも確認をいただきたい、このように

思います。 

 昨日はそういった形でご審議を農業委員会でしてもらって、保留という形

になりました。農地法のなかで前回は農振法でその除外がされたわけですけ

れども、今回は農地法ということで、農地法は農業委員会という立派な組織

がありまして、それで判断をしていくということになります。４条、５条と

いう条例で条件のなかで判断をされるわけであります。農振法と農地法は違

うんで農業委員会のほうでしっかりまたそういうことを調査いただいて、適

切な判断をいただきたいというふうに思っております。 

 私もこの問題をやり始めまして、行政の皆さんもたぶん担当された皆さん

もそうだと思いますが、どうもすっきりいかんというふうにお思いだと思い

ます。私もすっきりいっていません。で、度々質問させてもらっていますが、

この問題が起こったということは、皆さん痛切に町としては大問題というふ

うに思っておられますし、この重大な事件に対する行政としての今後にむけ

た課題や整理、今後見直すべき事柄は早いうちに私は整理をしていかないか

んというふうに思っています。こういう問題はこれから起きます。これが通

ってしまえば、その都度出てきますから、いまの間にこういうことが二度と

発生しないように、いまの現状で現状の課題たくさん今あると思うんで、そ

ういったことをいま現場、現物、現時点の姿で調査をしていただいて、今後

の施策なりを早い間に構築をしていただきたいと、このように思っておりま
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す。 

 最後に町長、その辺についてはいかがでしょうか。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 先ほどの質問にもお答えを申し上げておりますけれど 

も、玉城町の畑を入れますと約１，５００ヘクタールの優良農地、これをや

はり将来にわたって保全をしていく、あるいは全体の町の土地利用の中で、

住む場所、働く場所というふうな形のバランスというふうなものを、やっぱ

し保っていく、そういうふうな考え方、あるいは更に人口減少の時代であり

ますけれども、玉城町に定住をしていただく方を増やしていくという、それ

が町の発展につながるというふうに私は思っております。 

 そんななかで確か平成１３年の時点でも議会で議決をいただいております

玉城町の土地利用計画、これが一番最高の玉城町としての全体計画でありま

して、このことにその策定見直しの時期がきておりますので、今後、住民の

皆さん方のいろんなご意見を賜りながら、あるいは議会でもこ審議をいただ

いただきながら、土地利用計画の策定をしていかなければならんと、こんな

ふうに思っておるわけでありますし、もう一つは先ほどお答えさせていただ

きましたとおり町の全体の農業政策をどうしていくのかということの検討会

の中でも、こうした取り扱いについてどうしていくのかということを、皆さ

ん方でご論議をいただきたいなと、こんなふうに思っておる次第でございま

す。 

○議長（小林一則君） １０番 奥川直人君。 

○１０番（奥川直人君） 他から住んでいただくことも大事ですが、住んでい 

る人が住んで良かった町、まず住んでいる人が住んでいて良かったという町

でないと人は来ないというふうに思います。そして町長がおっしゃっておら

ますナンバー１のまちづくり、本当に住民の皆さんがたくさん反対しておら

れて、そういった気持ちを大事にしてあげる行政でなければ、ある反面だめ

だと。いくら法が正しくっても正しいかどうかわかりませんが、法が正しく

っていいのが一番いいんですけれども、できればそういったまちづくりを目

指していく、まず身近なところを大事にしていく、そういった玉城町に私は

していきたいと思います。以上で質問を終わります。 

○議長（小林一則君） 以上で１０番 奥川直人君の質問が終わりました。 

 

○議長（小林一則君） １０分間休憩いたします。 

                       （午後 ２時 30分） 

 

○議長（小林一則君） 再開いたします。 
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                       （午後 ２時 43分） 

 

○議長（小林一則君） 休憩前に引き続きまして一般質問を行います。 

 次に、５番 鈴木加奈子さんの質問を許します。 

 ５番 鈴木加奈子さん。 

○５番（鈴木加奈子さん） 議長のお許しをいただきましたので、５番鈴木、 

一般質問をさせていただきます。３項目にわたりまして通告をいたしており

ます。１つはお年寄りの安全安心の暮らしについてでございます。２つ目は

差し迫っておりますゼロ歳児保育、早く実現して欲しいというこの願いを基

に質問を、これで何度目かになるんだと思いますけれども、いまだ実現なっ

ておりませんので質問をいたしてまいりたいと思います。次は緊急雇用創出

事業についてでございます。この不況のなかで国では１５兆円なんなんとす

る予算を組んだということでございますけれども、なかなか派遣ぎりで大変

な人たちの声が寄せられておりますけれども、これにマッチしたような状態

にはなっていないということから伺ってまいりたいと思います。 

 ではまず最初にお年寄りの安全安心について、まずは介護保険についてお

伺いをいたします。玉城町の介護保険料、これは３年ごとに見直されている

んですけれども、県下でも３番目、高いほうからみて３番目という、そうい

う状態であります。そして負担をするのにはなかなか大変だということで、

よく呼びつけられるのでございまして、そこではそのうちの収入であるとか、

生活の状況であるとか、そういったことがお話をされます。伺いますと本当

に大変だなと思います。 

 そこで県内の第４期の保険料の徴収についてのこの一覧をいただきました

ので、これをもってみてまいりますと、玉城町はこの高いと言われておりま

す介護保険料を、７段階に階層ですね、所得区分のほうです。７段階に分け

まして徴収をかけております。 

 ところが他の自治体をみてみますとこれが最高では、三重県内では１１ラ

ンクに分けて徴収をされております。そしてみてまいりますと玉城町では一

番低いところで標準の０．５という数値になっておりますが、下げていると

ころでは０．４というそういう数値で徴収をなさっておられる。このような

ことがわかってまいりました。ですからよけい負担感があるんやないという

ふうに思ったわけです。ここに玉城町の介護保険の徴収のそれと、隣の松阪

市のがあるんですけれども、松阪市の場合ですとここは１１ではなくて９ラ

ンクに分けております。玉城町は最高が所得金額が２００万円というところ

が、２００万円のところで切りまして、そこが最高額ということになってお

ります。ですから２００万円を超えまして５００万円の所得でも２，０００



 

70 

 

万円の所得でも同じ金額を納めるということになっているわけでございます。

松阪市をみますと２００万円未満の方、その次は５００万円未満の方、５０

０万円を超える方というふうな、こういう区分になっております。 

 表で見せてもらってないもんですから、言葉で聞いただけですので本当か

なということも思うわけですが、もっとたくさんのランクに区切ってあると

ころでは最高のところでは１，０００万を超えるというランクもつくってい

るということだそうです。そしてその町長が先の議員さんの質問の中にでも

負担能力のある方には負担をしていただいてというお話がよく飛び出してく

るわけでございますが、私もそう思うわけでございます。所得の低い方はそ

の高いところにランクを設けまして、徴収の増額をし、所得の低いところの

人に少しでも軽減をする、こういうふうにすることが行政のなすべき姿では

ないか、所得の再配分というこの大きな役割を担っているのが国の行政と地

方自治体の姿であると思っております。その観点に立ちますとこういう対応

をすべきではないかと、このように思うわけです。もう今回は決めておりま

すけれども、次に決めます時に大事な問題だと思いますので、少し議論をし

たいと思っておりますので質問しております。お伺いをいたします、よろし

くお願いします。 

○議長（小林一則君） ５番鈴木加奈子さんの質問に対し答弁を許します。 

 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 鈴木議員からお年寄りの安全安心についてということ 

でございまして、特に介護のことについての質問でございまして、ご承知の

ように介護の問題というのは、もう今の高齢化の時代でありますから社会全

体で支えていかなければ対応ができないという高齢化社会を迎えてきておる

わけでございまして、この介護保険制度があって安心な暮らしが守られてお

るということも言えるのではないかというふうに思っておる次第でございま

す。特に具体的な内容をまた担当課長から補足をさせますけれども、このま

ずは要介護認定等の方法の見直しに伴う経過措置の対応状況というふうなこ

とで、４月１日に要介護認定の方法の見直しを行ったということでございま

す。趣旨はご承知のように要介護認定の方法の見直し直後において、利用者

に引き続き。 

○５番（鈴木加奈子さん） それは質問していません、まだ。 

○町長（辻村修一君） そうですか。 

○５番（鈴木加奈子さん） ランク付けについてだけ質問しました。 

○町長（辻村修一君） ランク付けについてはやはりその所得の高い人はより 

高い保険料と、こういうふうなご質問であったわけでありますけれども、今

回の保険料算定の中で４段階を２分割して負担軽減を図ったということでご
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ざいました。そして保険料率が２分の１となる加入者が全体の１１％にすぎ

ないという状況でございます。また４分の３となる加入者も９％しかいない

という状況でございまして、玉城町の所得階層からして階層を増やしまして

も、低所得者の方への保険料軽減に大きく寄与しないという考えを持ちまし

て、段階の解消にさせていただいてきたと、こういう状況でございますので、

お答えとさせていただきます。以上です。 

○議長（小林一則君） ５番 鈴木加奈子さん。 

○５番（鈴木加奈子さん） 町長、玉城町は７段階でございますので６段階と 

は違いますので、林担当課長にご答弁をというご意向のようでございますの

で、今後検討課題として是非このランク付けについては考えていただきたい。

１人しかいないからもう頭打ちでええんやと、そういうものではないと、こ

のように思います。やはり負担能力のある方にはきちっとランクを設けなか

ったら徴収はできないんですから、県内２５団体あるんです。亀山市、鈴鹿

市が合同でやっておりましたりしますので、そういうことで２５団体の中で

先ほど町長さん間違われました、６ランクでやっているのは１箇所、それか

ら玉城町と同じように７ランクに分けてやっておりますのが９団体です。そ

れから８ランクに分けておりますのが４団体、それから９ランクに分けてお

りますのが８団体、１０ランクに分けておりますのが１団体、それから１１

に分けておりますのが１団体と、このような状態になっておりますので、玉

城町よりもランクを多くもって、そして最低の一番低いところは玉城は０．

５ですけれども、標準に対する５割徴収ということなんですけれども、それ

ではなくって４割徴収にしているという、そういう対応をしておられるとこ

ろが、このランク付けの多いところにはっきりと現れています。そういった

ことでまた３年後ということの見直しになるんかと思いますけれども、そこ

へ向けて今から準備もし調査もしていかないと、また同じような姿になって

しまったんでは大変だと思いますので、事務的にも精通しておられる担当課

長さんのお話も伺いたいと思います。よろしくおいたします。 

○議長（小林一則君） 生活福祉課長 林裕紀君。 

○生活福祉課長（林 裕紀君） 今回の所得階層は先ほど言われましたとおり 

６段階から７段階と、この段階にあげたんですけれども、４段階の１．０と

いう標準のとこへむけて年金の改正がございましたので、そこに対して０．

８３すなわち４分の３の保険料というと、４分の１を値下げするというんで

すか、４分の３にする０．８３にするということで、回やっております。 

 これについて全体の２２．９％の方がこれに該当して、今回７段階に軽減

されると思います。大きく軽減と割増をみてみますと、軽減につきましては

うちの一番安くしておるところが今の０．５ということですから、保険料を
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基準の２分の１にしているというところが１段階、２段階、それから３段階

で０．７５、今回新しく出たところで４段階目で０．８３、それから１．０

で１．２５、１．５ということで、最高は１．５倍までいただくということ

になっていますが、ここで大きく１．０標準の保険料を徴収をいただいてお

る方々の比率をみますと、今回２０．３％ということになっております。割

増をいただいておる方々が３６．６％、軽減をさしてもらっておる方々が４

３％でありまして、だいたい１．０を中心として玉城町の場合は今回の場合

はバランス良く徴収ができたんではないかなということで、この方法で７段

階でいかしてもらっています。 

 一番下の１段階の所得の低い方ですけれども、０．５の方が１９名でござ

います。一番高い方が９．８％みえます。この方々の所得をあげてもさほど、

確かに上げれば何人かは安くなる、これは事実でございますけれども、１９

名の方ということで、これ以上あげてもあまり効果がみられないかなという

ことを検討をして今回７段階でいったということになっております。以上で

す。 

○議長（小林一則君） ５番 鈴木加奈子さん。 

○５番（鈴木加奈子さん） 今後の状況をみながら検討する余地はまったくな 

いと、そういう意味で今おしゃべりになったんですか。 

○議長（小林一則君） 生活福祉課長 林裕紀君。 

○生活福祉課長（林 裕紀君） いやこれにつきましては、今回の第４期の介 

護保険計画の中の所得階層でこのようにさせてもらったということですから、

当然第５期の介護保険計画の中でも、その時の直近の玉城町の所得階層に応

じた検討は勿論させてもらうつもりでおります。以上です。 

○議長（小林一則君） ５番 鈴木加奈子さん。 

○５番（鈴木加奈子さん） そういうことですので、よその状況なんかもお調 

べになり結果状況もつぶさにご覧になりながら、町長の判断にもかかってく

るかと思いますので、次の第５期を設定する段階におきましては、ご配慮を

いただきますようにお願いしたいと思います。もうご答弁いただきませんが、

町長うなづいておられますのでよろしくお願いしたいと思います。 

 それから先ほども先に町長さんがご答弁をされるような状況があったんで

すけれども、私質問の通告をいたしておったわけでございますけれども、こ

の介護の認定の仕方がそうとう受ける方にとっては悪い状態になっておりま

して、以前からコンピューターによる診査、その後、面接等によりましてそ

の人を状況をつぶさに観察しお話をし、また家族の方々のご意見などを聞き、

体の様子をチェックをしていきますと、コンピューターではじかれたよりも

ずっと重い介護度が設定されるという、こういうことがあったわけですけれ
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ども、小泉内閣の構造改革以来ですね、この医療費、福祉費を大幅に削ろう

という、そういう作用が働きまして、コンピューターで出てまいりましたこ

の結果を重視するという、これがずっと押しつけられてまいりました。 

 けれども全国各地から福祉施設を運営してみえる方も含めて、政府に対し

てワッと声があがりました。そこで土壇場になってまいりましてから、これ

が変更になりまして、先ほど町長おっしゃられましたけれども、以前の介護

度よりも軽くなった方は本人が選ばれれば、重い介護度のままでヘルパーさ

んとかの介護サービスですね、それが受けられるということに変わったとい

うことは、この質問通告をいたしましてから知りましたし、それは玉城町に

もきちっとお知らせをしていただいているということも確認をさせていただ

きましたもんですから、ありがとうございます。是非とも知らんでいる人が

あったらいけませんし、手抜かりのないようにしていただきたいんです。 

 それからこれは４月１日からのことでございますが、１０月とかこの年末

頃に再認定をなさった方でうんと介護度が軽くなってしまっている方がある

んですね。そうすると社協が行っております福祉輸送サービスの関係になる

んでしょうか、ちょっと名称がわかりにくいんですけれども、病院への輸送

関係ですね。それが活用ができないというような話も伺ったりしますので、

前に認定を受けた方でぐっと度が引き下げられている、そんな人たちはちょ

っとチェックをしていただきまして、改めてもう１回チェックを入れていた

だきたいなと、その人に見合った介護が受けられるようなそういう方式にし

ていただきたいと思いますので、そういうことは可能でしょうか、お伺いし

ます。 

○議長（小林一則君） 生活福祉課長 林裕紀君。 

○生活福祉課長（林 裕紀君） 一応判定が終わった方ということでございま 

すか。今回についてはこの４月１日からのことが基準になっておるんですけ

れども、それを前提にさかのぼれということでしょうか。 

  よくわかるんですけれども。 

○５番（鈴木加奈子さん） 重くなっている場合には、重くなった場合には認 

定を受けていてもう１回受けられるんと違いますか。 

○生活福祉課長（林 裕紀君） そういう場合も再度申請をせえということで 

すね。 

○５番（鈴木加奈子さん） 受けられますよね。 

○生活福祉課長（林 裕紀君） それはいつも介護の１次判定がこうなっても 

、先生方の意見を聞いたりしながら、それからまた本人さんの要望があった

りすると再審議したりしてやっておると思いますので、特に問題はないんか

と思います。今回の場合はこちらから一方的に介護度が下がるという通知を
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差し上げた場合に、本人さんが希望すれば元々の高いほうの金額的に有利に

なりますね、高くなると。そちらのほうに戻れるということで、いつまでと

いう期間はないんですけれども、やはりその軽度に認定されるんじゃないか

という要望が強かったということと、不安が生じておるということで、厚生

労働省のほうが検証と検討会を開くということで、その間、このような措置

をとることになっておりますので、これに基づいてやはりいろいろやってい

きたいとは思っていますけれども、はい。 

○議長（小林一則君） ５番 鈴木加奈子さん。 

○５番（鈴木加奈子さん） 当然半年に１回ですかね、診査のし直しをするわ 

けですが、その間に介護度の様子が、体の様子が後退したようなその場合は、

再度の認定はこれまででも受けれたものなのですから、やれるのは当然だと

思っているんですけれども、それなりの親切な対応で本人さんを助けてあげ

ていただきたいとこのように思います。誰もがピンピンコロリというのを願

っているわけでございまして、でもこれは願っているだけではどうしようも

ないので、いつここの席にみえる方、私も含めてですね、いつ寝たきり状態

になるか、どんな状態になるかわからんというのが、健康診断を受けていて

も難しいところでございますので、せっかく介護保険を払ったのに使わんと

死んだなと、そんなことちっとも残念に思いません。必要な方にはきちっと

介護が受けられるように、サービスが受けられるように、それを願っており

ますので対応をよろしくお願いしたいと思います。 

 次に緊急通報装置の貸与事情でございます。常に町長さんは安心して暮ら

せるように、安心安全ということも言われますし、住んでよかった玉城町と

いう言葉もよくおっしゃられるわけでございますけれども、今回の緊急通報

装置の貸与事業、これは実にひどいものでございまして、負担は大変なとこ

ろがございます。山本議員が先に質問をいたしておりますので、私はタブッ

ていう気持ちはさらさらないんですけれども、どれほど大変なのかというそ

このところを是非やっぱしわかっていただきたいと思うんですね。で、５１

世帯の通報装置の利用世帯が２０世帯減ったと、いま現在３１世帯になって

いるわけでございます。この通報装置をやめられた方からお電話がありまし

て、昨日行ってまいりました。 

 そしてお話を伺いました。この方はＡＢＣのＢランクにあたる方です。生

活保護は受けていませんけれども、町民税の非課税世帯でございます。それ

でみてみますとこの方の場合は、申請すればというか所得の収入の年金の金

額の基準でまいりますと、生活保護に該当する方でございます。でも本人さ

んが申請しなければ生活保護ということにはならないわけですね、町民税非

課税世帯というのはこの生活保護と同じあるいはそれ以下の方々を含んでい
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るというわけでございます。役場の職員さんですと一定の所得、収入がござ

いますので、１カ月あたり千円未満、千円程度やったらどうっていうことな

いだろうと、こういうふうにお考えかもわかりませんけれども、これが大変

なことなんです。しかも３カ月分一緒にお支払いをするということになって

おりますので、３カ月分で２，７３０円、このお金を出す方法がないという

わけです。ていねいに家計簿もつけておられて、それも見せていただきまし

たけれども、本当に大変だということを痛感いたしました。 

 以前だったらどうかというのも、前の表で見ますと、以前は生活方法によ

る非保護世帯はゼロで一緒でございます。その次は生計中心者が前年所得非

課税ということになっております。ですから住民税の非課税よりももう少し

所得での非課税ですので上、わずかですけれども上ということになるかなと

思いますが、その方も生活保護世帯と同じようにゼロ、その次が９００円を

徴収するというこのランクが１万円、所得税で１万円、これ今の税法におき

まして計算をしてみましたら、６５才以上ですので年金と考えますと１７８

万円です。１７８万の方が９００円やったら何とかもってもらえるかなと思

うんですね。だけど今回のこの変更はひどいですね。町民税の非課税世帯、

生活保護以下の方も含まれると先ほど申しました、この方から９１０円を１

カ月とる。そして町民税の課税世帯というのを全部ひっくるめまして、どれ

だけ所得が年金が多い方も全て含んで３，０４５円という、そういう設定の

仕方になってますね。これはちょっと問題があるんではないかな。 

 先ほど答弁に町長さんは所得の高い方は負担能力のある方は、それ相当に

負担をしていただくというお言葉だったんですが、町長さんのおっしゃられ

るようなそういうランクの付け方にやはり変えるべきだと、町長さんのご意

見と私はまったく一緒の意見でございます。負担能力のある方からはいただ

く、負担能力のない方にはいただかない、この方式でさっそくに改めていた

だく、このようにしてもらいたいんですね。それにはやはり以前の徴収表に

戻していただく、このことが大事なんだと思います。因みにいろんな施策が

ございますけれども、その場合に生活保護による支給額というのを、一定の

レベルにいたします。憲法２５条に規定されております健康で文化的な最低

限度の収入というのはいくらかというのは、これは厚生労働省が決めている

んですけれども、それが生活保護費になるわけですね。それを基にいたしま

して公務員賃金だとか、最低賃金だとか、いろんなものを設定していくわけ

ですけれども、いろんな補助を受けるその場合にもこれが当てはまります。

例えば就学援助でございますと生活保護費の１．５倍の方からが受けられる

という、それ以下の方が受けられるという制度になってます。この緊急通報

装置で考えますと、とんでもないことが起こっているなと、基本的人権に食
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い込むところの徴収をしてはいけないのではないかなと思います。さっそく

お改めいただきたいと思いますが、町長さんいかがでしょうか。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 先ほども山本議員からのこのご質問にもお答えを申し 

上げてまいりました。いろんな利用実績等を考えて、そして応分の負担を願

いたいということでスタートをさせていただいたわけでございます。限られ

た対象者の方というふうなことでもございまして、個々にできるだけその不

安のないような形で説明も改めてさせていただくことがいいかなというふう

に、いま思っておる次第でございます。 

 もう１つは今のシステム以外に、どんどん新しいシステムでこうした緊急

通報の素早い、あるいはもっと簡便なものがあるのではないかなというふう

なことも伺っておりますので、このこともできるだけお年寄りの皆さん方で

ありますから、簡単にしかもスピーディにその対応をしていただけるような、

そんなものを検討してまいりたいなと、こんなふうに思っておる次第です。

そしてまたもうひとつはやはり大事なことは、お一人で住んでみえる方を地

域の皆さん方、あるいは回りの皆さん方でいつもこう見守っていただいてお

るというふうな、今も本当に一生懸命になってそういうボランティア始め取

り組んでいただいておる方もおみえなんですけれども、そういうことの助け

合い支え合いをもう少しお願いをすることも要るなというふうに思っておる

次第です。 

○議長（小林一則君） ５番 鈴木加奈子さん。 

○５番（鈴木加奈子さん） 言葉尻がもうなくなってしまったんでございます 

けれども、これは大事な命をつなぐセットでございまして、これ元々この要

綱は一人暮らし老人等に対し緊急通報装置を貸与することにより急病や災害

の緊急時に迅速かつ適切な対応を図りその福祉の増進に資することを目的と

すると、きちっとうたわれているのでございます。ですから今のがよくなか

ったら次のやり方に切り換えても、それはいいと思うんです。いい方向にな

るならば。けれどもだからといって今の姿で徴収をすれば、結局は３割負担

の方が１５世帯も返上ということになったわけですね。そこのところに問題

があると思うんです。結局はこの生活保護に類する、あるいは生活保護以下

の年金、老齢福祉年金で暮らしてみえる方にとっては、この１カ月９１０円、

３カ月分で２，７３０円ですか、この支払いというのが困難なわけです。そ

れで私呼ばれてとんでいきました。その家での話ですけれども、返上いたし

まして、そしてその通報装置を外していかれたその晩に、それこそたまたま、

ご主人が血を吐かれた。そしてその奥さんは目が見えにくい、電話の番号ど

こを押しても慌てているのと、見えにくいのと両方で、何番押したらええん
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かもわからんという１１０番やったか何やったって言って、さわいどってや

って、ようやっと救急車を呼ぶことかできたと、こんなふうに言ってみえま

す。 

 都会ですと、隣近所がうんと近いかもしれませんけれども、幸いか不幸な

のか広いところに住んでおられますので、屋敷はどこのお家も広いですね、

ですからなかなか近所の方に声をたててといっても、高齢者でございますの

で、声をあげてもはたして回りの家に聞こえるかどうかもわからない状態で

ございます。命に関わることでございますので、救急車に来てもらって連れ

ていってもらったんやって、それは良かったな、助かって良かったなという

話をしたんですけれども、そんな不安な思いをしているんです。是非とも早

いとこ次の新たな手を打つまでは、この返上なさった方々もう１回お伺いを

いただきましてつなげていただきたいと、このように思うわけです。何人だ

からどうではなくって、やはり危ない人、支えなければいけない人、ここを

支えてなんで玉城町があるんでしょうか、それが大事なところだと思うんで

す。元々先ほども申しましたように、基本的に国民を守るというそういう立

場の規定がございますなかで、生活保護費、生活に食い込むような徴収はし

ないという、そういうのは大前提でございますので、よろしくお願いしたい

と思います。担当課長どうでしょう是非検討してもらえませんでしょうか。 

 

○議長（小林一則君） 生活福祉課長 林裕紀君。 

○生活福祉課長（林 裕紀君） この負担金を徴収するということにつきまし 

ては、２１年度の当初予算でご提案をさせてもらって決議をいただいている

ものでございますので、２１年度は変える予定はないというしか答えようが

ないんですけれども。 

○議長（小林一則君） ５番 鈴木加奈子さん。 

○５番（鈴木加奈子さん） それでいくらぐらいこの２０名の方に辞退してい 

ただきまして、どれほどのあなたのところで余裕になったんですか。補正を

するのが困難だという意味で言われているんやと思うんですけれども、議会

の側はこれが必要であれば、必ず皆さん認められると思うんですね。おいく

らになるんですか。 

○議長（小林一則君） 生活福祉課長 林裕紀君。 

○生活福祉課長（林 裕紀君） 町の負担の減ですね、１人２，９００円かけ 

る１２月で消費税になりますから、１人年間３万６，５４０円が全額の町の

負担になっておりました、昨年度で。 

○議長（小林一則君） ５番 鈴木加奈子さん。 

○５番（鈴木加奈子さん） 言い換えますと３万６，５４０円かける２０とい 
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うのが町の財政が浮くわという、それで喜んでそういうことをやっちゃった

という、そういう大変なことに踏み込んでしまったわけでございますけれど

も、そこのところにつきましてはまた引き続きまして、議会もございますの

で取り組んでまいりたいと思いますけれども、これは問題があったなと気が

ついたら早く直す、そのことが改めるに恥じることはないと思うんです。是

非ともよろしくお願いしたいと思います。ちょっと基本的な考え方が抜けさ

っているんじゃないでしょうかね。勿論憲法の中に地方自治体はどうあるべ

きかということがあるわけですが、地方自治の方針に基づいて地方自治体は

仕事をすると。その本旨はなんぞやというたら地方自治法の１条の２に書い

てありますね、地方公共団体は住民の福祉の増進を図ることを基本としてと

いうふうにはっきりと書かれているんですね。 

 それでこんな法律の中にしかも第１条の中に、第１条の２の中に、２回一

緒の文言が出てくるなんていうのは他にはありえないんですね、ところがこ

の１条の２の１項にいま申しました地方公共団体は住民の福祉の増進を図る

ことを基本として地域における行政を自主的かつ総合的に実施する役割を広

く担うものとするという規定がありまして、その同じ１条の２の１４項にも

う一回これが出ているんですね。地方公共団体はその事務を処理するにあた

っては住民の福祉の増進に努める。こういうことがうたわれているんですよ。

いかに住民の福祉のことをすることが、地方自治体としての玉城町としての

なすべき仕事なのかということが、はっきりここに出ているわけですよ。そ

このところが抜けさってしまうと、たった何人のことやないかという、こう

いう論議になってしまうのではないかと思います。それではまともな町には

なっていかないのではないでしょうか。このことを心配しましたので申し上

げました。できるだけ早く緊急通報装置あるいはそれに代わるものでも結構

です、安心して過ごせるような方策をとっていただきたいと思いますが、そ

のことは考えていただけますか、別の方法を。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） どういう方法があるか検討をしてまいりたいと思って

ます。 

○５番（鈴木加奈子さん） わかりました。ではさっそくによろしくお願いし 

たいと思います。 

 次にゼロ歳児保育のことでございます。田丸の保育所もそれから外城田の

保育所も定数をオーバーし、しかもゼロ歳保育を住民の利用者が一番多いこ

の田丸の保育所でやっていないという、そういうことから大変皆さん不便を

感じています。そして田丸の保育所の子も、有田の子も下外城田の子たちも

土曜日の保育は外城田でしかいたしておりませんもんですから、外城田の保
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育所へ連れていくという、そういうことが起こっています。是非とも早く田

丸の中心地でゼロ歳保育を含んだ保育所をお願いしたいと、このように思っ

ています。それで３月議会の時にこのことを申し上げましたところ、保育所

を検討するプロジェクトチーム、保育所改革プロジェクトチームを立ち上げ

ております。ここからの答申がまいりましたら、それを受けて町長はやりた

いとこのように言われたんですけれども、ご就任になったさっそくから私は

ずっと田丸保育所の問題を申し上げてきているわけでございまして、あれか

ら４年目になってしまったということでございます。何とかもうちょっと先

に希望がみえるような、そういうところにまでいっていただきたなと思って

います。 

 これは答申ではなくって報告書ということに結局はなってしまっているん

ですけれども、それでもはっきりとこの施設の老朽化、肥大化が懸念される

田丸保育所を分化し、同じこの地区に複数箇所設置するということも具体的

な方策としては明記されておりますし、住民の理解もそれが一番得られやす

いのではないか、こういったことが書かれています。また幼稚園、保育所の

この幼保一元化の問題点もここに記されておりまして、やはり保育士さんが

入っていなかった、このプロジェクトチームで非常に何って言ったらいいん

でしょう。片手落ちのような姿のプロジェクトチームではございましたけれ

ども、いってちゃん見て報告書を出していただいているなと、このように思

いながら再度何度も読み返しているところでございます。町長早くですね、

どこの土地を求めようということを決める、またそこの地主さんがおられる

わけでございますので、そこへ向けてのお話もしていかなければなりません。

動きだしてもさっそく建てられるものではございません。町長いつになった

らあなたの腰は動きだすんでしょうかお伺いいたしたいと思います。 

○議長（小林一則君）  町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君）  鈴木議員のお考えでは早く田丸保育所の改築をと、こ

ういうふうなご質問を度々なされておられるということは承知でありまして、

その都度お答えを申し上げてきておるわけであります。先般も全員協議会で改

革プロジェクト、保育所検討のプロジェクトのほうからのご報告もお聞きをい

ただいたわけでありまして、その時にも考え方を申し上げさせていただきまし

た。将来的にはこれはいろんな人口フレームといいますか、子どもたちの人員

がどうなってくるのかとかいうふうなことも考えなけりゃいかんわけでありま

すけれども、要はいま非常にたくさんの子どもが田丸保育所に利用をいただい

ておるという状況であります。 

 しかし町全体を眺めての財政面、あるいはハードの投資的な事業の年次計

画というふうなことがどうなっていくのかというふうなことも、やっぱり十
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分整理しながら年次計画を立てていかないと、あれもこれもというふうなこ

とをやって、大変な財政の非常に破綻に近づくというふうなことになっては

いかんというふうに思っております。したがいましてこの中でもございます

ように、緊急的にやらないかんことは耐震の問題、これをやりたいというふ

うに思っていまして、今回も提案をさせていただいておるところでございま

すが、それとその際にも説明申し上げましたけれども、現在進んでおります

小学校の中学校から始まって小学校の空調工事、あるいは下外城田小学校の

増設、そして児童館併設の建物というふうな形で、現在防衛あるいは文科省

との協議に入らせていただいておるという、これが今の段階では２４年から

はその事業ができるというふうなことの計画を持たせていただいておるわけ

でございまして、そういう一つひとつのこの計画を進めさせていただきなが

らは考えさせていただかないと、なかなか厳しい。 

 しかしそんな中にありまして、今もうひとつは町の将来、子どもの人口フ

レームの中で考えていくのが、未満児保育の施設の設置をどうしていくのか

ということは、ちょっと先駆けてやっていく必要があるのではないかなとい

う思いもしておるわけでございます。現在ご承知のように外城田保育所での

ゼロ歳児ということでお預かりをしておる、そして今のそれぞれ４保育所の

状況ですと、過去と対比いたしまして未満児のお子さんをお預かりする世帯

が増えておる、それは当然核家族あるいはお母さん方も働きに出掛けられて

おるという今の世の中の流れということに影響しておるわけでございますか

ら、そういったことの対策をどうしていくのかということを少し優先的に考

えていかないかんなと思っておる次第でございます。 

 又そんなことも含めて本年度、次世代育成の行動計画というものもいろん

な住民の皆さん方の代表、ご参画をいただくなかで検討に入らせていただき

たいと思ってますし、あるいは第５次の町の総合計画というふうなものを、

これを策定をしていかなければいけませんから、更に意見を聞くそして議会

の皆さん方とも十分協議をさせていただきながら、この保育行政、玉城町の

この子育て支援、そしてハードあるいはソフトの面をどうしていくのかとい

うふうなこと、いろいろご議論、ご意見、ご検討を賜りたいなと、こんなふ

うに思っておる次第でございます。 

○議長（小林一則君） ５番 鈴木加奈子さん。 

○５番（鈴木加奈子さん） 個々にまいりますと本当にあのお金はもったいな 

かったなと、京セラに何故あんな３億３千万円も道路の補修に回ってしまっ

たんだろうかと、そういうことを思うわけですよね。たぶん町長さんもそう

思われたからそんなことをポロッと言ってしまった場所があったのを覚えて

みえると思うんですけれども、そうやって町長さんも言っていたよって伺い
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まして、そうか面と向かってはおっしゃらないけど、やっぱし町長さんも内

心ではそう思ってみえたんやなと、私は思ったんですけれども、それで共通

の認識に立てた、やっと立てたなと、このように思うわけでございますけれ

ども、済んでしまったらしょうがないですけれども、そんなことを繰り返さ

ないようにせないかんと思いますし、こんな大仕事をする時にはやはり緊急

度というのを考えないかん、子どもをどういかに育てるかということを考え

ていかなければいけませんし、町長さんは玉城町の子どもが減るのを期待し

ているわけではないと思うんですけれども、今のところは子育てするんやっ

たら玉城町ということで、若いご夫婦さんが増えてきているんですよね。そ

れをやはり続けて頑張ってほしいなと思います。 

 国立社会保障人口問題研究所の将来推計人口というので、この人口の推計

をみたらしいですけれども、そういう玉城町の施策だとか様子だとか、三重

県でも玉城町の保育行政はナンバーワンやと、何年か前に言われているんで

すけれども、そういったことをご存じない人が推計してもあかんと思うんで

すね。それで学童保育、それから保育所の状況というのを双方みまして、や

はりぐるっと見回して玉城がトップやと思います。ですから町長さんの段階

でこれが嫌われて、玉城へ若いご夫婦が来てくれないというようなことにな

らないように頑張っていただきたいと思います。なんでこんなところにこん

なお金を使うんやろというのが地域活性化地球温暖化対策として低公害車の

軽の車を２台買うつもりで１４９万円予算組んでおって。だけれども普通車

１台にしてハイブリッド、ちょっと口が回りません。６１万円プラスして２

１０万円で１台にすると、こういう話だとかね、それから玉城の温泉を使っ

て化粧水をつくるんで３７０万円をそれへつぎ込んでいくとか、住民の皆さ

んに聞いてもらわなきゃいけませんけれども、私はやっぱしそれよりは軽で

我慢してくれませんか。少しでもお金つんでもらえませんか、保育所を早く

建てて欲しいんです、こういうふうに私は言いたいんですよね。そういう観

点にたって町長取り組みをよろしくお願いしたいと思います。ご答弁お願い

します。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 先ほどもお答えを申し上げておりますけれども、やは 

り子育て支援、特に保育所そして義務教育の小中学校、これは町としても大

変重要課題という認識をしておりまして、優先的にこのことも取り組んでい

かなければいかんと思っています。特にいろんなご意見を聞かせていただき

ながら、建物の改築もそうでありますけれども、私はむしろこの中身を一つ

ひとつ要望を聞かせていただき、そしていろんな状況を把握をして、中身の

部分をやっぱし充実をまずはさせていただきたいなと、こんなふうに思って
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おる次第でございます。 

 いろんな勿論どれだけいい約束や、いい格好のいいお返事をさせていただ

こうと思っておりましても、財源が伴わないことには何とも致し方ないわけ

であります。財政的な部分がやっぱし十分配慮をしながらのまずは施策推進、

その中でもこの分野については重点的に取り組んでまいりたいという考え方

には変わりはございませんので、ご理解のほどをお願い申し上げたいと思い

ます。 

○議長（小林一則君） ５番 鈴木加奈子さん。 

○５番（鈴木加奈子さん） 是非とも早く実現をすることをお願いしまして、 

また若いお母さんたちの集まりもございまして、今どんなふうになっとるの、

どんなになっとるのというふうに皆さんから言われております。また町長さ

んにもお伝えをしながら、ご一緒に取り組んでまいりたいと思いますのでよ

ろしくお願いします。 

 では最後に緊急雇用創出事業ということで、これは商工労働とは言わなか

ったかな、そちらで対応してもらう分野になっているかとは思うんですけれ

ども、玉城町の行政のあり方としては非常にまずい行き方をしてきた、こん

な雇用状態になってきている時に、田丸の小学校の学校給食を委託で放り投

げてしまったという玉城町民の働く場所を減らしてしまったという、これは

実に大変な汚点であったと、このように思うわけですけれども、さてこのふ

るさと雇用再生特別基金を活用しましたところの緊急雇用創出事業、これは

どのようになっておりますか、お伺いしたいと思います。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 鈴木議員さんには今日はめずらしくほめてもろたりし 

て喜んでおった次第でございますけれども、またいろいろお叱りもいただい

て、あるいはただいま学校給食の関係のことでの雇用の場がなくなったとい

うことのご発言もありましたけれども、やはりこれの趣旨は何度も申し上げ

ておりますように、趣旨といいますか、職員の方が定年を迎えられて退職さ

れて、そしてその次にやはりまさに重点的に子育てや福祉の分野に財源を投

入する必要があるから、やはり今の民間委託の中で給食業務をやっていただ

きたい。そしてそこで生まれた財源は、そういう子育て福祉の分野に充当さ

せていただきたいという形でのことでありますし、また定年退職なされた方

につきましても、ご希望の方はいまも働いておられる方もみえると、こうい

う事態でございますので、ひとつその点はご理解をいただきたいと思ってお

ります。 

 そして雇用対策といたしましては緊急雇用創出事業、ふるさと雇用再生特

別基金事業として、経済対策として国が打ち出してきたわけでございます。
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やはりこういう経済危機の時代でありますから、できるだけこの事業に基づ

いて、そして更に有効活用をさせていただくために、あるいはまた雇用創出

が生まれるような、そういう検討をさせていただいてまいりました。詳しく

は担当からも申し上げますけれども、まず児童の支援サポートとしての事業

なり、あるいは介護予防サポート事業による直接雇用で、約１０名の新規雇

用を見込ませていただいておると。そして子どもの安全いきいきサポート事

業、あるいは地域資源をいかした観光振興事業というふうなことでの取り組

み、あるはデマンドバス導入事業を委託をいたしまして、３名の新規雇用を

見込んでおるということなりがこの内容でございます。ひとつよろしくお願

いを申し上げます。 

○議長（小林一則君） 農林商工課長 田畑良和君。 

○農林商工課長（田畑良和君） 今回の６月補正の予算のほうでもご審議をお 

願いしておるわけですが、予算書でいきますと５款の労働諸費のほうで計上

をしております。内容につきましてはふるさと雇用につきまして２件、内容

としましてはデマンドバスの導入事業、それから地域資源をいかした産業観

光振興事業ということで、こちらで４１７万５千円、もう１点の緊急雇用に

つきましては合わせて３件です。子どもいきいきサポート事業、介護予防サ

ポート事業、児童のとぎれのない支援事業ということで、３件あわせまして

１，３３８万円。これら大きく２つを足しますと１，７５５万５千円という

ことで労働費のほうで計上をさせていただいております。概要としては以上

でございます。 

○議長（小林一則君） ５番 鈴木加奈子さん。 

○５番（鈴木加奈子さん） これが県が組んでおりますこの中で、玉城町から 

要請をして予算化されたんかなと思うんですけれども、例の何に使ってもい

いと言われる基金に積み込んでもいいと言われている１億２千万とは別は分

野での予算ですよね。これは採用とか、まずは採用です。採用はどのように

なさるんでしょうかお伺いします。 

○議長（小林一則君） 農林商工課長 田畑良和君。 

○農林商工課長（田畑良和君） 先ほど説明をさせていただきましたふるさと 

雇用の２件につきましては、委託事業になりますので委託先としましては、

社会福祉協議会なり玉城町商工会というふうなことになります。緊急雇用に

つきましては直接雇用ということですので、予算書に計上のほうも賃金なり

で計上をいたしております。そういうふうにやり方というのか定められてお

りますので、それに合わせて三重県のほうと協議と重ねてまいりました結果

でございます。 

○議長（小林一則君） ５番 鈴木加奈子さん。 
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○５番（鈴木加奈子さん） 是非とも今後も働く場所づくりをやってもらいた 

いと思うんですけれども、男性の方の派遣ぎり、これ結構町内の方に多くっ

て私のところへ働くところ探してと言われましても、なかなか探せるもので

はございません。せっかく政府が組んだ予算、これが良いか悪いかは別にし

ましても、もうその方たちにとりましては生きるか死ぬかということにもな

りますもんですから、これこう見ますと玉城町子ども安全いきいきサポート

とか、介護予防サポートこれは男性がいけやんこともないかもわからん、児

童のとぎれのない支援事業というのも、これ女性かなと思いますとちょっと

男性が働ける場所というのが、町長さんちょっと少ないような感じがいたし

ますもんですから、もっと分野を探していただきまして取り組んでいただき

ますようにお願いしたいと思います。まだこれからでもまだ可能ではないか

と思いますのでお願いします。 

○議長（小林一則君） 農林商工課長 田畑良和君。 

○農林商工課長（田畑良和君） ふるさと雇用につきましても３年間事業とい 

うふうなこと、それから緊急雇用につきましてもまだ期間がございますので、

可能な限り協議いたしまして、事業化したいというふうに考えます。 

○議長（小林一則君） ５番 鈴木加奈子さん。 

○５番（鈴木加奈子さん） この中の予算の関係はまた予算審議のなかでした 

らいいと思いますので、今後、働く場所づくり、玉城町の人たちが働ける場

所づくりのために、頑張っていただくということでございますので、町長の

ほうもよろしくお願いしたいと思います。これで質問を終わります。何度も

何度も同じことを申し上げます保育所の問題でございますけれども、是非と

も是非とも早く実現をしていただきたい。それから緊急通報装置、これはや

はり目的に玉城町自身が掲げておりますように、安心してお年寄りが暮らせ

るように。また介護保険の関係におきましても、できる限り負担能力の少な

い人は少ない金額になるように、よそでも努力している努力を玉城町でもや

っていただきたい、このことをお願いしたい。 

 そしてまた無駄なものと言いますか、緊急度をやはり考えてやっていただ

きたいということを添えまして終わらせていただきます。ありがとうござい

ます。 

○議長（小林一則君） 以上で、５番 鈴木加奈子さんの質問は終わりました 

。テープの入れ替え作業もございますので、ここで１０分間の休憩をいたし

ます。 

                       （午後 ３時 45分） 

 

○議長（小林一則君） 再開いたします。 
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                       （午後 ３時 55分） 

 

○議長（小林一則君） 休憩前に続きまして一般質問を続けます。 

 次に、４番 高木市郎君の質問を許します。 

 高木市郎君。 

○４番（高木市郎君） 議長のお許しを得ましたので通告をいたしました３点 

について質問をいたします。まず初めに不況時の行財政の状況についてお尋

ねをします。２つ目には町民の皆さんの暮らし満足度についてお尋ねをいた

します。３つ目は一昨年設置されました地域担当制についてお尋ねをしたい

と思います。 

 まず不況問題でございますが世はまさに大不況の時であります。この発端

はアメリカで一昨年ですか、低所得層に貸し付けた住宅ローン、いわゆるサ

ブプライムローンというのが焦げついたというか、返済不能になってきたと

いうのが始まりでありまして、それがどんどん拡大をいたしまして、アメリ

カの巨大証券会社のリーマンブラザーズという会社が破綻してしまったとい

うことで、世界的な大不況になったということであろうかと思います。経済

不況、金融不況、金融不安というようなことで、世界的な自動車の会社ゼネ

ラルモータース、大型乗用車をつくっていたために破綻したということにつ

いては皆さんご承知のことであります。この関連の会社が日本にも１００社

以上あったというようなことで言われておりますが、幸いと申しますか、玉

城町においては直接の関連はなかったようでございますが、この大不況とい

うことになりますと企業さんにもいろいろ影響が出てきているんじゃないか

というふうに思っております。ご承知のように玉城町には幾つもな優良な企

業さんが稼働していただいております。事業法人税、固定資産税を含めます

と、多いときには１０億近い税金を納めていただいているんではないかとい

うふうに思っております。 

 そのようなことで大変お世話になっているんですけれども、２１年度の当

初予算では不況を予測しまして、３億弱の減額の当初予算でそれを認めてい

るわけでございますが、我々町民にとりましてもこの雇用不安といいますか、

雇用問題、職をなくしたとか、また休日が増えた残業が少なくなった、給料

が減った、ボーナスが減ったというようなことで、家計にも大きく影響して

きているんではないかというふうに思っております。それが故に私どもが納

める税金だとか、保険料、公共料金、このようなものに未納とか未収という

ものが発生してきているんではないかというなことも心配するわけでござい

ますが、町長にはこの辺のことを、この状況をどのように認識をしておられ

るのか、またその辺のことでどのような情報をお持ちなのかお尋ねをしたい
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と、こういうふうに思います。 

○議長（小林一則君） ４番 高木市郎君の質問に対し、答弁を許します。 

 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 高木議員から最近の厳しい経済状況の中での行財政状 

況、そして町の歳入面での影響についての認識をどうしているのか、どう考

えているのかというご質問でございました。ご質問でもございましたように、

大変こうした世界的な財政危機の影響が国内の勿論民間企業はもとよりそし

て地方自治体の行財政運営に大きな影響が出てきておるわけでございます。

そしてそんな中で、世界各国がそれぞれの対策を講じておる、日本の国にお

きましても国の予算において、ただいま提案を申し上げておりますように形

の財政支出が行われてきておるということでございます。全体のこの町に関

わる部分で申し上げますと、大手製造業の３社代表の皆さん方と定期的に情

報交換をさせていただいております。先般もどういう今の状況なのかという

ことで訪問をさせていただいたり、お越しをいただいたりしたところでござ

いましたが、この２００９年のいわゆる３月決算では大変厳しい状況であっ

たと。今後来期の１０年の決算も厳しいというふうなことのお話がございま

したが、一部にいろんな報道等もあるわけでございますけれども、環境に配

慮したハイブリット型の自動車、これの部分で非常に部品の受注が増えてお

ると、こういうふうな企業もお伺いをしてまいりました。 

 しかし全体としては厳しいというお話ばかりでございまして、そんな中で

やはり町としては他の全国各地で大変厳しくって、そしてその自治体から撤

退をしていくというふうな、あるいは大変な規模縮小をしていくというふう

な報道も聞いておるわけでありますけれども、町内の製造業はそういう動き

がないというふうなお話でございましたので、ほっとしておるような次第で

ございますが、やはり雇用の面で雇用計画がやはり以前のように立たないと

いうことでございまして、何とかしてこの地域の若い方々がやはりできるだ

け通勤圏の範囲内で働いていただいてそしてそのことによって地域が発展を

していくというふうな形にして欲しいというふうに思うわけでございまして、

何とかこの世界で起こっておりますところの経済危機が、早い機会に好転を

していただくような願いを今も持っておる次第でございます。 

 具体的に町の行財政につきましてもいろんな面で支障が出てくるのではな

いかと、あるいは出ている部分もあるわけでございまして、特に公共料金の

内税、あるいは保険料等あるいは各種の料金等におきましても、未収、未納

ということの恐れをしておるわけでございまして、その部分につきましては

精一杯こういう不況の時期でございますけれども、自主財源であります公共

料金等の確保に力を入れていかなければいかんというふうに思っておる次第
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でございます。 

 そんな状況でございまして、特に厳しい時代ではありますけれども、でき

るだけお困りの皆さん方のご意見も賜りながら、そして町の計画をしており

ますところの一つひとつの施策を進めてさせていただくための財源の確保、

このことに努力をしていきたいと思っておりまして、先ほどからの議員の答

弁も申し上げておりますように、町内の大企業、製造業の皆さんと共存共栄

をしながら、そして玉城町としてのこの地場産業の振興にも何とか力を入れ

て、いわゆる地域おこし、地域の活用か生まれていくようなそういう取り組

み、あるいはそんななかで雇用の場が創出できることにつながっていけばい

いなというふうに思っておる次第でございますので、そういう状況でござい

ます。 

 また具体的な最近の徴収の内容等、ご質問をいただくというふうなことで

ございましたら、担当のほうからご説明ご回答を申し上げたいと思いますの

で、よろしくお願いをいたします。 

○議長（小林一則君） ４番 高木市郎君。 

○４番（高木市郎君） この問題につきましては情報をお聞きするというよう 

なことで、私はそう思って質問した次第でございます。特段その未収が増え

ているというようなこともないようでございますので、この点は了解をいた

しました。 

 次に２番目の町民の暮らし満足度とこういう問題でございます。実は昨年

も少しこれのよく似た質問をさせていただいたところでございますが、町長

は３年余り前に暮らし満足度ナンバー１の玉城町をつくるということで町長

になられました。それで隣人愛、郷土愛、自然愛、この３つを理念として５

つの政策を出されております。ところでこの政策がどのように実行されたの

か、達成度といいますか、それは町長どのように考えておられますか。私ど

もはその政策を受けてその恩恵を受けておるわけでございます、町民は。私

どもの満足等というのを町長はどのように認識されておるのか、そのことに

ついてお尋ねをしたいと思います。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） 満足度についてのご質問でございます。何とかしてこ 

の町に生まれ育ちあるいはまたこの町にお越しいただいて、本当に住んで良

かったと、更に暮らし続けたいと、こういうふうな町を理想として描かせて

いただいておるわけでございます。おかげさまで前段の山口議員さんの質問

でもお答えを申し上げておりますように、私はやはりいろんな自治体として

の計画というふうなもので形式的にうたいあげておるものがございますが、

それをやはり実戦していく、実行に移していくことが何より大事であるとい
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うふうに認識をしておりまして、具体的な戦略を掲げて一つひとつの取り組

みを進めたいということで、戦略会議の皆さん方からのご提言をいただいて

おります内容、皆さん方の協力をいただいて進めさせていただいておると。

まだまだ満足な部分ということには至っておりませんけれども、本当にいい

状況にあるというふうに思ってます。 

 住民の皆さん方の満足度というのは、それぞれ価値観がありますから、や

はり与えられてそれに対して良かったという満足度、あるいはご自身がある

いは町民の皆さんが、住民の皆さん方のためにいろんな活躍をなされて、そ

して努力をなされて生き甲斐、それもひとつの満足度ではないかなというふ

うに認識をしておりまして、町の発展のため地域の発展のために、自分が何

ができるのかというふうなお考えの中で、大変活躍をいただいておる方が多

くなってきておる、このことを嬉しく思っておる次第であります。特に最近

は福祉会館や公民館あるいはその他グラウンド、あるいは地域でのいろんな

文化活動等が大変盛んな町にしていただいております。毎日のように土日は

毎週のようにグラウンドを利用しておる子どもたちの声、そして福祉会館を

利用していただいておる皆さん方の活動、おそらくはあまりたとえて恐縮で

すけれども、山村へき地の人口減少のところではこういった光景は見られな

いであろうというふうに思っておる次第であります。 

 本当にお話を聞いておりますと、毎回毎回議員もお世話をいただいておる

歩こう会の皆さん方の参加が増えてきておったり、そしてご自身で自分の健

康管理をしようということで、夕方友だちと誘い合わせて一緒になってウォ

ーキングしてみえたりという方が非常に増えておるということでもあります

し、また町外の方がお訪ねをいただきますけれども、そんな中では大変この

中学生の子どもたちの言動に対してのお褒めの言葉もいただいたりとかいう

ことでもあります。いろんな面でまだまだ不足の部分、満足いただいておる

ことはありませんと思いますけれども、特に最近でありがたいのは大変医師

不足のなかで三重大、あるいは日赤から協力をいただいて要望をいたしてお

りました整形の先生をお招きすることができたりとかいうことと、また特に

この認知症のサポーターの皆さん方が、全国の大会で先進的な取り組みとし

て発表をされたり、Ｃレベルの規模のいろんな活動、ディスカッションがで

きたりとかいうふうな町に育てあげていただいておることも、本当に嬉しく

思っておる次第でございます。 

 また昨年はそうした町としての評価があって、皇太子殿下がお訪ねをいた

だいたりということでございました。これからのそれであれば課題、あるい

は町の取り組みをどうしていくのか、考えていかなければいかんわけであり

まして、先般からお答えをさせていただいておりますように、やはり少子高
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齢化の施策、子育てあるいは教育、あるいは医療、福祉というふうなことは、

これは当然重要でありますから、このことに力を入れていくと。流れは地方

重視の国の施策が進められておりますけれども、なかなかそう甘いものでは

ないというふうに思っておりまして、ますます都市と地方の格差は開いてい

くばかりではないかなというふうに思っておる次第であります。 

 先ほどの繰り返しになりますけれども、何とか地域としての経済力を高め

ていくことに努力し、町として自立をしていかなければいかんというふうに

思っておる次第でございますので、今後とも一層のご支援を賜りますようお

願いを申し上げます。 

○議長（小林一則君） ４番 高木市郎君。 

○４番（高木市郎君） ご答弁はいただきましたんですが、そのちょっと私の 

趣旨とはという感じはあるんですが、町長は外からの情報また状況を眺めて

町民の皆さんは満足をいただいているんだろうと、そう思っておられるとい

うふうに私は感じました。それで私はその満足度というのは確かに難しい問

題、おっしゃったように難しいと思います。個人差いろいろありまして、そ

れは秤に乗せて計るわけにもいかんし、巻き尺で測るわけにもいかん、満足

度というのはなんで量るんだろうかということを、この前も少し申し上げた

んですが、それは私は町民のアンケートをとれば、わりと簡単に満足度とい

うのはとれるんじゃないか。町長のおっしゃったのは外から眺めた満足、町

長の満足度。しかし町民が受けている気持ち、それが満足度でありますから

それは無記名のアンケートでもとれば、それが数字的にでも出てくるんでは

ないかというふうに私は思うんですが、町長はアンケートをとるということ

について、どういうふうにお考えになりますか。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） まさにてっとり早くそういうどういうふうな町のいろ 

いろな施策、町政についての満足度、あるいはご理解があるのかどうかとい

うふうなことは、これはもうアンケートというのは一番のわかりやすい形で

の意見集約というふうなことだと思っています。これも今年あるいは来年に

かけての第５次総合計画というふうな策定の時期に入っておりますので、こ

の中では十分そういった形での住民の皆さん方のご意見、アンケートの形で

賜りながら、そしてそのご意見を反映した形での町の将来計画あるいは行政

推進、施策推進と、こういうふうなものを見直す、あるいは検討していくと

いうふうなことの資料とさせていただくということは大変重要なことだとい

うふうに思っております。そんな考え方をもたしていただいております。 

○議長（小林一則君） ４番 高木市郎君。 

○４番（高木市郎君） アンケートをとるということについては否定ではない 
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ということのお答えであったというふうに思いますが、昨年もこのような質

問をいたしまして、そのことについてのアクションがないわけですが、アク

ションというか、だから今後そういう方向でいこうということで、私はそれ

でいいんじゃないかと思うんですけれども、町長がこのアンケートに今まで

あまり積極的でないように私は受けとめております。というのは町長お疲れ

のところ大変失礼なことを申し上げますが、アンケートをとってその結果が

不満足というふうなことがもし出たとしたら、町長の３年間の町政を否定さ

れたというようなことにもつながるという怖さを持っておられるのではない

か。あるいは不満足と出た項目とか、そういうのが出てきますと、その裏返

しは満足にするためには何かの政策をしなければならん、それが財政的に行

政的にやりかねると、希望はいくらでも出てきたけども、なかなかそれに対

応できないと行政として、かえって不満を助長することになるんじゃないか

というなこととか、アンケートをとることによって費用がかなりかかるんで

はないかというふうなことの心配をされているんではないかと、私はそんな

勝手な想像をしているんですけれども、このことは町長は前向きにアンケー

トで皆さんの気持ちを聞いておくことも必要だろうというふうにおっしゃっ

たから、これはあれなんですけれども、私は町長がそういうことをアンケー

トを積極的にとっていくということは、町民の皆さんはそれがどういう形で

出ようと今時満足だ、結構結構という答えは出ないでしょう。皆さん不満を

たくさん持っておられるのが当たり前ですよ、このおり。だから不満と出て

当たり前、それよりも町長がそういう皆さんの気持ちを一人ひとり聞こうと

いう姿勢は、私は町民がかなり評価するんではないか、町長の今後のために、

そういうふうに私は思っております。 

 たとえどういう形で出ようとも、ここ掘れワンワンで金貨が出てくるわけ

じゃないんだから、町民の皆さんは賢明ですよ。いくらどういうアンケート

が出てもそれを町がしなければならんと思っておられない。ただその結果の

５分の１でも１０分の１でもいいから、今後の政策にいかして欲しいなとい

う期待ではないかと、町長、私は思うんです、アンケートの皆さんやったら

というふうに私は思いますし、費用がかかるんではないかという問題につい

ては、この前も申し上げたようにいま広報たまきは５千部出ています。です

からその１枚、２ページですか、それを使ってミシン目にして切り取るよう

に、簡単に切り取るようにしてそのアンケートを、いわゆる町長がいま言っ

ておられるその５つの政策、出産から子育て、保育、それに医療、介護、保

健、水の問題だとか、文化、教育、スポーツなんでもあるんじゃないですか。

例えば農業振興、商業振興、工場誘致に対しても皆さんどういうふうに思っ

ているのか、考えておられるのか町民の皆さん、そういうものをアンケート
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でいくらでも書けると思います。 

 例えば玉城町の子育てについてどう思いますかという設問したとするんじ

ゃないですか。そうしたら皆さんはまあまあだろうと思えば普通、なかなか

よくやってくれているなと思えば６点、７点。ああもっとやって欲しいな子

育てについてと思えば３や４とかいう、１から１０までのところに丸をする

というような簡単なアンケートで、何でもそういうふうに一つひとつ設問を

して簡単な、それで丸を付けてもらうと、そういうふうな方法で勿論前提と

して性別、年齢、職業、家族の状況、そういうものいろいろな前提の基に、

無記名でやってもらえれば、町民の皆さんの考えというのがわりとクリアー

に出てくるんじゃないかと、子持ちのスタイルの人はこういう考えを持って

いるなとか、こういうことに満足度を感じているだなとか、そういうアンケ

ートで私は数字的に出るんじゃないかと。 

 そのアンケートは区長さん、組長さんにもなると思うんだけども、区長さ

んに回収してもらえば、そうとう高い回収率で私は集まると思うんですよ。

だから費用もほとんどかからないと思いますし、集計には分析にはちょっと

時間かかると思いますが、そういうふうな方法でやればいいんではないか。

ただ満足度だけでなくって要望度というのもとってはどうですか。それはい

ろいろ設問の仕方は難しいと思うんですが、例えば教育なら教育、新しい教

育長もみえたからいろいろなことも考えておられると思うんですけれども、

例えば給食の質についてどうだとか、学力をもっと上げて欲しいとか、通学

路の安全についてどうだとか、そういうことの項目を５つ、６つ並びでその

中で１つだけ丸してくださいと、みんな要望になってしまいますから、多く

の人がその１つだけ、考えて私はやっぱり学力の向上に取り組んで欲しいと

か、そういうふうなアンケートの要望を、福祉や医療や、そういうような要

望をいまの満足度というのを２ページありますから、とったアンケートをつ

くってはどうですか。そういう私はここで提案をしたいわけです。 

 実はこのような提案は昨年の３月にもしております。そういうようなこと

でやられてはいかがと思うんですが、町長いかがですか。私がいま申し上げ

たようなことで、どういうふうにお考えですか。 

○議長（小林一則君） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村修一君） いろんな提案を考えていただいておって、意見とし 

て賜って活用もさせていただかなければいかんと思っています。町政推進に

は当然広く住民の皆さん方の意見を聞いていく、あるいはその代表として議

員の皆さん方もご活躍をいただいておるというふうなこともあるわけであり

まして、町民１万５千人の方のご要望とか、いろんな意見を聞いて行政推進

をしていく上の１つの手段だというふうに思っておるわけでありまして、ア
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ンケートを始めとするあるいはそれぞれいろいろな団体の生の声、本音の意

見というふうなものもやっぱし重要視していく必要があろうというふうに思

っておるわけでございます。 

 申し上げましたように、町の５次の総合計画という策定の時期になってお

りますから、いろんな形でアンケート調査のことも手掛けていくようにして

まいりたいと思っておる次第でございます。やはり住民の皆さん方自身もい

まの時代はどうお考えなのかということも勿論でありますし、努めてやはり

自分たちがその行政に積極的に関わっていくというふうな、そうしたいわゆ

る協働のまちづくりを進めていかなければいかん時代でございますので、そ

ういったことのお考えもいろんな機会に推進をしてまいりたいなというふう

に思っておる次第でございます。そういう考え方でございまして、いろんな

意見を聞きながら今後も推進をさせていただきたいと思っておる次第であり

ます。 

○議長（小林一則君） ４番 高木市郎君。 

○４番（高木市郎君） そういうことで方向性としては町長もそういうことを 

努めてやっていきたいというふうなことのご答弁のように受け取りました。

本当にこれは１１月か１２月頃にその答えが出るようなアンケート、それを

毎年続けてやってもらえば町の意思というのが、どういう変化をしていくか

というようなことも受け取れるわけですから、そうやって１２月からの次年

度の予算作成に少しでもいかしていただくと、皆さんの気持ち。そういうの

はパターンというのか、形をつくってもらえば私はいいんじゃないかと思っ

ております。町長いまおっしゃったように、やはり行政というのは国から県

からいろいろな形で流れてきて、それをやるだけで精一杯というところはよ

くわかります。今日のいろいろな町長のお答え聞いてても、町長はたいへん

だな、いろんなことを本当にしなきゃならんから、それだけでも大変なのに

町民がこうせえ、ああせえとなってくると大変だなという私は実感を持って

おります。 

 しかしそれでは町長は町政を何の指標でやっているのかということも考え

ます。やはり指標というのは玉城町の町政というのは町民の皆さんの気持ち

を受け止めていくのが町政だというふうに、そういう意味からして独自のア

ンケートがいいんじゃないかということ、くどくどと申し上げました。 

 それで次の３つ目の問題に移ります。地域の担当制ということについてど

のように活動されておるかということをお聞きしたいんですが、そのことに

ついてちょっとお尋ねします。 

○議長（小林一則君） 総務課長 中郷徹君。 

○総務課長（中郷 徹君） 地域担当制につきまして昨年４月に実施をしてま 
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いったところでございます。ここで１年余りが経過をいたしておるといった

ところでございまして、まず目的等につきましては既にお話を申し上げてお

るところでございまして本制度をどのように活用をしておるか。もしくは今

後どのように活用していくのかということについて、お尋ねをいただいてお

るものとしてお答えを申し上げてまいりたいと思います。 

 ご案内のように月１回、区長さんのご自宅に訪問を申し上げまして、それ

ぞれの地区でもっておられる課題について情報交換をするということを続け

てまいったところでございます。昨年１０月にアンケートを実施をいたしま

した。その内容を見てみますと地域担当制、この制度全般につきましてたい

へん大いに評価をするとしてお答えをいただきました区長さん方が、全体の

４２％、それからよい取り組みであるというふうにお答えをいただきました

区長様方が４２％、あわせまして８４％の区長様方がよい取り組みであると

いうふうなことで評価をいただいておるところでございます。 

 あわせまして今後どのように取り組んでまいろうかというふうな内容につ

きましても、若干踏み込んだ形でアンケートをしてまいりました。このまま

の継続で結構であろうというふうなことで、お答えをいただいておりますの

が６４％、部分的に改善をして継続をする必要があるというふうなことでお

答えをいただきましたのが３１％、この部分あわせますと９５％の方々が続

けて実施をしてはどうかということで、お答えをいただいておるところでご

ざいます。区長様方のご自宅をご訪問を申し上げまして、いろんな区の実情

それから区から出される要望について、お伺いをしてまいっておるところで

ございますが、当初と比較をいたしますと、当初はかなりの地区、それから

１地区あたりにおきましても、かなりの件数のご要望をいただいておりまし

た。 

 で、１年を経過いたしまして現在に至りますと、若干その件数というのが

落ちついてまいった傾向にあるというふうなことでございまして、こちらか

ら情報提供を申し上げる内容以外に、特に今回は要望がないというふうなこ

とでお聞きしてくる件数も、ここのところは少し件数が増えておるというふ

うなことでございます。今年度は特に地域活動助成事業につきまして、新し

く制度をスタートしたといったこともございまして、このことにつきまして

個別に区長様方にも地域担当の者からご説明を申し上げる機会も４月に持た

していただいた、こういった状況でございます。といったことで若干アンケ

ートを実施いたしましたなかにも、こういった点、このように改めてはどう

かというご提案もいただいておるところでございます。制度についてですな。

この制度そのものをただいま高木議員おっしゃいますように、こちらから行

政情報についてご案内申し上げる、もしくは地域の課題をお聞きする、こう
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いったことだけではなしに、その公聴と言いますか、アンケートと同じ意味

合いを最終的に持つものではないかと思いますが、住民の方々の行政に対す

る思い、それから評価、そういったこともあわせてお伺いできればというふ

うなことで、当初からこの制度にスタートにあたっておるところでございま

すので、今後につきましてもこの制度を大事にして継続をしてまいりたい、

こういったことで考えております。 

○議長（小林一則君） ４番 高木市郎君。 

○４番（高木市郎君） よくわかりました。それでこの制度につきましては、 

私も実は幾人かの区長さんにどうですかという電話でお聞きしております、

実のところ。評価、皆さん訪問してくれていいですという評価を聞いてます。

しかしなんかええ話持ってきてくれよと、来るんなら持ってこいよと、こん

なことを言ってやるんだというような言っている区長さんもいました。だか

らそれは結構なことだと思いますし、私はここでこの３番にあげておるとい

うことはこのアンケートの回収ということについて、この地域担当制の方が

ここでなお協力していただきたいなという意味でも、ここで加えておるわけ

です。この中で俺はあんなもの書かんという人がみえるかもわかりません。

そしたらその人のところへ行って、担当制の人が行っていろいろクレームだ

とか事情をお聞きする。具体的にそうすると話が進んでくる。じゃあ私では

お答えできんから課長を呼んできますよとかいって、課長と一緒にいってお

話を聞くとか、そこまでいけば結構やと思うんですが、そうなれば町民と職

員のコミュニケーションがよくなる。また上司と部下のまたそういうコミュ

ニケーションもよくなると、そういうようなことも考えまして、ここに書い

たわけでございます。これはアンケートどおり進めていただければ結構だと

思いますし、もし私が申し上げたようなアンケートをするんでしたら、やは

りそのアンケート回収、地域担当制の方が協力していただければ、回収率は

かなり高いものが出てくるんじゃないかというふうに私は思っている次第で

す。それで私はこれで質問を終わります。 

 １つだけあれなんですけれども、静岡県の浜松市というところに小さな鍛

冶屋さんがありました。それは小っちゃなエンジンを自転車にくっ付けて走

っている鍛冶屋さんが４０年近く前にあったんですよ。その鍛冶屋さんはご

承知のように本田宗一郎ですよ。いまのホンダの創始者です。その人が３０

何年前に、３２、３年前ですか、四輪車を出しました。その時に満足度アン

ケートというのがきました。私はよく知っているんです。それでいまのホン

ダが大きくなった原因であるというふうに私は本でも読みましたし私もそう

思っています。私もその四輪に乗ったことがあるんで満足度アンケートを書

きました。格好は良かったけれども良くない車でした。それをどんどん改善
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されていまのホンダがあるというふうに私は認識をしております。そういう

本当の気持ちを早く察知して対応していくということは、何事にも大切なこ

とだというような認識を私は持っておりますので、是非ともひとつ行政の皆

さん、そういうことでご理解をいただき進めていただきたいと、こういうふ

うに思っております。以上で私の質問を終わります。 

○議長（小林一則君） 以上で４番 高木市郎君の質問は終わりました。 

 これにて本日の日程は全て終了いたしました。来る１５日は午前９時より

本会議を開き、提出議案に対する質疑を行いますから、定刻までにご参集を

願います。本日はこれをもって散会いたします。長時間ご苦労さんでござい

ました。 

                       （午後 ４時 38分） 


